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◆2001年に 21世紀を迎えてから 15年が経とうとしています。21世

紀に期待を膨らませて、新しい世紀をカウントダウンして迎えよう

とする世界の様子が報じられていたのを記憶しています。この間の

科学技術の進歩は著しく、10 年を経過したときに、ICT 機器に大き

な変化をもたらした「タブレット」が販売されました。それに伴っ

て、生活にも大きな変化をもたらし、「タップ」「スワイプ」の言

葉は、今では広く使われています。 

 

◆学校教育においても「タブレット」が導入され、教具としての有

効活用が期待されています。文部科学省からは「ICTを活用すること

での教育の質の向上」が唱えられ、ICT教育環境の整備状況に応じて、

特徴を取り込んだ授業設計をすることで、授業の改善・発展してい

くことが求められています。ただ、ICT機器はあくまでも、ツールな

ので、そこを間違わないようにしなければなりません。ICTを使うこ

とが目的ではなく、教科の目標をより達成するために、いかに有効

に活用するかという考え方を大切にしていきたいと思っています。 

 

◆フロンティア研究の発表、校内授業研究会等に足を運んで感じた

ことですが、横須賀の子ども達は、教師の問いかけに素直に反応し、

「解決したい」「発表したい」「分かりたい」という気持ちが強く、

授業に取り組んでいました。そのような子ども達のためにも、私た

ち教員は日々努力を重ね、技量を高め、質の高い授業を目指し、学

力の向上を目指さなければならないと思います。 

 

◆本研究所においては、前年度までの ICT 活用推進係を学校情報基

盤整備係と調査・研究班に分け、ICT教育環境整備、維持管理をして

いく業務を前者に、教育の質の向上のため横須賀市の教育に関する

調査・研究をしていく業務を後者に分けました。その結果、機器整

備に精通している担当者はその業務に専念し、指導主事は本来の教

育内容に専念し業務に当たる体制が整いました。 

 また、研修については、学校運営の一助となるように「新任管理

職研修」「新任総括教諭研修」を開設しました。さらに、基本研修

の在り方を検討して、開催時間の延長を行い、充実を図りました。 

今後は、さらに教職員のニーズに応じた研修を企画・運営してい

くつもりです。 

 

◆平成 26 年 11 月６日付、文部科学省より出された「これからの学

校教育を担う教員の在り方について」の報告の中で、知識基盤社会、

国際化、人口減少社会に対応するために、いかに教育の質の向上を

図り、学校教育をどこまで充実することができるかが重要と述べら

れています。 

 社会の変化に対応できるように、ゆるぎない教育観や子どもの発

達に対する理解など、教員としての基本的な知識や能力を向上させ

るために、今後も、教育研究所は「学び続ける教員」の支援をして

いきたいと考えています。 
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日本の教育    平成 26年度   

 
4 月に、17 年ぶりに消費税率が 5％から 8％に上がった。翌年の 10%引き上げ

の予定について、政府は 1 年半先送りを表明し、国民に問う形で 12 月に衆議院

を解散・選挙を行い、自民党公明党の与党が圧勝した。ノーベル物理学賞に青色

LED を開発した赤坂勇、天野浩、中村修二の 3 氏が受賞し、6 月には「富岡製糸

場と絹産業遺産群」が世界文化遺産に登録された。 

7 月に佐世保市で高 1 女子を同級生が殺害、2 月には川崎市で中 1 男子を無職

少年が刺殺、また、過激派組織「イスラム国」が日本人ジャーナリストを殺害、

その映像がネット上に流されるという衝撃的な事件が起きた。 

以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

◆全国学力学習状況調査 

小学校 6 年生と中学校 3 年生を対象とした「全

国学力・学習状況調査」が児童生徒約 224 万人が

参加し、4 月 22 日実施された。今回で通算 7 回目、

国語と算数・数学の 2 教科について悉皆調査方式

で行った。 

公立校の正答率を都道府県別に見ると、ほとん

どの地域が全国平均からプラスマイナス 5 ポイン

トの範囲に収まり、正答率が低い 3 都道府県の平

均正答率と、全国平均との差にも縮小傾向が見ら

れた。 

今回の調査から、学校別成績の公表を市町村教

育委員会の判断で実施できるようになり、学校名

を明らかにして公表した自治体は、2 指定都市教

委（指定都市全体の 10％）、112 市町村教委（市

町村全体の 6％）の 114 自治体だった。 

◆改正地方教育行政法成立 

教育委員会制度を見直す地方教育行政法が 6 月

国会で可決・成立した。現行の教育長と教育委員

長を統合した「教育長」の創設や、首長の主宰す

る「総合教育会議」の設置が柱。首長の権限を強

化、首長と新教育長の責任を明確化し、いじめ問

題など緊急事態の発生時にも的確に対応できるよ

うにする。平成 27 年 4 月から新制度が始まる。 

◆小中一貫教育の制度化 

政府の教育再生実行会議は 7 月「小中一貫校の

制度化」を提言し、それを受け中教審（中央教育

審議会）は 12 月に小中一貫教育の制度化等につい

て答申した。文部科学省の実施した「小中一貫教

育等についての実態調査」によると、小中一貫教

育を実施している市町村は 211（約 1 割）、実施

件数は 1,130 件で、「中一ギャップ」緩和など小

中一貫教育の効果があったと回答した割合は

87％だった。 

◆学習指導要領改訂へ 

11 月、文部科学大臣は幼稚園と小中高等学校、 

特別支援学校の学習指導要領の全面改定につい

て、中教審（中央教育審議会）に諮問した。これ

までの指導要領で主に示されていた「教育目標・

内容」（何を教えるか）の見直しだけでなく、「ア

クティブ・ラーニング」といった「学習・指導方

法」（どのように学ぶか）や、「学習評価」の充

実についても、一体的に進めるための検討を求め

た。具体的な検討事項としては、小学校英語の教

科化など英語教育の充実・強化や、高校での日本

史必修化などを列挙。高校教育については、「国

家や社会の形成者となるための教養や行動規範、

主体的に社会に参画し自立して社会生活を営むた

めに必要な力を身につけるための新科目」の在り

方も審議の対象となる。新たな指導要領は小学校

で平成 32 年度、中学校で平成 33 年度、高校平成

34 年度から順次実施される見通し。 

◆考える・議論する「道徳」へ転換 

文部科学省は小・中学校などで現行の「道徳の

時間」を教科化し、「特別の教科 道徳」と位置

付ける学習指導要領の一部改訂を 3 月に告示し

た。「いじめの防止」につなげる趣旨を明示し、

問題解決学習や体験学習など指導方法の工夫を

し、「読み物道徳」から「考える道徳」「議論す

る道徳」への転換を目指した。本格実施は、小学

校は平成 30 年、中学校は平成 31 年の予定。 

◆小中学校規模適正化 

文部科学省は 1 月に「公立小中学校の適正規

模・適正配置等に関する手引き」を作成し、59 年

ぶりに改訂した。市区町村などの学校設置者に対

し、少子化に伴う学校規模縮小のデメリットを列

挙した上で、学級数に応じた対応の目安を提示。

学校統合を検討する場合と、小規模校を維持しな

がら教育の充実を図る場合のそれぞれについて、

検討にあたっての留意点や課題への対応をまと

め、市区町村に議論を促した。学校統廃合の推進

に賛否両論渦巻いた。 
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横須賀の教育     平成 26年度 

－ 子ども － 

 

本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園 98人、小学校 19,991人、中

学校 10,589人、特別支援学校 63人、高等学校 1,171人で、減少傾向が続いている。   

（平成 26年９月 1日現在） 

 

 

（１）子どもの体力・運動能力 

「平成 26年度神奈川県児童生徒体力・運動能力

調査」へ、小学校７校、中学校６校が抽出された。

そのうち小学校５年生 224 人、中学校２年生 342

人の結果から、次のような傾向がみられた。 

 体格は、全国平均値と比べると、多少の数値の

差はあるものの、ほぼ全国の平均値と変わらない

傾向である。 

体力、運動能力の小学校５年生の体力合計点は、

男女とも全国平均値と比べて下回っているもの

の、平成 26 年度は、25 年度と比べると上回り全

国との差が小さくなっている。中学校２年生男子

の体力合計点は、平成 25年度の全国の体力合計点

数と比べて上回り、女子は全国の体力合計点と比

べて下回っているものの、平成 26 年度は、25 年

度を比べると上回り全国との差が小さくなってい

る。全国の平均値より高い調査項目や差がない調

査項目が増えた。 

課題としては、小学校５年生は、「反復横とび」、

「20ｍシャトルラン」、「立ち幅とび」「ボール

投げ」や「反復横とび」、中学校２年生は、「反

復横とび」、女子は、「上体おこし」「ボール投

げ」について、平成 25年度の全国との平均値との

差がある、本市の課題といえる。 

 

「反復横とび」（点） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 42.97 40.69 55.33 46.51 

横須賀 39.27 36.25 51.68 44.24 

 

 

「持久走」（分秒）小学校は実施せず 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 － － 6分17秒 4分41秒 

横須賀 － － 6分11秒 4分47秒 

 

 

「20ｍシャトルラン」（回） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 55.33 42.79 90.07 59.73 

横須賀 48.13 37.75 88.05 51.68 

 

 

「50ｍ走」（秒） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 9.26 9.55 7.85 8.75 

横須賀 9.45 9.64 7.62 8.72 

 

 

「立ち幅跳び」（cm） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 154.70 146.52 200.13 169.81 

横須賀 145.05 143.88 200.42 167.03 

 

 

「小：ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 中：ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」（ｍ） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 24.45 14.37 21.88 13.76 

横須賀 21.29 12.90 21.84 12.91 

 

 

 

 

 

 

※ 全国平均は、平成 25年度のデータを活用  
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（２）児童生徒の意識調査 

本年度、本市の指導の重点２「人との関わり合

いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力

を育てる」の実態調査として、26年度実施の全国

学力・学習状況調査の児童生徒質問紙（小学校６

年 3,362人、中学校３年 3,320人）の回答結果か

ら、次のような傾向がみられた。 

 

 

【学校へ行くのは楽しいと思いますか】 

82.5％の児童、80.7％の生徒が「概ね楽しい」

と答えているが、児童の 17.5％、生徒の 19.3％が

「少し楽しくない」と答えており、全国と比べて

も２ポイント下回っている。その要因を掘り下げ

て知ることが必要である。 

【人の気持ちが分かる人間になりたいと思うか】 

 92.2％の児童、94.8％の生徒が「なりたいと思

う」と答えていて、前年度よりも２ポイント上昇

した。 

 

【いじめについて】 

 94.5％の児童、90.9％の生徒が「絶対に許さな

い」と答えているが、満足できる回答結果ではな

い。特に中学校では、いじめは絶対にあってはい

けないと言える割合を増やすことが必要である。

各学校において、取り組みを一層強化して、継続

的に年齢に応じた指導が必要である。 

 

【家の人と学校について話しますか】 

 78.6％の児童、71.2％の生徒が「話している」

と答えていて、前年度よりポイントが上昇してい

る傾向がある。 

ただし、年齢が上がるにつれて、話す機会が少

なくなり、悩み等の相談をしなくなってきている。 

 

【地域の行事に参加していますか】 

【地域や社会の出来事や問題に関心があるか】 

59.6％の児童、40.5％の生徒が「参加している」

と答えている。また、58.6％の児童、53.3％の生

徒が「関心がある」と答えている。 

この回答では、古くからおこなわれている伝統

行事を実施している地域では、地域への参加は高

いであろうと推察できる。 

 

 

 

 

 

上記の回答から、概ねの児童生徒が「学校で友 

達と会うことが楽しい」と感じており、「思いや

りをもった人になりたい」という願望をもってい

て、「人と関わることの必要性」をも感じている。 

次年度も本市の重点２「人との関わりを大切に

して、認め合う関係を築く力を育てる」を継続し、

自他の違いを認め、互いに高め合う集団づくりを

めざし、自己肯定感や自己有用感を高められるよ

うな指導をより一層充実させていく必要がある。 

 

 

「学校へ行くのは楽しいと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 86.6 82.4 

横須賀 82.5 80.7 

 

 

「人の気持ちが分かる人になりたいと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 94.4 95.3 

横須賀 92.2 94.8 

 

 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだ 

と思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 96.4 93.4 

横須賀 94.5 90.9 

 

 

「家の人と学校について話しますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 80.4 72.6 

横須賀 78.6 71.2 

 

 

「地域の行事に参加していますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 68.0 43.5 

横須賀 59.6 40.5 

 

 

「地域や社会の出来事や問題に関心があるか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

全 国 62.9 55.6 

横須賀 58.6 53.3 
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横須賀の教育    平成 26年度   

－ 教職員数 －  

各資料から職員数の傾向を分析すると、ここ数年に、100 人前後の退職と 100 人前後

の採用を繰り返してきた。その結果、各学校では年齢構成のバランスが崩れ、経験５年

未満の職員が半数を占めるようになった。その結果、人材育成を最重要課題として、教

育委員会が中心となり進めてきた。ただし、５年後には、退職数の減少や児童数の減少

で採用が減る傾向になると推察する。 

したがって、各学校には 10年経験者の教職員が多くなることから、その視点を念頭に置

いて、教職員の研修の在り方や校内の研修の在り方を再検討していく必要があると思わ

れる。

◆教職員数の推移状況 

《表１》市立小・中学校の教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

20 
1,103 

（71） 

633 

（25） 

162 

（10） 

1,898 

（106） 

21 
1,115 

（69） 

629 

（26） 

164 

（12） 

1,908 

（107） 

22 
1,130 

（68） 

640 

（26） 

166 

（13） 

1,936 

（107） 

23 
1,158 

（70） 

650 

（26） 

161 

（13） 

1,969 

（109） 

24 
1,137 

（59） 

654 

（28） 

160 

（13） 

1,951 

（100） 

25 
1,114 

（61） 

643 

（27） 

153 

（12） 

1,910 

（100） 

26 
1,103 

（59） 

646 

（27） 

152 

（12） 

1,901 

（98） 

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

20 
56 

（２） 

27 

（３） 

６ 

（０） 

89 

（５） 

21 
64 

（２） 

31 

（１） 

２ 

（０） 

97 

（３） 

22 
63 

（４） 

36 

（４） 

５ 

（０） 

104 

（８） 

23 
53 

（２） 

30 

（１） 

４ 

（０） 

87 

（３） 

24 
68 

（２） 

37 

（３） 

８ 

（０） 

113 

（５） 

25 
68 

（２） 

32 

（１） 

16 

（０） 

116 

（16） 

26 
60 

（２） 

38 

（１） 

10 

（１） 

108 

（１） 

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

20 60 36 １ 97 

21 59 39 - 98 

22 68 32 3 103 

23 49 35 - 84 

24 41 34 - 75 

25 44 40 - 84 

26 45 51 - 96 

 

 

  

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

25 
51 

（７） 

23 

（４） 

11 

（１） 

85 

（12） 

26 
50 

（６） 

25 

（３） 

11 

（２） 

96 

（11） 

  

 

 

 

 

 

 

※平成 26年５月１日現在 

※高等学校は、全日・定時を含む 

※下段については、事務職員・栄養職員数 
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 横須賀の教育   平成 26年度 

－ 教育行政 － 

 平成 26 年度の教育費当初予算総額は、127 億 9 万 8 千円、一般会計に占める割合は

8.8％。前年度比で 0.3％、4千 128万 5千円の増額。 

 教育委員会は、４月に齋藤道子委員長、森武洋委員長職務代理者、三浦溥太郎委員、

荒川由美子委員、青木克明教育長で組織された。 

 12 月 23日付で、三浦溥太郎委員が再任された。 

 12 月 24 日付で委員長が改選され、教育委員会は、森武洋委員長、荒川由美子委員長

職務代理者、齋藤道子委員、三浦溥太郎委員、青木克明教育長で組織された。 

 

 

◆教育政策関連 

 本市における教育の振興のための施策に関する

基本的な計画として「横須賀市教育振興基本計画」

を平成 23年３月に策定し、それに基づいて教育政

策を掲げた。 

 この計画では、「『生きる力』の育成」を目指

した学校教育編、「いつでも、どこでも、だれで

も学べる社会の実現」を目指した社会教育編、「豊

かなスポーツライフの実現」を目指したスポーツ

編の３つに区分し、施策・事業を位置付けた。 

また、子どもの教育を重点的に捉えることと

し、子どもの教育に関する考え方を「横須賀の子

ども像」と「目指す子どもの教育の姿」により示

し、学校・家庭・地域での教育を充実させるとと

もに、共通の意識を持って、相互に連携を図って

いくことを目指している。なお、このことの実現

に向けては、「学校・家庭・地域の連携推進」「学

力・体力の向上」「いじめ・暴力・不登校の未然

防止と早期解決」「学校の教育力向上」を重点課

題として位置付け、対応する事業を中心に取り組

んだ。 

 

◆教育指導関連 

本年度は、学力向上事業・国際コミュニケーシ 

ョン能力育成事業を中心に事業の推進を図った。 

学力向上事業では、市立全小中学校へ学力向上放

課後教室サポートティーチャーを派遣するととも

に、市民対象の教育フォーラムを開催した。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、市

立全学校へネイティブスピーカー指導者や外国語

活動アドバイザー等の配置を行った。また、小学

生が英語を用いながら ALT や海軍基地の児童とコ

ミュニケーションを図るイベント「横須賀 

English World」を開催した。 

 小学校５年生芸術鑑賞会（６/30～７/１）、子

どものための音楽会（８/17）、読書感想画展（１

/６～13）、児童生徒造形作品展（１/10～26）、

児童生徒書写作品展（１/23～27）等の行事の他、

作詞･作曲募集、学校文集等の作品募集も行った。 

 本年度の研究委託は、市関係は、幼・小・中・

高等学校並びにろう学校・養護学校 75校園及び教

科・教科外の 36研究会に委託した。 

 その他の研究活動としては、幼稚園教育課程研

究会を８月 18日に、小学校教育課程研究会を６月

13日、６月 18日、８月４日、10月 29日に、中学

校教育課程研究会を６月 13日、６月 18日、８月

１日、10 月 22 日に、高等学校教育課程研究会を

11月 18日に開催した。 

 

◆支援教育関連 

本年度の支援教育の推進にあたっては、『認め

合い高め合う力を育てる（重点２）』を目標に各

事業を実施してきた。 

これを具現化するため、従来の学校支援（児童・

生徒指導、不登校、特別支援教育等）のほかに、

「授業のユニバーサルデザイン化」や「支援教育

的な集団づくり」を推進したり、学校の相談員や

支援教育コーディネーター、相談教室担任や指導

員など「支援教育関係スタッフの資質の向上」を

めざした研修を行ったりして、共に生きる共生社

会の形成のための、インクルーシブ教育システム

構築に向けた取り組みを進めた。 

研修では、支援教育研修講座、特別支援学級新

担任者研修講座、児童指導担当者研修講座、生徒

指導担当者研修講座を実施した。また、支援教育

コーディネーター連絡会では、前年に引き続きア

セスメントをテーマに年間を通して研修を行っ

た。 

 主催行事として、不登校児童生徒及びその保護

者を支援するための、「ハートフルフォーラム」

（６/28）・「進路情報説明会・不登校相談会」（10/

４）を開催した。特別支援教育では「第３回児童

生徒ふれあい作品展」（12/５～12/９）、就労相

談会「仕事にチャレンジ」（12/20）を開催した。 
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◆学校保健関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、定期結核健康診断、寄生虫卵・尿・心臓の

各種検査を実施するとともに、学校病に罹患した

要保護および準要保護児童生徒に対しては、医療

費を援助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校の環境衛生検査を行っ

た。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止・食育・食物アレルギ

ーに関する研修講座、養護教諭研修講座、よい歯

の図画・ポスターコンクール及び標語コンクール、

横須賀市学校保健大会などを開催した。 

学校管理下における児童生徒の災害に対して

独立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金

を請求するとともに、市立学校災害見舞金支給要

綱に基づき見舞金を支給した。 

学校給食関係では、学校給食法に基づき、市立

小学校・ろう学校では全市統一献立により、養護

学校は独自献立により完全給食を、市立中学校で

はミルク給食を実施した。 

給食実施に伴う各種研修会、学校給食の放射線

量測定を含む各種検査、給食施設の維持管理、給

食用備品・消耗品の整備、給食用食器の樹脂製 PEN

（ポリエチレンナフタレート）食器への順次交換

などを行った。また、統一献立での地場産物の使

用や米飯給食の推進、就学前児童が給食を体験し

在校児童と交流する学校給食交流体験事業を行っ

た。 

準要保護児童生徒の給食援助費の支給、学校給

食費の未納調査や督促、未納分の児童手当からの

徴収を行った。 

 

中学校のパン・弁当の注文販売であるスクール

ランチの栄養面の充実を図るため、教育委員会の

管理栄養士が小学校給食をアレンジした献立の弁

当販売を試行した。 

 

◆スポーツ関連 

前年度に引き続きよこすかドリーム・スポーツ

プロジェクト推進事業を実施した。第 63回中学校

総合体育大会開会式が４月 19 日、横須賀アリーナ

で行われた。第 39 回小学校児童相撲大会は５月

10日、第 46回小学校児童陸上記録大会は 11月２

日、第 65回中学校男子・第 31 回女子駅伝競走大

会は 10月 18日、第 32回表現運動・ダンス発表会

は 11月 15日に、第 48回小学校児童ボール大会は

12月３日に、それぞれ開催された。 

 

◆学校管理関連 

本年度の主な学校教育施設整備は、グランド改

修（公郷小・鴨居小・池上中）は３校・トイレ改

修（田浦小・田戸小・豊島小・馬堀小・高坂小・

大矢部中・馬堀中）の７校、新規の校庭芝生化は

２校で実施。 

また、技術科室の建て替えを追浜中、部室の建

て替えを野比中で実施した。 

上記の他にも施設改修を、さまざまな学校で実施

した。 

 

◆学校選択制 

平成 27 年度入学生の学校選択制では、対象者

3,604 人のうち約 9.3％に当たる 335 人が他学区

の中学校を選択した。 

今回、受入枠を超えた中学校は１校（久里浜中

学校）のため、久里浜中学校を除く中学校につい

ては、希望者全員を受け入れることになった。 

久里浜中学校については、申込人数 55 人のう

ち私学等受験予定者を除いた 54 人が受入人数を

超えているため、久里浜中学校を第１希望とした

方については、平成 26 年 12 月 24 日（水）に公

開抽選を実施した。 

※ 私学等受験予定者は、希望する中学校が抽選

となった場合、抽選の対象外となっている。 
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教育研究所概観   平成 26年度 

 

「学力を向上させる」「認め合う高め合う関係を築く力を育てる」を重点課題として、

各課が連携をとりながら取り事業に取り組んだ。前年度に引き続き、「国の学力状況調

査（小６、中３）」「横須賀市学力状況調査（小５、中２）」の結果を公表した。 

併せて、市内小・中学校においては、長期休業を活用した授業日数の増加及び土曜日

を活用した授業日数の増加を試行し、小学校においては、教科書採択が行われた。 

 

 

１ 概要 

研修業務において、新規採用者の数が 100名に

達し、ここ数年で各学校における経験の浅い教員

の比率が高く、「人材育成」が最大のテーマと捉

え、各研修に取り組んだ。 

授業力アップに主眼を置いた「パワーアップ講

座」「スキルアップ講座」「理科夜間講座」は、

参加した教員には好評であった。次年度は、すそ

野を広げる工夫が必要である。また、開講４年目

を迎えた「よこすか教師塾」では、本市で教師を

目指す塾生が、「教師としての資質・能力を高め

るための知識・技術」を学び、見識を広げる一役

を担った。 

教育資料レファレンスでは、次期教育史の編纂

の準備として、書庫の整理及びレイアウトを変更

した。さらに、カリキュラムセンターとしての機

能の充実させるためにデジタル化を進めた。 

導入して４年目を迎えた校務支援システムは、

学校情報基盤整備係及び調査研究班の地道な対応

や細やかな研修を実施した成果で、スムーズな運

用になった。ハード面においても、各種のサーバ

更改年度であったが、すべて計画通りに進めるこ

とができた。学校情報化推進部会を開催し、今後

の情報モラル、情報セキュリティ等の意見交換を

含め、推進に有益であった。 

全職員が、教育研究所の役割を果たすべく、職

務遂行のために日々研鑽をした。 

 

 

２ 調査研究 

 横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

にむけ、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指すとともに、調査研

究の成果を学校に還元することを重視して、「研

究員会」事業を本年度よりスタートさせた。２年

計画の６つの研究員会と５年計画の１つの研究員

会を設置した。総勢 42名の研究員と担当指導主事 

13名がそれぞれの研究会のねらいに沿って、研究

テーマを設定し、調査研究に取り組んだ。 

 長期研修員は、『「児童の書く能力を育成する 

 

 

指導の在り方」～単元を貫く言語活動と ICTの活

用を通して～』をテーマに岩戸小学校 寺岡公輝教

諭が実践・検証・成果を行った。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を促

した。また、理科教材の開発とその発信に努めた。 

レファレンスとして、図書・資料室の機能整備と

有効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツの

有効活用に関する情報提供などに努めた。 

 

 

３ 教員研修 

 平成 26年度もまた、教育に対する様々なニーズ

と、高度でより一層複雑化する教育課題の解決に

向けて、教育現場は取り組んできた。いじめ防止

対策推進法の施行により、「いじめの防止等のた

めの対策に関する基本的な方針」を各学校にて策

定した。その他、体罰の問題、法令遵守、防災対

策、安心安全面への対応など、学校全体の組織的

対応がますます求められている時代となってい

る。個人の資質能力の向上とともに、学校組織全

体の対応力の向上こそが喫緊の課題となってい

る。 

 また、一方で近年、本市において顕著となって

いる教職員のアンバランスな年齢構成の問題が指

摘される。 

 ここ数年、新規教員が大量に採用されるととも

に、ベテランの大量退職を迎え、学校は職員の大

幅な入れ替えが続いている。若手に対しても、即

戦力となるよう過大な期待が寄せられ、そして、

少ない中堅層においても、学校の運営の主体とな

れるよう、優れた能力を発揮できる人材の育成が

急務となっている。 

教育研究所では、このような現状に対して、意

図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組み作り

を模索してきた。制度として定着が図れてきた「ペ

ア」または「グループ」による校内研修の実施に

ついては、校内において授業を通して学び合う機

会の充実につながっている。 

 教育公務員特例法第４章 21条「教育公務員は、

その職責を遂行するために、絶えず研究と修養に
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努めなければならない」に基づき、研修機会のさ

らなる保障と、常に学び続けることのできる環境

作りを目指してきた。学校に対しても「人材育成」

という言葉を積極的に浸透させるよう努めてき

た。結果として、自己のキャリアアップは自ら計

画的に取り組むべきものであること、学校もまた、

意図的組織的に人材を育成することが重要である

との意識の転換が図られてきているようである。

このことにより有形無形の学校文化、あるいはベ

テランがもつ優れた教師力がしっかりと継承され

ていくことが、子どもたちの教育の質の向上につ

ながることと期待される。本年度、具体的な目標

と方針として①教師として求められる資質、授業

力の向上を図ること、②学校組織の活性化と人材

育成を図ることを掲げて事業を展開してきた。 

 そこでは、研修そのものに係る工夫として主体

的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワークシ

ョップ型の研究協議やワールドカフェ方式の多様

な研修スタイルを取り入れてきた。研修場面にお

いても、授業に活用できるようなノウハウの提供

も同時に行ってきた。また、異なる経験者同士が

つながり合う場面の設定、教えることで学ぶメン

ターの機会も充実させてきた。 

 また、職に応じた研修でも管理職や学校運営に

携わる教諭を対象に、学校マネジメントや人材育

成を促進する研修内容を充実させた。 

「教育研究所オープンデー」として、教師塾、パ

ワーアップ講座、図書室の開放を行い、従来の理

科夜間講座と併せて校務終了後の時間帯に自主研

修として実施した。同時に研究所施設を研究会等

へ開放する日を設定した。経験年数の少ない教員

を対象にしたスキルアップ研修講座を土曜日に開

催し、著名な講師を招聘して、若手教員のための

授業づくりや日々の教育活動に生かせる実践的な

研修を充実させた。本年度も自主的に学ぶ教師が

多く見られた。教師が学びたいときに学び、自己

のキャリアや職能に応じて、自らの資質を向上で

きる研修体系を今後も維持，発展していきたい。 

 具体的には今後、カリキュラムセンター機能の

充実や、すでに退職した教員による授業力向上の

ための講座など、夜間の自主的に学ぶ機会の拡充

を図っていくものである。 

また、学校における職員の協働性を高め、とも

に協議を深める場づくりを支援するために、教育

研究所指導主事が学校で直接、実施する訪問支援

研修も展開してきている。 

 一人一人が教師としての高い志を持ち続け、学

校においても優れた教師を育てようとする意識が

高まるよう、教育研究所としてのきめ細やかな支

援を大切にして取り組んでいる。今後も時代の変

化に対応できる研修体系・研修内容・実施体制を

整備する必要がある。 

 

 

４ 教育の情報化推進 
 学習指導要領に示された「情報教育の充実」「ICT

機器を活用した授業の展開」を達成するため、平

成 22年度までに ICT機器環境を整備し、また校務

の情報化を目的として校務支援システムを導入し

た。これらの取り組みを教育の情報化に有効に活

用するために、教科指導における ICT活用研修、

授業力向上のための ICT活用研修、経験年数に応

じた各研修における教育の情報化について研修を

重ねてきた。 

 本年度も引き続き、ICT 活用の推進を軸に、校

務支援システムによる通信簿の作成、中学校調査

書の作成、指導要録作成のための研修等、訪問研

修や集合研修を適宜行い、現場に寄り添った支援

に力を入れた。情報セキュリティ月間（５,10,２

月）には学校に対して情報セキュリティ喚起の取

り組みを行った。 

情報化支援員派遣事業の廃止に伴い、ICT 機器

を活用した授業への支援を目的に、ICT 授業支援

サポーター制度を立ち上げた。 

 今後の課題は、学習用データベースの充実や PC

教室と普通教室における ICT機器の積極的な利用

の促進、職員と児童生徒の情報モラルの育成など

である。加えて、ICT 機器を活用した次代の授業

の在り方を模索し、子どもの学びの充実について

も考えていく。 

 

 

５ 運営委員会 

（１）運営委員 

<委 員 長> 阿部 信行 (浦賀中学校長) 

<副委員長> 都沢 繁夫 (公郷小学校長) 

<委  員> 中山 俊史 (横須賀総合高等学校長) 

< 〃  > 内田  学 (池上中学校長) 

< 〃  > 福田 倫弘 (粟田小学校長) 

< 〃  > 丸茂  忍 (衣笠小学校教諭) 

< 〃  > 丸瀨  正 (教育指導課長) 

 

（２）運営委員会 

第１回運営委員会 

  日時 平成 26年５月 14日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

 第２回運営委員会 

  日時 平成 27年１月 21日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 
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  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

運営委員会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行い有意義な会合となった。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営について貴重なご意

見をいただいた。 

 

 

６ 平成 26年度予算 
教育研究所費の平成 26年度一般会計予算額は、

737,244千円（前年度比 180,271千円）であった。

このうち、情報システムの運用や情報教育の推進

に係る情報関連予算は 537,725 千円（前年度比

184,118千円）で、全体の約７割を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特

別支援学校、高等学校における教育用パソコン等

の整備・運用に関する予算 262,166千円（前年度

比△313,264 千円）も所管しており、これらを合

わせた情報関連予算は、799,891千円となる。 

また、本年度から学校指導費の学力向上事業の

一部を専門的調査研究の立場から所管し、661 千

円を計上している。所管予算全体では、1,000,071

千円となる。 

 

本年度より、調査研究班ができ予算の増加を見

たが、それ以外は昨年度とほぼ同額であった。 

ただし、教育研究所が設立されてから数十年を

経て、施設の老朽化が進んでおり、毎年の修繕料

が増加傾向にあることが悩みの種である。 

 

合計(①+②) 1,000,071 

①教育研究所費 小計 737,244 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

537,725 

(3,653) 

(328,235) 

(205,837) 

・給与費 157,823 

・教育調査研究事業費  1,440 

・資料情報提供事業費 1,581 

・理科教育研修費 1,159 

・教員研修事業費 6,043 

・教育研究所管理運営費 31,473 

②各学校費 小計 262,827 

・教育用 PC等の整備・運用費 262,166 

・学校指導費（学力向上事業） 661 

（単位千円） 

 

７ 職員 

（１）職員の配属と異動 

平成 26年度の教育研究所は、所長および職員の

14人で組織した。 

 船越小学校より指導主事として小泉姿子、教職

員課より主査指導主事として橘広基、主任として

島内さおり、岩戸小学校より長期研修員として寺

岡公輝、非常勤職員として中橋あき子、臨時職員

として大西香織、古怒田道子が着任した。 

 また、主査指導主事 増田喜明が教頭として高坂

小学校、指導主事 田島信行が総括教諭として公郷

中学校、主任 濱田広治が学校管理課へそれぞれ転

任した。 

 主任 本石篤、非常勤職員 赤池由記子、臨時職

員 河合陽子が退職した。 

 

（２）人員構成（50音順） 

所 長 市川 敦義 (教育研究所の総括) 
主査指導主事 武田  仁 (各係・班の統括) 

〃 重田  太 (調査研究班の統括) 
〃 高橋 直樹 (研修班の総括) 
〃 橘  広基 (調査研究班) 

係 長 大津 仁昭 (管理運営係の総括) 

〃 金子 裕樹 
(学校情報 

基盤整備係の総括) 
指 導 主 事 宇佐美 暁 (研修) 

〃 小泉 姿子 (研修) 
〃 関口  満 (調査研究) 
〃 松本 美紀 (研修) 

主 任 島内さおり (管理運営) 

〃 林  聡久 
(学校情報 

基盤整備係) 
担 当 者 横川 由美 (管理運営) 

非 常 勤 職 員 相場 俊広 
(研修補助・ 
よこすか教師塾) 

〃 平野 邦好 
(理科教育・ 
よこすか教師塾) 

〃 小谷 孝夫 
(教育史・ 
よこすか教師塾) 

〃 柏木 崇子 (調査研究補助) 
〃 渋谷  香 (研修補助) 
〃 髙木恵美子 (調査研究補助) 
〃 中橋あき子 (研修事務) 

臨 時 職 員 大西 香織  
〃 古怒田道子  
〃 加藤美由紀  
〃 雑賀奈津子  
〃 山本  実  
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調査研究関係 

 

◆概 要 

調査研究では、本年度より移管された「研究員会」事業を中心とした調査研究の充実

と、教育に関する情報・資料の収集・発信の充実を重点目標として取り組みを進めた。 

第１に、「研究員会」事業として、７研究員会を組織し、それぞれの課題に対して調

査研究を行った。また長期研修では、小学校国語指導における ICT活用を課題として研

究を行った。 

第２に、資料・情報提供事業と兼ねて教育研究所図書資料室の機能を充実させること

に努めた。経験年数が少ない教員の参考となる「授業づくり」「学級づくり」等の書籍

を整えた。併せて、初任者研修の手引き書の作製に着手した。また、カリキュラムセン

ターとしての機能の充実を図り、イントラ内の資料の整理に努め、充実を図った。 

第３に、理科センター機能の充実に努め、理科教育研修講座・夜間を中心としたパワ

ーアップ研修講座を開講し、理科教育の充実に努めた。また、様々な理科教育に関する

資料を作成し、本研究所の理科室に掲示し、啓発を促した。 

 

調査研究事業 

１ 長期研修 

平成 26 年度の長期研修は、「授業のねらいを

達成するための ICT活用」を研究テーマとして位

置付けて実施した。 

本研究テーマは、本年度で３年目となる。１年

目は、小学校において通常の授業の中での ICT環

境の在り方や活用方法について研究を行った。２

年目は、中学校英語科における ICTの効果的な活

用について研究を行った。これまでの成果と課題

を受け、３年目となる本年度は、子どもの学習状

況に応じて効果的に ICTを活用するための在り方

に焦点をあてて研究を進めた。 

 

概要は、次の通りである。 

①研究員  岩戸小学校 寺岡 公輝 教諭 

②研究主題 

児童の書く能力を育成する指導の在り方 

～単元を貫く言語活動と ICTの活用を通して～

③主題設定の理由 

・全国学力・学習状況調査における課題から 

・岩戸小学校の児童の実態から 

④研究内容 

 （単元を貫く言語活動について） 

 ・本単元で児童に身に付けたい力を明確にする 

こと。 

・付けたい力にふさわしい言語活動を選ぶこと。 

 ・単元を貫いて言語活動を位置付けること。 

 ・児童の興味・関心を重視すること。 

 （効果的な ICT活用について） 

 ・説明や課題の視覚的理解を図ること。 

 

  

 

・より効率的に情報収集を行うことができるよ

うにすること。 

 ・考えの共有化による思考の広がり・深まりを

高めること。 

 ・試行の繰り返しにより、表現力の向上を図る

こと。 

⑤検証授業 第６学年 国語科 

 ・６月    「紹介しよう 鎌倉のよさ」 

 ・９～10月 「説得力のある意見文を書こう」 

 ・12月   「選んだ絵を紹介しよう」 

⑥研究成果の発信 

 ・イントラネット上で情報発信 

・三浦半島地区ネットワーク協議会専門委員会

にて、授業提案及び研究協議の実施 

・中間発表会及び研究発表会の実施 

・県教育研究所連盟研究発表会で提案（平成 27

年度実施予定） 

・ICT活用実践研修講座にて情報発信（平成 27

年度実施予定） 

 

２ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10月 17日(金)、神奈川県教育研究所連盟 第

61回教育研究発表大会において、平成 25年度横

須賀市教育研究所長期研修員の後藤 博宣教諭

（現 教育指導課指導主事）が発表した。その成果

については、効果的活用法などに多くの賛同を得

ていた。 

発表テーマ 
外国語の授業改善のための ICT機器 

・デジタル教材の効果的な活用 
～言語材料の習得と言語活動の充実のための 

活用とその成果～ 
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（１）研究の目的 
現行の学習指導要領では、情報教育や授業にお

ける ICT活用など、学校における「教育の情報

化」について一層の充実が図られることとなり、

外国語教育においても、ネイティブ・スピーカ

ーの活用とともに、コンピュータや情報通信ネ

ットワーク、情報機器などの有効活用が求めら

れている。 
しかし、ネイティブ・スピーカーの活用が一

般的なものとなり、その成果が認められる一方

で、ICTの活用が進んでいない現状がある。 
「平成 25年度横須賀市学習状況調査（英語）」

及び検証授業実施校で行った「外国語学習にお

ける生徒の課題調査」の結果を踏まえ、これら

の課題解決を図るため、外国語の授業改善のた

めの ICT機器・デジタル教材の効果的な活用に

ついて研究を進めた。 
市内の普通教室の常設環境が整っていないこ

とや授業における ICT機器の活用が進んでいな

いという調査結果から、プレゼンテーションソ

フトを活用したフラッシュ型教材や提示型教材

などの活用を基本としながら、今後、導入が期

待されている指導者用デジタル教科書やタブレ

ット端末の活用の効果についても検証すること

とした。 
 

（２）研究の内容 
所属校において３回の検証授業を行い、単元

やその内容、指導方法に合わせた ICT機器やデ

ジタル教材を作成・活用し、どのような効果が

あるかを調査した。 
①フラッシュ型教材の活用 
語彙や語句の習得の方法として、フラッシュ

型教材の活用の効果について検証した。検証授

業Ⅰでは、一般動詞を、検証授業Ⅱでは、前置

詞句を、また検証授業Ⅲでは、副詞・副詞句を

授業の開始時に帯活動として取り組ませ、使用

後の習得の状況について調査した。 
②提示型教材の活用 
これまで教具として活用してきたピクチャー

カードなどをプレゼンテーションソフトを使っ

てデジタル化したものを「提示型教材」と定義

し、外国語の授業における活用を工夫した。 
今までのアナログ教材では難しかった指導方

法を可能にしてくれることを期待し、特に外国

語表現の「書くこと」に焦点を置いた。語順指

導や表現のためのイメージ作りのためなどの独

自の提示型教材を作成し、その効果について研

究を行った。 
③指導者用デジタル教科書の活用 

指導者用デジタル教科書にはどのような機能

があり、実際の外国語の授業の中ではどの様に

活用できるのかを検証した。 
具体的には「聞くこと」「話すこと」「読むこ

と」に関わって、どのような視覚的・聴覚的効

果があるのかを探った。 
④タブレット端末の活用 
検証授業ⅠとⅡにおいて、協働学習を展開し

ながら、思考力や表現力を高めることをねらい

とした授業のツールとしてタブレット端末を使

用した。「グループ活動における学び合い」や

「自己評価／相互評価」を支援するものとして、

「カメラ・ビデオの鏡的利用」に取り組みなが

ら、その成果について検証した。 
具体的には、生徒がお互いのスピーチを撮影

し、それを再生しながら協働的に仲間や自分自

身を評価したり、改善を図ったりしながらより

良いスピーチを完成させる取り組みである。 
併せて、生徒のタブレット端末の活用の実態に

ついても調査を行った。 
 
（３）まとめ 

外国語の授業における ICT機器やデジタル教

材の活用は、これまでの負担を軽減してくれる

ばかりではなく、授業で「やってみたかったこ

と」を可能にしてくれるツールとなった。資料

を大きく見せること、言語の使用場面を見せる

こと、文字と音声を同時に再生すること、自分

自身の改善点や成長を客観的に見られることな

ど、外国語の授業に求めていることを現実のも

のとしてくれた。 
また、基礎的・基本的な知識・技能の習得と

その活用のための授業をバランスよく作り出す

ことができる。デジタル教材により、知識・技

能の習得が効率よく進むことで、活用のための

時間が生み出され、その時間で思考力や判断力、

表現力を育むための授業を充実させることがで

きる。この授業の中では、活用を通して新たに

必要となった知識や技能を積極的に習得しよう

とする姿も見られた。ICT機器やデジタル教材

の活用が、現在求められている「学び」の形を

実現してくれることがわかる。 
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 資料･情報提供事業   

１ 図書資料  

 平成 26 年度、図書購入の予算は、50 万円であ

る。この予算で、合計 165冊の図書を購入した（平

成 26年 3月 31日現在）。寄贈本は 6冊。学力向

上への対応や各教科等を中心に、支援教育、教師

としてのスキルアップ等に関する図書を購入し

た。特に、道徳教育に関するもの、インクルーシ

ブ教育に関するもの、学級づくりに関するもの等

を購入した。 

 所蔵数は、図書は 25,788 点、教育ビデオは 25

点（それ以外に本研究所内で視聴可能なビデオ

139点）、DVD71点である。 

また保管している市内各学校や各地の研究機関

・大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要及

び教育資料等は、平成 27年 3月 31日現在におい

て前年度より、393点増え 24,021点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりであ

る。 

（定期購入したもの） 

① 初等教育資料    ② 中等教育資料  

③ 教育委員会月報  ④ 総合教育技術 

⑤ 児童心理     ⑥ 教育    ⑦ 高校教育 

⑧ 日経 PC22   ⑨ 内外教育  

⑩ 教育展望 

（その他：寄贈等） 

⑪ 指導と評価  ⑫ 部落解放 

⑬ 人権と部落 

広報よこすか，県のたより，人権のとも，語る

・かたる・トーク，更生保護よこすか，よこすか

ボランティアニュース，よこすか社協だより，ま

なびかんニュースなどは、２階事務室の前にある

雑誌専用書架に配架している。貸し出しはしてい

ないが、いつでも利用することができる。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞  ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞教育マルチメディア号は毎

月寄贈されている。 

日本教育新聞、教育家庭新聞マルチメディア号

は 2階事務室前の雑誌専用書架に、神奈川新聞は

事務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21年度、図書室に整備したデスクトップ型

PC2 台は、インターネットでの情報検索やイント

ラネットでの閲覧等に利用していたが、基本ソフ

ト（OS）が古くなったので、25年度にノート型 PC1

台に変更し利用している。 

図書室内のコーナーを分かりやすくするために

編成をし直し、配架場所の変更もした。コーナー

編成は、「学習指導要領」「学校経営・法律関係」

「情報・学校図書館」「教師・教育一般」「新着

図書」「学力向上」「特別支援・教育相談」「国

語」「社会」「算数・数学・理科」「音楽」「図

画工作・美術」「体育・保健体育」「家庭・技術

家庭」「幼稚園教育・生活・総合的な学習の時間」

「英語・英語活動」「道徳・特別活動」「エプロ

ンシアター・ビデオ」とし、新しく「防災」「教

員採用試験対策」コーナーを設置した。また、各

研究機関からの「研究紀要」や「学校教育賞」（19

年度から 25年度まで）、各学校の学校要覧・PTA

広報誌・研究紀要などのコーナーも設置してある。 

若い教員向けの本を集めたコーナー、ムック等

を集めた「話題のコーナー」、文部科学省や県教

委からの答申等の資料を印刷した「教育情報」の

コーナーなども新たに設置した。 

図書室前の書棚では、「斉藤喜博全集」「大村

はま国語教室」などとともに、平成 24年 1月に寄

贈された「柳田国男全集全 41巻」や「旅と伝説全

33巻」等を紹介している。また、「児童心理」を

すぐに手にとって見られるよう過去 2年間分配架

している。 

 書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、

収納スペースの確保が課題となってきている。 

本研究所として保管していくべき資料の精査を

行い、継続的な資料の保存が可能となるよう資料

の収集・保存のあり方を検討する必要がある。 

 また、本教育研究所が保管している多くの貴重

な資料は、紙類が多く、劣化も進行している。資

料の電子データ化など保存方法についての検討を

早急に始め、対応していくことが必要である。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日9時 30分～17時 30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、本は１ヵ月以内、ビデオは２週

間、その他は1ヶ月以内としている。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 
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本年度の貸出実績（平成 27年 3月31日現在）は、 

次のとおりである。    

 ・図書       430点 

  ・ビデオ       6点 

 

４ 新刊本の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っているが、研究所内では掲示方法を工夫し

たりしてより分かりやすいようにしている。 

また、貸し出しできる教材用具を見やすい場所

に移動したり、手軽に見ることができるようにし

たりして紹介した。研修などで研究所に来た際に

借りたいという申し出があり、大いに活用されて

いる。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科書センターとし

て教科用図書展示会は、本年度 6 月 13 日から 6

月 26日まで行った。 

新たに今年度採択替えのある小学校教科書 759

冊（253 点×3 セット）を加え、保管してある教

科書は 14,367冊。 

 

６ レファレンス・サービス 

本教育研究所の図書室・資料室の保管している

情 

報・資料をより広く活用してもらうために、教育

資料情報に関する問い合わせには、来所された方

だけでなく、電話や電子メールなどでも応じてい

る。それらには、即時性を求めるものが多いので、

優先的な対応を心がけた。本年度の件数は 11件（平

成 27年 2月 23日現在）であった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデ

ータを公開している。このため、教育図書・資料

の利用者は、市内の教職員や一般市民にとどまら

ず、市外の教職員や教育関係の学生、研究者及び

ライフワークとして教育に関心を持っている人と

多方面に広がっているので、それぞれのレファレ

ンスにできるだけ迅速に対応した。 

 

７ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より 新設) 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校

長、横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭

二先生は、教育に関する道具や機器を中心に集め

られ時代とともに変遷していく教具や視聴覚機

器の散逸を憂い、収集された。 

平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなら

れた。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の

手続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資

料 199点を、データーベース化してまとめ、広く

多くの方々に供するため、「雑賀コレクション」

と題し、ホームページへ目録とその写真を掲載し

た。 

 

８ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47 年より収集し平成

５年に「教具的民俗資料集」と題して冊子にまと

められた。教育研究所では、すでに、冊子の内容

を、「教具的民俗資料」と題し、41点をインター

ネット上に公開している。 

 

９ 研究所刊行物  

 本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧（平成 26年度版） 

・教育研究所所報 76号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 53集 
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理科教育事業 

平成 24 年度に実施された「全国学力・学習状

況調査」の児童生徒質問紙調査の結果（全国平均）

では、「観察・実験を行うことが好きだ」という

回答が、小学生 88.6％、中学生 76.2％となり、観

察・実験を行うことに高い意欲を示す傾向が明ら

かになった。また、平成 22 年～24 年にかけて科

学教育振興機構が実施した小中学校の「理科教育

実態調査」でも、同様の結果が報告されている。 

子どもたちが意欲的に学習に取り組むことは、

学力向上に向けた一つのポイントにもなり、この

面からも、観察・実験を充実した授業実施のため

の、教員研修の充実、学習環境の整備が求められ

ると考える。 

教育研究所の理科教育事業では、教員が学び探

究する場、そして科学への関心を高める場として、

研修講座を中心に、授業支援や情報提供を行って

きた。 

研修講座は、理科の指導に必要な基礎的技術を

身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む

単元の教材研究を深める内容、野外での自然観察

における留意事項や環境問題にかかわる内容等を

取り上げた。 

さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を

高めることも理科教育の充実における大切な要素

であると考え、こうした内容の講座も実施した。 

研修講座以外の事業としては、理科の学習に必

要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の貸し出

し、研究のための理科施設の開放、様々な問合せ

・相談への対応などを行うとともに、イントラネ

ットサイト「理科なび」を充実させ、授業に役立

つ資料の提供を進めた。 

また今年度は、市内の小学生を教育研究所に集

めて自由研究への取り組み方を学ぶ「サイエンス

サマー2014」を開催した。 

なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、

教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校

理科研究会、他の研究機関と連携をとりながら、

内容の充実と活動の円滑化を図っている。 

 

 

１ 理科教育研修講座 

平成 26年度は下記の４コースを設定した。 

ア．理科基礎技術研修講座 

イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

ウ．科学教養講座 

エ．パワーアップ研修講座 

 

 

 

 

（１）理科基礎技術研修講座   

主に理科の授業を担当している教師や、初任

の小学校教諭を対象に、理科の指導に必要な基

礎的技術を身に付ける内容として＜表１＞の

ような７講座を実施した。 

これらの講座は、小中学校における指導内容

をもとに、理科を指導するにあたって身に付け

ておきたい基礎的な内容を中心に実施した。観

察・実験の基礎技術、自然観察における基礎知

識、地域資源の生かし方等について学習した。

この７回のうち、フィールドワークによる研修

が３回含まれる。 

 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座  

小中学校の学習内容で、学習効果を高めるた

めの教材開発や学習展開の工夫について研修

するため＜表２＞のように４講座を実施した。 

第１回、第２回は教材開発販売会社のスタッ

フを講師に招聘し、新しい教具を使った実験方

法等を学習した。第１回は生命領域、第２回は

地球領域の内容を中心に行った。新学習指導要

領に対応する実験器具や材料が多く紹介され、

それらを実際に使って実験することで原理を

理解することができた。 

第３回、第４回は横浜国立大学の平島由美子

教授を招聘し、エネルギー領域の研修を実施し

た。第３回は小学校の内容で、振り子の授業に

ついてグループ協議も交えながら実施した。第

４回は中学校の内容で、電流と磁界の実験を中

心に実施した。 

 

（３）科学教養講座 

理科を指導する教員にとって役立つ技術や

最新情報を得るための講座として＜表３＞の

１講座を実施した。 

東京大学大気海洋研究所教授 青山潤氏を

招聘し、ウナギの産卵場所を特定する活動や

ウナギの進化についての専門的な内容につい

てご講義いただいた。 

 

（４）パワーアップ研修講座 

単元を通した学習の在り方を考え、学習の流

れに応じた教材研究を行う講座として＜表４＞

のような 10講座を実施した。 
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２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵、木材

チップ、花壇・畑用の堆肥については多くの小学

校から斡旋の要望があった。また、総合的な学習

の時間に関連してか、中学校からの申込も続いて

いる。 

水中の微小生物を小中学校 38校に提供し、各学

校の授業で顕微鏡による観察が行われた。県総合

教育センターから提供されたものを維持管理し、

年間を通して提供する体制を整えた結果、小学校

で利用する学校が増えた。 

オオカナダモ等の配布希望も毎年あり、理科教

材園の整備が十分でない小中学校にとって、教育

研究所の果たす役割は大きい。 

 

 

３ 理科資料のデータベース化 

教育情報センターイントラネットサイトで公開

している「理科なび」の内容を見直し、授業で役

立つ資料の提供を目的として、大幅なリニューア

ルを行った。 

新たに「パワーアップ講座」「いきものがかり」

などを公開するとともに、同インターネットサイ

ト上にある「三浦半島の植物」・「三浦半島の地

層・地質」「三浦半島の野鳥」などの配信を行っ

た。 

 

 

４ サイエンスサマー2014 

小学生の自由研究への取組を支援するために実

施した。教育研究所に小学校３年生～６年生の希

望者を集め、８つのブースにわかれて実験に取り

組んだ。講師の指導の下、研究仮説の設定、実験

・観察、考察という一連の流れを体験させ、夏季

休業中の自由研究への取組の活性化を図った。 

 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

各学校で選ばれた児童生徒の代表作品１点ずつ

と、サイエンスサマー2014参加者の作品を研究集

録として CDにまとめ発行するとともに、教育情報

センターのイントラネットサイトに掲載した。こ

の研究集録には、夏季休業中に取り組んだ自由研

究を中心として、小学校 87点、中学校１点の作品

が掲載された。資料としてグラフや写真を使用し

ている作品が多く、CDに収録することでこれらの

データを生かすことができた。また、優秀作品を

プリントしたものを 12 月～１月に横須賀市自然

・人文博物館に展示した。 

 

 

６ 授業支援 

理科の授業実施上の工夫・改善、動植物の飼育

栽培や実験実施のポイント、薬品処理の方法など、

様々な問合せや相談に応じるとともに、これまで

に蓄積されてきた理科関係資料の提供、理科施設

や器具の貸出などを行った。 

また、IT計測器及び各種接続センサや、水圧実

験装置などの備品を購入し、貸出や研修に活用で

きる環境を整えた。 

理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、本年度は実習用

上皿てんびん、誘導コイル、液体ガス容器、天体

望遠鏡、骨と筋肉の動きモデル、パンデグラフ、

天体投影装置などを貸し出した。 

 

 

７ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、市小学

校理科研究会、市中学校理科研究会をはじめ、多

くの方々との連携・協力を行った。ご協力いただ

いた主な方々は次のとおりである。 

 

小学校理科研究会長 福田 倫弘（粟田小） 

副会長 志村 和彦（城北小） 

中学校理科研究会長  鈴木 眞人（大津中） 

副会長 阿部 信行（浦賀中） 

副会長 坂庭 修  （坂本中） 

副会長 守谷 賢二（神明中） 

                                   （敬称略） 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （７回 161 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場  所 参加 

  ５. 16 

６．６ 

 7.29～8.13 

  ８. ６ 

８．11  

  11．26 

12．26 

自然観察会～カイコ～ 

自然観察会～初夏の植物～ 

はじめての理科実験 

身近な自然の教材化 

自然観察会～海の生き物～ 

自然観察会～天体観測～ 

自然観察会～天神島の地層～ 

内舩 俊樹（自然・人文博物館） 

八田羽榮一    （植物研究家） 

宇佐美 暁    （教育研究所） 

高橋 良寿  （五感教育研究所） 

萩原 清司（自然・人文博物館） 

宇佐美 暁    （教育研究所） 

柴田健一郎（自然・人文博物館） 

理科実験室 

鶴久保小学校 

理科実験室 

理科実験室 

走水小学校 

理科実験室 

天神島教育園 

24 

14 

69 

29 

16 

３ 

６ 

 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                  （４回 148 名） 

  月  日  講 座 名 ・ 学 年 指     導     者 場 所 参加 

 ７．25  

７．30 

８．８ 

８. ８ 

おもしろ実験ゼミナール 

なるほど実験教室 

楽しい物理実験～小学校編～ 

楽しい物理実験～中学校編～ 

(株)ナリカ 

ケニス(株)／(株)ビクセン 

平島由美子 （横浜国立大学） 

平島由美子 （横浜国立大学） 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

56 

51 

22 

19 

 

 

＜表３＞ 科学教養講座                            （１回 73 名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加 

  ８．７ うなぎの話 青山潤（東京大学大気海洋研究所） 第１研修室 73 

 

 

＜表４＞ パワーアップ研修講座                       （10 回 86 名） 

  月  日 内   容 場  所 参加 

  ４．25 

５．16 

６．27 

７．28 

８．８ 

９．19  

10．17 

11．14 

12．12 

１．23 

ものの燃え方・５月の理科 

とじこめた空気や水・６月の理科 

人のたんじょう・７月の理科 

風やゴムのはたらきをしらべよう・９月の理科 

じしゃくのふしぎをしらべよう・10月の理科 

水よう液の性質・11月の理科 

ものの重さをしらべよう・12月の理科 

電磁石の性質・１月の理科 

すがたをかえる水・２月の理科 

電気の性質とはたらき・３月の理科 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

７ 

３ 

10 

18 

７ 

11 

７ 

11 

６ 

６ 
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研 修 関 係 

それぞれのキャリアステージに応じた研修や、学力の向上を目指した授業づくり、喫緊

の教育課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

平成 26 年度より初回の基本研修の開始時刻を１時間早め、研修内容の説明とともに、

横須賀市教員数の二極化した経験年数別グラフを提示して、若手育成が急務であること

や、教育問題に対して学校組織としての対応力が求められていることを強調してきた。 

ここ数年は、新採用教員の大量配置及びベテランの退職に伴って顕著になっている教員

のアンバランスな年齢構成を鑑み、人材育成の視点を強調した事業を展開してきた。 

また、教職１年・５年経験者には夏季休業中における選択研修について復命書を作成し、

研修受講者が個人の資質向上のみならず、学校マネジメントへの参画意識を高め、協働し

て学校運営にあたることにつながる研修を進めてきた。 

複雑かつ多様化した教育課題に対して、組織として対応することが学校現場に求められ

ているためである。 

 

１ 概要 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質、授業力の向上を

図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質

・能力及び指導力の向上を図る。 
（２）選択研修において、授業力向上、教育課題、

学校づくりなど系統的な研修講座を提供する。 
２ 学校組織の活性化と人材育成を図る。 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成

が図れるよう、学校づくり、コミュニケーショ

ン能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充

実させ、校内研修との連動を図る。 
（２）各学校において協働性を生かした校内研修

・研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

本年度、ポイントなる点について次に述べる。 

まず、１の「教師として求められる資質、授業

力の向上」についての例を挙げる。 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠

実で公正な職務遂行能力の育成を図る研修を実

施した。「教師のためのハンドブック」を用い

て、公務員倫理やモラルの育成に努めた。 

②初任者研修グループ提案授業において、10年経 

 験者研修受講者がファシリテーターとして協議 

会の進行を務め、話し合いの充実を図った。経

験年数を超えて研修研鑽を重ねる機会が有用な

場となっている。 

③「教育研究所オープンデー」として、教師塾、

パワーアップ講座、図書室の開放を行い、従来

の理科夜間講座と併せて校務終了後の時間帯に

自主研修として実施した。同時に研究所施設を

研究会等へ開放する日を設定した。 

④教職 10 年、20 年経験者研修において、人材育

成の視点を強調した研修を実施し、校内におけ 

 

 

る OJTの促進を図ってきた。 

⑤スキルアップ研修講座を土曜日に開催し、著名

な講師を招聘して、若手教員のための授業づく

りや日々の教育活動に生かせる実践的な研修を

充実させた。 

⑥スクールコンプライアンスやいじめ防止、災害

時の対応を考える研修講座を実施し、意識の向

上を図った。 

 また、２の「学校組織の活性化と人材育成」に

ついての例は、次のとおりである。 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について多くの機会を通じ

て強調した。 新任総括教諭研修を新規開講し、

選択講座枠も拡充し、学校運営に関する内容を

充実させた。 
②管理職研修の新任校長研修については、県の研

修講座で作成した「学校経営協議資料」をもと

に、市においても新規講座を開講した。また、

校長会との連携研修や夏季講座より２講座を選

択受講し、研修機会の拡充を図った。 
③臨時的任用職員・非常勤講師研修を教職員課と

共催し、年間５回実施した。同時に横浜国大連

携講座としてテレビ会議システムによる通信研

修を年間６回開催した。 
④「訪問支援研修」として、校内研究への教育研

究所指導主事の派遣により、協働性を生かした

校内研究・研修の充実を支援した。 
 手法としてワークショップ型授業研究協議会

の展開を支援している。授業研究の充実及び学

校職員の協働性向上に寄与している。 

以上のような取組によって、校外研修と校内

研修が連動し学校の組織力が向上すること、そ

して一人一人の教員が人材育成の視点を持って

OJTを進めていくことを期待している。 
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、

教育公務員としての公正な職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた

指導技術の向上を図る研修である。 
ベテランの大量退職と若手の大量採用の問題に対処すべく、教職 10 年、20 年

経験者研修において、人材育成の視点を強調した研修内容を実施し、意識の向

上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。本年度も外部民間講師より社会人と

してのマナー研修を取り入れ、社会人としての教

師を意識した研修を実施した。本年度は５月に指

導主事が各学校を訪問し、授業参観と初任者との

面談を行った。受講者は 100名。（養護教諭名を

含む）研修日数と時間は校外研修年間 25日以上と

校内研修年間 210時間以上を実施した。 

 

①校外研修（指定 17日 選択８日） 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月22日 

開講式 

学校教育部長講話 

教職員の服務 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

横須賀市歌紹介 

 

学校教育部長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

２ ５月13日 授業づくりの基本 
初任者指導アドバイザー 

  野中 信行 

３ ６月３日 
人権教育 

道徳教育 
教育指導課指導主事 

４ ７月８日 社会人としての教師 
(株)ティー・エム・シー 

千葉理恵子 

５ 

６ 
７月28日 

授業実践報告会 

学力の向上 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

７

８

９ 

10 

８月21日

～ 

22日 

よこすかを知る 

学び合い高め合う

授業づくり 

（IPC生産性国際交

流センター） 

教育研究所指導主事 

11 

10月21日 

10月28日 

11月４日 

校外授業研究Ⅰ 

グループ提案授業 

（中学校） 

教育研究所指導主事 

12 

11月18日 

11月25日 

12月２日 

校外授業研究Ⅱ 

グループ提案授業 

（小学校） 

教育研究所指導主事 

 

13 

10月28日 

11月４日 

11月11日 

横須賀の特別支援教

育 

支援教育課指導主事 

市立養護学校教諭 

15 １月13日 
特別活動・総合的な

学習 
支援教育課指導主事 

16 ２月17日 
実践報告会 

閉講式 

教育研究所指導主事教

育研究所長 

17 

６月10日 

６月17日 

６月24日 

教育情報化 教育研究所指導主事 

選択 

研修 

異校種研修(２日) 勤務校以外の学校の教職員 

校外課題研修(６日) 

小学校教諭は理科基礎技術研修

講座を１回受講 

外部講師 

教育研究所指導主事 

 

②選択研修（６日） 

市主催の選択研修等より選択とした。 

③異校種研修（２日） 

子どもの成長の段階を見通した上で、適切な指

導力を身に付け、教職員としての幅広い教育観

を形成するために実施した。 

④校外授業研究 

初任者によるグループ代表授業と研究協議（教

職 10年経験者が進行役を務める）を実施した。 

日 時 担 当 者（敬称略） 

10月 21日 
渕名 勇貴 

青木 真弥 

（久里浜中学校） 

（神明中学校） 

10月 28日 
越川 崇憲    

藤倉 大志 

（鴨居中学校） 

（長沢中学校） 

11月４日 
楠  恵弥 

宮島 未来 

（馬堀中学校） 

（衣笠中学校） 

11月 18日 
野村 大地 

香味  潤 

（鶴久保小学校） 

（沢山小学校） 

11月 25日 
堀内 共生 

平野 瑞貴 

（諏訪小学校） 

（久里浜小学校） 

 

⑤校内研修（年間 210時間以上） 

平成 24 年度より初任者研修における非常勤講

師の任用に関する通知の変更があり、校内研修の

総時間数が 300時間以上から 210時間以上に変更
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された。 

 研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を図

るとともに、初任者の授業や部活動指導の教育活

動や校務処理等、内容の充実を図った。また、研

修報告書類を簡略化し準備・まとめの時間の効率

化を図った。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180時間

以上、コーディネーターによる研修を週１時間程

度、年間 30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210時間以上実施した。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

協働性を高めながら教師としての基礎的な資質

の向上を目指すとともに、教育公務員としての自覚

を深め、子どもの学力を向上させるための指導力を

身につけることを目的として研修を実施した。校外

研修６回、校内研修５回。受講者 82 名（養護教諭

２名を含む）。 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 

４月30日 

５月14日 

 

オリエンテーション 

２年目の教師生活につい

て考える 

 

教育研究所指導主事 

 

２ ８月19日 

情報モラルについて 

 

教職員の服務について 

NPO法人企業教育研究会 

    小池 翔太 

教育研究所指導主事 

３ ８月19日 
授業づくりで大切にした

いこと 

研修アドバイザー 

野中 信行 

４ ７～８月 夏季研修講座より選択 

５ ７～８月 夏季研修講座より選択 

６ 12月27日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研究

と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

３ 教職５年経験者研修講座 

 児童生徒理解に基づいた教科指導の充実を図

り、協働性を高めながら、教師としての専門的な

資質の向上を目指すとともに、これまでの５年間

を振り返りながら、ミドルリーダーを目指した今

後の５年間のキャリア設計を行うための研修を実

施した。校外研修６回、校内研修５回実施。受講

者は 86名（養護教諭１名を含む）。 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 
５月７日 

５月21日 

６年目の教師に求めら

れること 

教育研究所指導主事 

２ ８月23日 
教職員の服務 

ICT機器の授業活用 

教育研究所指導主事 

３ ８月23日 授業づくり 響の会 角田 明 

４ ７～８月 夏季研修講座より選択 

５ ７～８月 夏季研修講座より選択 

６ 12月27日 
授業実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研

究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

４ 教職 10年経験者研修講座 

教職経験 10 年を経過した教員が対象。教育公

務員特例法第 24条及び第 25条の規定に基づき、

個々の適正を伸長し、教科指導、生徒指導等に関

する指導力の向上を図るとともに、学年及び学校

運営における企画調整力を身に付ける研修を実施

した。校外研修 14回、校内研修 12回。受講者 43

名。（養護教諭２名を含む） 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月30日 

開講式 

「11年目の教員として

求められること」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

 

2 ７月29日 
講義演習「ミドルリーダ

ーとしての役割」 
教育研究所指導主事 

3 ８月19日 

講義演習「ミドルリーダ

ーとしての人材育成と校

内研究の活性化」 

教育研究所指導主事 

早稲田大学 教授 

小林 宏己 

4 ８月19日 
教職員の服務について 

講義演習「人材育成」 
教育研究所指導主事 

5 １月５日 

講義演習「社会体験研修

報告会・実践の交流と振

り返り」 

閉講式 

教育研究所指導主事 

6 
10月～ 

 11月 

初任者提案授業と研究

協議の進行・助言 
教育研究所指導主事 

②選択研修 

受講者の研修テーマに応じて３日選択した。免

許更新講習受講者は、更新講習で受講した講座は

選択研修に振り替えることができることにしてい

る。 
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③社会体験研修 

外部機関における業務の体験を通して、教員と

しての資質向上を目指すため、主に市内の事業所

等で実施した。日数は、事前訪問１日（1 回）、

体験研修２日（４回）の計３日（５回）。 

 体験研修先は以下のとおりである。 

市立児童図書館、市立中央・北・南図書館、中

央消防署、横須賀美術館、自然人文博物館、観音

崎自然博物館、長井海の手公園ソレイユの丘、市

公園管理課大津公園・追浜公園、平坂書房モアー

ズ店、富士保育園、上中里学童保育、タウンニュ

ース横須賀支社、JA よこすか葉山農産物直売所

（すかなごっそ）、新江ノ島水族館 なぎさの体

験学習館、農家（長井地区）、久里浜少年院、横

須賀三浦教育会館、三浦しらとり園、関口牧場、

東日本高速道路（株）京浜管理事務所、Mamaの広

場浦賀店、柳屋 久里浜店、横須賀基督教社会館 

田浦高齢者デイサービスセンター、観音崎京急ホ

テル、京急ステーションサービス横浜駅、京急フ

ァインサービス事業部久里浜事業所、長井水産

（株）、横須賀芸術文化財団（よこすか芸術劇場） 

④校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

全

12 

回 

４月～  

 ２月 

(12日間) 

「授業に関する研修」 各校指導担当 

「児童生徒指導に関す

る研修」 
教育研究所指導主事 

「学年・学校運営におけ

る研修」 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

５ 教職 20年経験者研修講座 

学校運営・学校経営に関する知識や技能を習得

するとともに、学校業務全般に関して中心的な役

割を果たす資質能力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者 10名。 

 

①校外研修 

回 日 時  内 容 講 師 

1 ４月25日 

教職20年経験者の役割

と人材育成 

組織的に学力を向上さ

せる取組 

キャリアの振り返り 

１年間の目標設定 

教育研究所指導主事 

2 ７～８月 夏季研修講座より選択 

3 ７～８月 夏季研修講座より選択 

4 １月５日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

 

 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研

究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

６ 養護教諭２・15・25年経験者研修講座 

本研修は、神奈川県における教員のライフステ

ージに即した研修体系を踏まえて実施しており、

神奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、

県が実施する研修を選択しながら実施する形とし

ている。また、研修効果を高めるとともに、市内

における養護教諭の交流を図るため、一部合同開

催としている。 

第１回目は、経験年数の異なる養護教諭を一堂

に集め、それぞれが現時点で抱える課題について

話合いをもち、経験年数に応じて求められる役割

について意識を高める研修を実施した。 

また、それぞれの研修回数の中には、校内研修

の実施及び研究協議等を行う５回を含み、校内に

おける OJTの促進を図る研修を構築した。 

研修回数及び研修の概要は次の通り 

 

①２年経験者研修（９回） 

回 内 容 

第１回 資質向上 

15年、25年経験者研修と合同開催 

第２・３回 専門力向上・課題解決力向上 

県立総合教育センター実施 

第４回 選択研修 

（平成 26年度は必修で実施） 

第５～９回 校内研修の実施及び研究協議等 

 

②15年経験者研修（11回） 

回 内 容 

第１回 資質向上 

２年、25年経験者研修と合同開催 

第２回 専門力向上・課題解決力向上 

県立総合教育センター実施 

第３～６回 選択研修（必修 1回を含む） 

第７～11回 校内研修の実施及び研究協議等 

 

③25年経験者研修（10回） 

回 内 容 

第１回 資質向上 

２年、15年経験者研修と合同開催 

第２・３回 総合①② 

県立総合教育センター実施 

第４・５回 選択研修（必修 1回を含む） 

第６～10回 校内研修の実施及び研究協議等 
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職務等に応じた研修 

１ 管理職研修講座（指定） 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るために研修を実施し

た。 

本年度は特に民間企業の組織マネジメントの視

点から組織を動かすリーダーの要件や業務を円滑

に遂行するシステムについて学んだ。 

また、新たに新任校長研修講座、新任教頭研修

講座、校長会連携研修を開催し、研修の機会を拡

充し、実践的な内容の研修を展開した。 

合わせて管理職には選択研修として夏季研修講

座より２講座を選択し受講した。 

 

①新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月18日 
「教頭としての役割・ 

実務・文書管理」 

久里浜小学校 教頭 

荒井 理子 

 

②校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月４日 
「校長としての学校事

故対応」 

元川崎市教育委員会 

事務局学校法律相談員 

内田 市男 

 

③校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ９月25日 

「リーダーシップと 

マネジメント」 

～リーダーとなるために～ 

(株)Indigo Blue  

代表取締役社長 

柴田 励司 

 

④副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月22日 

「リーダーシップと 

マネジメント」 

～リーダーとなるために～ 

(株)Indigo Blue  

代表取締役社長 

柴田 励司 

 

⑤新任校長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 12月２日 

「学校経営ビジョンの

実現に向けた学校長の

役割」 

教育調査研究所 

研究部長 

寺崎 千秋 

 

２ 総括教諭等学校運営推進者研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

本年度は、各校の総括教諭等が学校づくり研修

講座、学校保健研修講座、支援教育研修講座、ICT

活用実践研修講座の 10 講座より２講座を選択し

て受講した。（受講対象人数 306名） 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月25日 
食物アレルギーの 

基礎知識と緊急対応 

昭和大学医学部 

小児科 

今井 孝成 

２ ７月29日 
教育の情報化の推進

ICT活用実践研修講座 

横浜国立大学 

教授 野中 陽一 

３ ８月５日 

教員のストレスとスト

レス障害にならない効

果的指導法について 

大草心理臨床 

・教育相談室 

大草 正信 

４ ８月６日 
危機管理意識をもった

これからの学校づくり 

淑徳大学 准教授  

黒川 雅子 

長沢中学校 校長  

加藤 直竹 

鷹取小学校 教頭  

大津  晃 

５ ８月11日 

「いじめ防止対策推進

法」に基づく安心な学校

とは 

日本女子大学  教授  

坂田 仰 

６ ８月12日 
教師力×学校力  

ダイナミック変革 

(株)イノベーション 

アソシエイツ 

代表取締役  河北 隆子 

７ ８月13日 
学力向上を目指したこ

れからの授業づくり 

横浜国立大学 

非常勤講師 

白井 達夫 

８ ８月18日 

任せる技術～自分でや

った方が早い病への処

方箋～ 

(株)小倉広事務所 

代表取締役 

小倉  広 

９ ８月19日 
メンタルタフネスを引

き出す 

人材育成 

コンサルタント 

三好 良子 

10 ８月19日 
通常の学級におけるユニ

バーサルデザイン 

植草学園短期大学 

教授 佐藤 愼二 
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３ 初任者研修拠点校指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する

拠点校指導教員を対象に、初任者指導の現状とそ

の対応を協議し、指導教員自身の指導技術を高め

る研修を実施した。また、初任者のグループ代表

提案授業に参加し、研究協議の中で助言を行った。 

研修日数は６日、受講者は 28 名。第３回は初

任者研修校内指導教員研修講座と合同実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月２日 

平成 26年度 初任者研

修について拠点校指導

教員の実務と役割 

教育研究所指導主事 

２ ６月４日 

「初任者への関わりに

ついて」「初任者研修の

現状とその対応」 

荻野小学校  

拠点校指導教員 

山田 進一 

３ ８月19日 

「初任者のメンタルタ

フネスを引き出す」 

（校内指導教員研修講

座と合同開催） 

人材育成 

コンサルタント 

三好 良子 

４ ９月19日 

「初任者に自信を付け

させる関わり」 

 

「初任者研修の現状と

その対応」 

神明中学校 

拠点校指導教員 

村尾  誠 

教育研究所指導主事 

５ 

10月(21日、28日)、11月(４日、

18 日、25 日)、12 月２日の中から

１回または２回を選択し、初任者の

グループ代表提案授業を参観し、研

究協議に参加した。 

教育研究所指導主事 

６ ２月24日 
初任者研修の成果 

と課題 

教育研究所指導主事 

 

４ 初任者研修校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務に

ついて理解を深め、初任者研修の効果を高めるた

めに研修を実施した。本年度は初任者のメンタル

面でのバックアップについて研修を実施した。 

研修日数は２日。受講者 19名。第２回は初任者

研修拠点校指導教員研修講座と合同で実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月２日 

平成 26年度 

初任者研修について 

校内指導教員の実務と

役割 

教育研究所指導主事 

２ ８月19日 

「初任者のメンタルタ

フネスを引き出す」 

（校内指導教員研修講

座と合同開催） 

人材育成 

コンサルタント 

三好 良子 

選択研修 

１ コミュニケーション研修講座 

本講座は子どもと教師、教師と保護者とのコ

ミュニケーションを円滑にするための技術と理

論を身に付けることをねらいとした。 

社会全体において、コミュニケーション能力

の重要性が指摘されている中で、子ども・保護

者の姿は多様化しており、従来の「教師と子ど

も」、「教師と保護者」の関係性ばかりにたよ

る指導は困難な状況にある。さらに、このよう

な状況の中では、子どもとのコミュニケーショ

ンや、保護者対応を起因としたトラブルに教師

が長時間にわたり関わることも多く、このこと

を起因として心身に不調をきたす教員の数も全

国的に増加している。 

これらのことに対応するには、社会人として

さらなる資質の向上とこれまで以上に、子ども

・保護者の内面を理解し、それぞれに合ったコ

ミュニケーションスキルやコーチング理論に基

づき教育を実践していかなければならないと考

え本講座を開講した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ８月６日 
コミュニケーション 

研修講座１ 

(株)ティー・エム・シー  

専務取締役    千葉理恵子 

2 ８月11日 
コミュニケーション 

研修講座２ 

東海大学 教授  

芳川 玲子 

3① ８月20日 
コミュニケーション 

研修講座３ 

ハーモニア代表 

    中村 真理 

3② ８月20日 
コミュニケーション 

研修講座３ 

ハーモニア代表 

    中村 真理 

 

２ 教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員と

しての資質や指導力の向上を図ることを目的と

して、実践的な研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月25日 「集団づくり」 
関東学院大学  

特任教授 松永 昌幸 

２ ７月31日 
「学力向上のための授

業改善」 

日本体育大学 

教授 角屋 重樹 

３ ８月５日 「授業づくり」 
帝京大学 

教授 清水 静海 

４ ８月７日 「言語活動の充実」 
東京女子体育大学 

教授 田中 洋一 

５ ８月12日 「学校防災を考える」 
港湾空港技術研究所 

本多 和彦 
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３ 学校づくり研修講座 

 様々な教育課題に対して、学校としての組織的

な対応が求められている。教育問題に関する理解

を深め、学校組織力を高めるための研修を実施し

た。管理職・総括教諭の選択研修としても位置づ

けられている。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ８月５日 

教員のストレスとスト

レス障害にならない効

果的指導法について 

大草心理臨床・ 

教育相談室 

大草 正信 

２ ８月６日 
危機管理意識をもった

これからの学校づくり 

淑徳大学 准教授  

 黒川 雅子 

長沢中学校 校長  

加藤 直竹 

富士見小学校 教頭  

大津  晃 

３ ８月11日 

「いじめ問題と学校・教

職員」いじめ防止対策推

進法の制定を受けて 

日本女子大学 教授  

坂田  仰 

４ ８月12日 

学校力と教師力でダイ

ナミックな変革に取り

組む 

(株)イノベーション

アソシエイツ 

代表取締役CEO 

河北 隆子 

５ ８月13日 
学力観がかわる 

授業を変える 

横浜国立大学 

非常勤講師 

白井 達夫 

６ ８月18日 

任せる技術 

～自分でやった方が早

い病への処方箋 

株式会社小倉広事務所 

代表取締役 

小倉  広 

７ ８月19日 
メンタルタフネスを引

き出す 

人材育成コンサルタント 

三好 良子 

 

４ スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的知識・技能に関する実践的

な研修講座。教員としての資質や指導力の向上を

図る目的として、平成 23年度から新規開講した。 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月 26日 
子どもと共に創る授業 

～社会科～ 

筑波大学附属小学校 

教諭 由井薗 健 

2 ５月 17日 
子どもが主体的に活

動する学級づくり１ 

関東学院大学 

特任教授  松永昌幸 

3 ９月６日 
子どもが目を輝かす

授業１ ～算数～ 

筑波大学附属小学校 

教諭  盛山 隆雄 

4 10月25日 
子どもが目を輝かす

授業２ ～国語～ 

筑波大学附属小学校 

教諭  二瓶 弘行 

5 １月 17日 
子どもが主体的に活

動する学級づくり２ 
教育研究所指導主事 

6 ２月７日 
子どもが目を輝かす

授業２ ～国語～ 

十文字学園女子大学 

教授 松木 正子 

５ 訪問支援研修 

教育研究所指導主事が学校を訪問し、初任者の

授業づくりを支援する「初任者サポート研修」と、

校内研究を支援する「校内研修ファシリテート」

を実施した。 

 「初任者サポート研修」では、本年度希望のあ

った対象校６校に対し、授業参観及び指導、教材

研究、授業に関する指導を行った。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が、

授業内容だけではなく主体的、創造的な研究協議

の持ち方について指導したり、研究協議会の進行

を務めたりした。中学校２校、小学校３校の校内

研究に関わり、延べ 27回学校を訪問した。 

※ファシリテート 

促進するという意味をもち、校内研究協議において発言

や参加を促すことや、話の流れを整理したり、参加者の

認識の一致を確認したりする行為で介入し、合意形成や

相互理解をサポートする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%88%E6%84%8F%E5%BD%A2%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
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６ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と情

熱をもった人材に本市が目指す教師像、教育理念、

実践的指導力を伝授し、教職に対する強い使命感

をもつ教師を育成することを目的として開講して

いる。 

「よこすか教師未来塾」は大学４年生、大学院

生、短期大学２年生と社会人を対象に 20名で編成

した。また、「よこすか教師希望塾」は現在、臨

時的任用職員または非常勤講師として勤務してい

る者を対象として 22名で編成した。 

原則毎月 1回、全 14回の開催となった。金曜日

の 18:00～19:45までの講義・演習の中で、授業づ

くりや学級づくり、子ども理解や指導、地域教材

の活用等、実践的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。本年度は、８月・12月

・１月に希望校種（小・中・養護教諭）別の講座

を開催した。 

 

◆よこすか教師塾担当 

非常勤講師  相場俊広 小谷孝夫 平野邦好 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月16日 

「入塾式」 

「自分の考えを相手に伝え

る教育論文の書き方Ⅰ」 

非常勤講師 

小谷 孝夫 

２ ５月30日 

「相手に良い印象をあ

たえるためにⅠ」 

「自分の考えを相手に伝え

る教育論文の書き方Ⅱ」 

非常勤講師 

小谷 孝夫 

非常勤講師 

相場 俊広 

３ ６月６日 

「教師を目指すため 

の取組」 

「相手に良い印象をあたえ 

るためにⅡ」 

「自分の考えを相手に伝え 

る教育論文の書き方Ⅲ」 

明浜小学校 

入間川 希 

武山中学校 

野呂 知未 

非常勤講師 

小谷 孝夫 

非常勤講師 

相場 俊広 

４ ６月27日 
「子どもを惹きつける 

教材提示や指導技術とは」 

荻野小学校 

杉山 唯衣 

常葉中学校 

渡部 友佳 

５ ７月４日 

「いじめ・不登校の 

現状・」 

「特別支援教育」 

 

支援教育課指導主事 

諸田 英久 

ろう学校長 

丹治美穂子 

６ ７月28日 

「授業づくりⅠ」 

 

「教職員の服務と 

マナー」 

武山中学校 

篠田  穣 

教職員課主査指導主事

金子美夕貴 

７ ８月８日 

希望校種別 

「子どもの自主性を 

高める特別活動] 

「養護教諭の心構え 

と実務」 

野比東小学校 

星野 文音 

大矢部中学校 

熊谷 卓行 

養護学校 

勝又 聡美 

８ ９月19日 「授業づくりⅡ」 

教育指導課指導主事 

太田 泰義 

教育研究所指導主事 

小泉 姿子 

９ 

10月17日 

「授業づくりⅢ」 

教育研究所指導主事 

関口  満 

非常勤講師 

平野 邦好 

10 11月14日 「横須賀の教育の特色」 

外国語活動ＡＤ 

菊池由美子 

久岡 美佳 

浦賀小学校 

安藤  聖 

11 12月12日 
希望校種別 

「学級担任としてⅠ」 

長期研修員 

寺岡 公輝 

教育研究所指導主事 

松本 美紀 

神明中学校 

山口 忠士 

神村 勇輔 

12 １月23日 
「学級担任としてⅡ」 

希望校種別 

スポーツ課主査指導主事 

前島  光 

北下浦小学校 

芝丸 健太 

衣笠中学校 

清田 直紀 

池上小学校 

大澤 光子 

13 １月17日 「学級担任としてⅢ」 

教育研究所指導主事 

高橋 直樹 

非常勤講師 

相場 俊広 

14 ３月６日 「卒塾式」  
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平成26年度　夏季休業期間中実施　研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 実施日 参加者

国語科研修 1 『国語科の力』を付けるということとは 京都女子大学発達教育学部 井上　一郎 7月28日(月) 121
社会科研修 1 社会科授業の新しい課題 国士舘大学体育学部 北　俊夫 7月30日(水) 66
算数科/数学科研修 1 思考力・表現力の育成のための算数的・数学的活動 弘前大学 中野　博之 8月11日(月) 121
理科研修 1 子どもが問題を見いだし解決する理科学習 武蔵野市立第五中学校 辻本　昭彦 8月05日(火) 21
音楽科研修 1 音楽研修講座 筑波大学 髙倉　弘光 83
図画工作科/美術科研修 1 横須賀美術館アートカード活用講座 横須賀美術館 古屋　梨奈 他 37

1 ファッションのプロに聞く着こなし指導のポイント ㈳日本ﾊﾟｰｿﾅﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会 井上　史珠佳 7月29日(火) 43
2 プロの建築大工に学ぶものづくり～額縁の製作～ 湘北建築高等職業訓練校 原嶋　義男 8月08日(金) 20

生活科研修 1 生活科における子どもの見とり 帝京大学 矢野　英明 7月30日(水) 39
1 小中の接続と連携を意識した指導の在り方 関東学院大学 金森　強 7月29日(火) 27
2 CAN-DOリストを用いた授業改革 文教大学 阿野　幸一 8月07日(木) 36

3① 7月29日(火) 25
3② 7月31日(木) 19
3③ 8月06日(水) 19
3④ 8月13日(水) 6
4 身近な自然の教材化 五感教育研究所 高橋　良寿 8月06日(水) 29
5 自然観察会～東京湾の生き物～ 自然・人文博物館　 萩原　清司 8月11日(月) 16

科学教養研修 1 うなぎの話　～うなぎの産卵地を探す「にょろり旅」～ 東京大学 青山　潤 8月07日(木) 73
1① 30
1② 26
2① 28
2② 23
3 楽しい物理実験１（小学校編） 22
4 楽しい物理実験２（中学校編） 19
1 水泳指導法 7月24日(木) 28
2 水泳指導法 7月25日(金) 48
3 「体つくり運動」の指導法 44
4 「表現運動」の指導法 40
5 新体力テスト指導法 35
6 陸上運動指導、審判法 33
7 「体つくり運動」の指導法 30
8 「柔道」の指導法 18
9 「陸上」の指導法・「ベースボール型」の指導法 28

児童生徒体力つくり推進研修 1 体力向上に向けて必要なこと 山梨大学 中村　和彦 8月08日(金) 61
総合的な学習の時間研修 1 今、求められる学力と総合的な学習の時間 京都大学大学院 石井　英真 7月28日(月) 33
特別活動研修 1 認め合い高め合う関係を築く力を育てるには 國學院大學 宮川　八岐 8月18日(月) 47
道徳研修 1 心に響く道徳教育 京都市教育委員会 柴原　弘志 7月30日(水) 92
外国語活動研修 2 「外国語活動」の進め方～目的と評価規準から考える～ 関東学院大学 金森　強 7月29日(火) 33

3 支援教育コーディネーター概論① 支援教育課 指導主事 7月30日(水) 49
4 難しい保護者の対応について 大草心理臨床・教育相談室 大草　正信 8月18日(月) 156
5 ユニバーサルデザインについて 植草学園短期大学 佐藤　愼二 8月19日(火) 112
1 コミュニケーション研修講座１ ㈱ティー・エム・シー 千葉　理恵子 8月06日(水) 44
2 コミュニケーション研修講座２ 東海大学 芳川　玲子 8月11日(月) 29

3① コミュニケーション研修講座３ 24
3② コミュニケーション研修講座３ 25
5 風やゴムのはたらきをしらべよう　９月の理科 市内小学校・教育研究所 7月28日(月) 18
6 子どもが輝く特別活動 市内小・中学校 11
7 じしゃくのふしぎをしらべよう　10月の理科 市内小学校・教育研究所 6
1 集団づくり 関東学院大学　 松永　昌幸 7月25日(金) 52
2 学力向上のための授業改善 日本体育大学 角屋　重樹 7月31日(木) 53
3 授業づくり 帝京大学 清水　静海 8月05日(火) 66
4 言語活動の充実 東京女子体育大学 田中　洋一 8月07日(木) 73
5 学校防災を考える 港湾空港技術研究所 本多　和彦 8月12日(火) 17
1 教えることを教える講座 早稲田大学人間科学学術院 向後　千春 7月24日(木) 173
2 宇宙 人 夢をつなぐ 内閣府宇宙政策委員 山崎　直子 7月29日(火) 283
3 子どもの夢を育てる教師 一般社団法人・落語協会 桂　才賀 7月31日(木) 275

幼児教育研修 1 保育園の見学を通し保育園の生活を知ろう 横須賀市立追浜保育園 安島　惠美子 7月25日(金) 16
2 幼児の育ちを学ぼう 横須賀市立逸見保育園 小林　眞由美 7月29日(火) 13
3 幼児の育ちを学ぼう 船越保育園 小嶋　奈緒美 8月21日(木) 11

読書指導研修 1 学校図書館の活用で授業が変わる 京都女子大学 井上　一郎 7月28日(月) 108
1 教員のｽﾄﾚｽとｽﾄﾚｽ障害にならない効果的指導法 大草心理臨床・教育相談室 大草　正信 8月05日(火) 95
2 危機管理意識をもったこれからの学校づくり 淑徳大学 黒川　雅子 他 8月06日(水) 30
3 「いじめ問題と学校・教職員」 日本女子大学 坂田　仰 8月11日(月) 46
4 学校力と教師力でダイナミックな変革に取り組む イノベーションアソシエイツ㈱ 河北　隆子 8月12日(火) 38
5 学力観がかわる　授業を変える 横浜国立大学教育人間科学部 白井　達夫 8月13日(水) 47
6 任せる技術～自分でやった方が早い病への処方箋～ ㈱小倉広事務所 小倉　広 8月18日(月) 52
7 メンタルタフネスを引き出す 人材育成コンサルタント 三好　良子 8月19日(火) 33
1 教育の情報化の推進 横浜国立大学 野中　陽一 7月29日(火) 31
2 初めてのICT活用 46
3 わいわいレコーダーを活用しよう 24
4 教科指導におけるICT活用（総合的な学習の時間） 17
5 教科指導におけるＩＣＴ活用（音楽科） 19

2① 校務情報化研修講座② 3
2④ 校務情報化研修講座② 2
2⑤ 校務情報化研修講座② 1
2⑥ 校務情報化研修講座② 1
1 食物アレルギーの基礎知識と緊急対応(エピペン実習) 昭和大学医学部小児科学講座 今井　孝成 7月25日(金) 124
2 学校全体で取り組む食教育のあり方 食育アドバイザー 宮島　則子 7月30日(水) 49
1 応急手当Ⅰ 8月20日(水) 21
2 応急手当Ⅱ 8月21日(木) 21
3 応急手当Ⅲ 8月22日(金) 21

防災教育研修 1 児童・生徒の手でオリジナル防災マップを作ろう 玉川大学 寺本　潔 8月08日(金) 21
1 「いじめ不登校への対応」 横浜国大教育人間科学部 犬塚　文雄 6
2 「発達障害のある子どもの行動問題への支援」 横浜国大教育人間科学部 渡部　匡隆 5
3 「企業から学ぶ 東京ディズニーランド」 ㈱オリエンタルランド 松本　浩一 8月15日(金) 23
4 「授業デザイン」 横浜国大教育人間科学部 有元　典文 8月22日(金) 6

環境学習 1 田んぼの自然観察会 里山実行委員会 天白　牧夫 8月12日(火) 18

横浜国立大学連携研修
8月05日(火)

8月06日(水)

8月07日(木)

学校保健研修

応急手当普及員研修講座 横須賀市消防局 救急隊員

校務情報化研修
教育研究所
※2②・2③は未開催

指導主事

8月05日(火)

ＩＣＴ活用実践研修
教育研究所 指導主事

7月31日(木)

8月25日(月)

夏季大学

就学前教育と小学校教育の連
携研修

学校づくり研修

パワーアップ研修
教諭
指導主事 8月08日(金)

教育課題研修

支援教育研修

コミュニケーション研修
Harmonie(ハーモニア) 中村　真理 8月20日(水)

体育科/保健体育科研修 市内小・中学校 教諭

7月28日(月)

7月29日(火)

8月18日(月)

なるほど実験教室 ケニス(株)／(株)ビクセン 7月30日(水)

横浜国立大学 平島　由美子 8月08日(金)

小学校・中学校理科教材研究

おもしろ実験ゼミナール (株)ナリカ
スタッフ

7月25日(金)

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として87講座実施した。延べ参加人数3,933人。

8月08日(金)

家庭科/技術・家庭科研修

外国語科研修

理科基礎技術研修

はじめての理科実験
～実験器具を扱ってみよう～

教育研究所 指導主事
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学校の基盤整備 

 平成 10年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象となって

以降、教育分野における ICT機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

その後「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育ネッ

トワーク」の整備により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の拠点を

結び、24 時間 365日の稼働を可能とする体制を実現している。 

また、教員等が校務の事務処理に使用するパソコン、児童生徒の学習用に教室やパ

ソコン教室ほかに配備したパソコンの数はおよそ 8,000台に及ぶ。 

これまでは ICT 機器の整備と学校における利活用について複数の係にまたがり事業

を推進してきたが、指導主事の人員削減や、適切な期間で更新し続けなければ陳腐化

してしまう機器やシステムの維持管理に高度な専門性が必要になってきたことから、

ICT機器の配備、保守を一元的に行うよう体制を見直した。 

このことにより教育研究所及び指導主事が、本来の業務である教員の育成、調査研

究活動の充実を図っていくこととした。 

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

平成 22年度から導入している CMS（コンテン

ツマネジメントシステム）の効果により、各学

校のホームページの更新件数が、前年度と比較

すると倍増した。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「久里浜の気象」「三浦半島の植物」「三浦

半島の地層･地質」「三浦半島の野鳥」「教具

的民俗資料」などがある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ

ージ集。PC版と携帯版の２種がある。) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学

校において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターサイトビュー件数 

    平成 26年(平成 26年 1月～12月)＝1,963,273件 
  平成 25年(平成 25年 1月～12月)＝2,091,692件 

 

(２）よこすかスクール携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各

方面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16

年６月１日、携帯電話から閲覧できる「よこす

かスクール携帯ネット」を開設した。 

利用回数(訪問者数)は次のとおりである。 

平成 26年(平成 26年 1月～12 月)＝41,334件 

平成 25年(平成 25年 1月～12 月)＝53,619件 

 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲

示板を有効に活用することで、校務処理の効率

化を図ることができた。 

メール件数は次のとおりである。 

平成 26年(平成 26年 1月～12月) 

＝3,555,190件 

平成 25年(平成 25年 1月～12月) 

＝3,339,974件 

 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の

担当者が集まり、「教育の情報化推進」という

視点から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

 本年度は、専門委員会が３回開催された。 

②当該ネットワーク設置の経緯 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事（文

部省・郵政省、平成 10 年）」と「教育情報通

信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」によ

って、平成 14 年１月に三浦半島地区教育ネッ

トワーク内の全ての学校（横須賀市、三浦市、

葉山町）が、よこすか教育ネットワークセンタ

ー経由 100Mbps でインターネットへ接続する

環境が確立し、大容量情報の高速化と低コスト

化を実現したことが発足の端緒である。 
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２ コンピュータ等の ICT機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器およ

びインターネット利用環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT環境を提供する。 

・Webを通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC整備関連 

①コンピュータ教室機器 

     教育用コンピュータとして、小、中、ろう、

養護の各学校にパソコン教室を整備してお

り５年ごとに更改を行っている。 

  （前回は、小学校：平成 24 年度、25年度  

中学校：平成 22 年度）  

②普通教室用校内 LAN 及び ICT機器 

     小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に

各学級１台のパソコンとインターネットに

接続可能な校内 LANを整備済である。周辺機

器として、プロジェクタや実物投影機を配付

している。 

     平成 24年度、中、ろう、養護学校の普通教

室用パソコンに資産管理システムを導入し、

ソフトウェアのバージョンアップ・配信は資

産管理システムを用いて行っている。 

（小学校は平成 26年度 3月導入） 

 ③教育研究所情報研修室 研修用パソコン 

   教育研究所内に教職員の ICT 研修を主目的

とする情報研修室を整備し、当該研修室で使

用する研修用パソコン（21台）を５年ごとに

更改を行っている。（前回は平成 25年度） 

 

(３)校務用 PC整備関連 

①校務用 PC 

     平成 22年 12月に教職員一人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

は 100Mbps の光ファイバー網によって結ば

れ、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

平成 23 年度以降、古くなった校務用パソ

コンを順次更改しており、平成 26年度は 921

台の更改を行った。 

（うち新規リース：326台 転用：595台） 

   また平成 25 年度から校務用パソコンに資

産管理システムを導入した。 

②校務支援システム 

  平成 21年度の「文部科学省：学校情報通信

技術環境整備事業費補助金」により、小、中、

ろう、養護の各学校に校務支援システムの導

入を進めており、平成 22年度に導入の周知及

び運用研修を行い、平成 23年４月から本格運

用を開始した。 

  平成 26年度は、校務支援システムの運用４

年目となり、これまでの指導要録や通知表、

調査書の作成に加え、卒業証書の出力機能を

追加した。（楷書体対応、外字対応含む） 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT 活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充

実のために、各種の取組を行った。 

（１）各種 ICT 機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、より実践的な内容を

テーマとした各種研修を実施した。 

（２）使いやすさを追求して、横須賀市教育情報センターHPのトップ画面の一部改修を。

また、ICT活用事例集の活用を促進するため掲載事例の充実を図った。 

（３）平成 23年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、シ

ステムを使っての成績データの入力や通信簿、指導要録などの帳票出力について、

各学校への訪問研修や教育研究所内での集合研修を実施した。なお、校務用 PCにつ

いては、平成 22 年度までに教職員一人１台の整備を完了している。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成について

は、５、10、２月を「セキュリティ月間」とし、情報の取り扱いに関するルールの

周知と啓発を行った。また、学校の保有する情報の取扱いに関する基準の一部改訂

を行った。 

（５）資産管理システムを小学校普通教室 PCに導入し、設定されているソフトウェアの

最新情報を自動配信する環境を整えた。校務用 PC、中・養護・ろう学校の普通教室

用 PCは平成 24、25年度に導入済み。 

（６）平成 25年度をもって終了した教育情報化支援員派遣事業（民間委託）にかわり、

教育研究所スタッフによる ICT授業支援サポーター制度を立ち上げた。 

 

 

１ 研修事業 

研修成果の向上をめざし、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。ICT 活用に関する研修に

は、延べ 193名（平成 27年１月現在）が参加した。 

 

(１)ICT活用実践研修講座［参加者数：193名］ 

 情報教育上必要な基礎的・基本的知識及び技能

に関する具体的内容を取り上げ、技術力の向上と

ともに教育の情報化を推進するために、５回の研

修を実施した。 

①教育の情報化の推進［87名］ 

 ・横浜国立大学野中陽一教授を講師とした教科

指導における ICT 活用に対する理解を深め

る研修。 

 ②初めての ICT活用［46名］ 

 ・実物投影機やプロジェクタなどの ICT 機器

の基本的な操作方法及び、授業における効

果的な ICT活用に関する研修。 

 ③わいわいレコーダーを活用しよう［24名］ 

  ・小学校 PC教室に新規に導入されたソフトウ

ェアの基本的な使い方に関する研修。 

 ④教科指導における ICT活用 

（総合的な学習の時間）［17名］ 

  

 

⑤教科指導における ICT活用（音楽科）［19名］ 

 ・教科指導における ICT 活用の具体的な方法

や場面について、各教科の具体的な事例を

もとにした研修。 

 

(２)初任者対象研修［参加者数：100名］ 

市内及び校内ネットワークの理解とともに、ICT

を活用した授業について研修を実施した。 

 

(３)１年経験者対象研修 ［参加者数：82名］ 

５年経験者対象研修 ［参加者数：86名］ 

教職 1年経験者研修においては、携帯電話やス

マートフォンの利用に関する指導方法について研

修を実施した。また、教職５年経験者研修におい

ては、教科指導における ICT活用について研修を

行った。 
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２ 校務の情報化推進事業 

情報セキュリティ保持のため、例年通りセキュ

リティ月間を３回設定した。本年度は、各学校を

訪問するセキュリティヒアリングは行わず、文書

による喚起を行った。特に、セルフチェックシー

トの配布による、個人情報の保護に関する注意喚

起を行った。 

校務支援システムによる校務の省力化、教科指

導における ICT活用、情報教育など、横須賀の学

校における情報化の推進に関する検討組織とし

て、学校情報化推進部会を設置し、それぞれにつ

いて検討を進めてきた。また、ここでの意見要望

をもとに各部署と連携を取り、施策を展開した。 

第１分科会（名簿管理・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱについて） 

 第２分科会（成績管理について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT 活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀の校務の情報化を進め、教職員が子ども

と向き合う時間を作り出すための環境整備に伴う

取組の一つとして、教職員向けの集合研修・訪問

研修を実施した。これにより運用上必要な伝達事

項の徹底と、スムーズな活用につなげることがで

きた。開設した研修は次のとおりである。 

【集合悉皆】 

 ・新教頭研修    （４/18） 

 ・調査書作成研修   （10/14） 

 ・管理職(教頭)対象 （２/17～24  ３日間） 

 ・教務等対象研修  （２/17～25 ３日間） 

【集合選択】 

 ・通信簿作成研修  （７/15～23 ４日間） 

 ・通信簿作成個人研修（８/５～７ ３日間） 

【訪問研修】 

 ・通信簿作成研修    （随時） 

 ・指導要録作成研修 （随時） 

 

３ ICT授業支援サポーター事業 

本年度より、教科指導における ICT を活用した

分かりやすい授業を支援することを目的として、

ICT 授業支援サポーター事業を開始した。主な活

動内容は、ICT 機器の設置や使用ソフトウェアの

事前準備や児童生徒への技術面のサポート、機器

のトラブルへの対応である。延べ８校 19時間（平

成 27年２月現在）で実施した。 
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関係機関との連携 
 
◆神奈川県教育研究所連盟  
本年度、市川敦義所長が副委員長を務め、５月16

日(金)の総会に出席し、本年度の確認を行った。 
 

（１）指導主事研修講座 
７月９日(水)、県立総合教育センターで実施され、

横浜国立大学教育人間科学部教授 関戸英紀氏の講
演（「特別支援教育の視点を取り入れた学級経営」）
があった。指導主事５名が参加し、４つの部会に分
かれ研修を行った。 
 

（２）第61回県教育研究所連盟教育研究発表大会 
10月17日(金)、相模原市主催により相模原市民会

館他３会場において、「『生きる力』を育む神奈川
の教育」をテーマにして開催され、宇宙航空研究開
発機構（JAXA）名誉教授 的川泰宣氏による記念講演
「子どものこころに火をつけよう」と、10分科会42
テーマの発表及び報告があった。 
本研究所からは、平成25年度横須賀市教育研究所 

長期研修員の後藤博宣（元神明中学校）が発表者と
して、所長及び８名の指導主事、本年度の長期研修
員 寺岡公輝教諭が参加した。 
 

（３）教育課題部会 
２月９日(月)、大和市教育研究所の主催により大和

市渋谷学習センターで開催された。「家庭教育力と学
校期待に関する調査」について大和市研究員、「教育
意識に関する調査研究部会」について大和市指導主事
が、それぞれの報告をした。また、横浜国立大学 教
育人間科学部 学校教育課程 臨床心理学 准教授 宮
戸美樹氏の講演「教育意識調査の目的と有効活用」が
行われた。当研究所からは所長及び２名の指導主事が
出席した。 
 

（４）教育相談・支援教育部会 
２月13日(金)、伊勢原市教育センターの主催によ

り伊勢原市青少年センターで開催された。伊勢原市
教育センター教育相談員加賀屋千寿より「適応指導
教室」のテーマで実践報告及び東海大学文学部心理
・社会学科 教授の宮森孝史氏講演「子どもたちの育
ちを考える」が行われた。指導主事１名が参加した。 
 

（５）調査研究部会 
１月28日（水）、鎌倉市教育センターの主催によ

り鎌倉生涯学習センターで開催された。鎌倉市教育
センター指導主事 河合克也「『かまくらっ子の意識
と実態調査 第10集』から見えてくるもの」の実践報
告がおこなわれた。その後、早稲田大学教育・総合
科学学術院 教授 小林宏己氏による「『かまくらっ
子』の実態調査から読み取れる今の子どもたち」の
講演が行われた。 
 

 

 
（６）人材育成部会 
１月21日（水）、三浦市教育研究所の主催により三

浦市南下浦市民センターで開催された。国立教育政策 
研究所 教育課程研究センター基礎研究部 総括研究
官 五島政一氏の講演「「教師教育」とみうら学」 
の講演をはじめ、みうら学研究員３名の研究報告が行
われた。所長、指導主事２名が参加した。 
 

◆関東地区教育研究所連盟 
（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会 

・総会・研究協議会 
５月８日(木)、９日(金)、静岡県総合教育センタ

ーが主管し、静岡県総合教育センターで開催され、
所長が、第１回委員会・総会に出席し、情報交換を
行った。２日目の研究協議会では、浜松教育センタ
ーの提案「教員の資質・能力の向上」を基にして、
各市区町村の研修体系や研修計画について協議・情
報交換をした。 
 

（２）第85回研究発表大会・第２回委員会（大会） 
10月24日(金)、千葉市教育センターで開催され、

関口指導主事が教科等教育部会に出席し、「ICTを活
用した授業実践」の提案を基にした協議をし、他市
の整備状況や活用実態について様々な情報交換を行
った。また、当研究所の参考となる資料収集や計画
の参考事項を聴取した。 
 

◆全国教育研究所連盟 
（１）全国教育研究所連盟 総会・研究発表大会 

（石川大会） 
６月５日(木)、６日(金)の２日間に渡り、金沢都

ホテルにて、石川県教育センターが主管となって開
催された。研究所より武田主査指導主事が出席し、
各都道府県における教育研究所の運営や課題の情報
交換をした。また、研究協議会においては、国の動
向や人材育成について情報交換を行った。 
 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（北海道大会） 
９月25日(木)、26日(金)、北広島市芸術文化ホー

ル及び石狩教育研修センターで開催された。「経験
や地域の実情の違いに応じた研修の在り方」を大会
テーマに、広島大学大学院 教育学研究科 教授 栗原 
慎二氏により基調講演「誰もが行きたくなる学級・
学校を創る」の後、２日間にわたり研究協議が行わ
れた。武田主査指導主事が参加した。 
 
◆県内教育センター、教育研究所等との連携  
県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研修

受講者を受け入れるための調整を行った。また、横
浜国大教育人間科学部附属教育デザインセンターの
客員教授を宇佐美 暁指導主事が務め、テレビ会議シ
ステムを利用して臨任・非常勤研修を実施し、連携
を深めた。 



- 34 - 

学 校 教 育 

 

指導の目標と重点 
学校には、子どもの「生きる力」を育成すること 

が求められている。また、本市では、平成 22年度に「横

須賀市教育振興基本計画」を策定し、育てたい「横須

賀の子ども像」として新たに【人間性豊かな子ども】

を掲げ、学校・家庭・地域で連携して子どもを育むこ

とを目指している。 

 

【人間性豊かな子ども】 

○自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けてい

る 
○生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持

っている 
○心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 
○自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力し

ている 
○社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に

貢献している 
○郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

 

◆指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画「学校教育編」の４つ

の目標を基に、学校としての「指導の目標」を掲げ

るとともに、これらの目標を実現するための取組も

示した。 
１ 子どもの学びを豊かにする 

（１）学校教育目標の実現に向けて、創意工夫を生かし 

た教育課程を編成する 

（２）教科等の指導内容の確実な定着を図る 

（３）健康の保持増進と体力の向上を図る 

（４）学び合い、互いに高め合う集団を育成する 

（５）一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育を充実

させる 

２ 学校の組織力や教職員の力を高める      

（１）教育活動が有効に機能する組織づくりに努める    

（２）組織的な校内研究・研修、自己研修を充実させる 

（３）学校事故や学校問題への対応力を向上させる 

３ 学校・家庭・地域の連携を深める  

（１）家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築する  

（２）地域の教育資源や学習環境を一層活用する 

（３）学校間や関係諸機関との連携を図る 

４ 教育環境を整備し、充実させる  
（１）安心して生活できる安全な環境を整備する 

（２）学習環境を整備し、効果的に活用する 

 

 

 

                       ◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示し

た重点課題、また本市の学校や子どもの実態を踏まえ、

学校と教育委員会が重点化して取り組むべきことを、

本年度の「指導の重点」として次の２点に設定した。 

 

重点１  

「学力を向上させる」 

平成21年度より、「学力向上に向けた組織的な取組

の推進」を重点として位置付け、取組の推進を図って

きた。各学校では、計画的・継続的に取組を進めてき

ている。今後も共通理解のもと、各学校、市全体とし

て組織的に取り組むことで成果が期待できる。 

そこで本年度も、「確かな学力」を育むために、基礎

的・基本的な知識・技能の定着、思考力・判断力・表

現力の育成、学習意欲の向上、学習習慣の確立を目指

し、次のような取組を学校全体で組織的に行った。 

○子どもの学習上の課題を明確にした指導の改善 

○各学年の学習内容の確実な定着 

○発達の段階・学びの段階を踏まえた指導 

○家庭・地域と連携した基本的生活習慣・学習習慣の

確立 

重点２ 

「人との関わり合いを大切にして、認め合い高め合う

関係を築く力を育てる」 

学校では、子ども一人一人が、自立して自信をもっ

て社会で生きていくことができるように様々な教育活

動に取り組んでいる。しかしながら、社会の変化、価

値観の多様化等を背景に、子どもの現状として、人間

関係を形成する力の低下、自分自身をコントロールす

る力や自分に対する自信の欠如、規範意識の希薄化等

が指摘されている。このような状況においては、今ま

で以上に学校教育では、子どもが自分自身に関するこ

とのみならず、他者や集団、社会との関わりに意欲と

関心を持つことができるような実践が求められている。 

 そこで、学校教育における「生きる力」の育成の基

盤となる学級、学年をはじめとする集団に改めて目を

向け、教職員の共通理解を図り、子どもの実態に応じ

て次のような指導を充実させた。 

○人と関わるよさや集団で活動する価値を、実感する 

ことができる指導 

○集団や社会と関わることを通して、子どもに規範意 

識や社会性を身に付けさせる指導 

○一人一人が他者の考えや思いを理解し、集団の一員 

として自分の力を発揮し、自主的・実践的態度を育て

る指導 
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教  科  

平成 26 年度の市の指導の重点の一つである「学力を向上させる」の実現に向け、

４月に開催した「学力向上推進研究会」において提示した『確かな学力を育成する

授業づくりのための視点』や教育課程研究会主題を踏まえながら、各学校において

教科指導の充実が図られた。 

各学校では、自校の『学力向上プラン』のもと、組織的に学力向上に向けた取組

を推進するとともに、学校評価の積極的な活用や学校教育支援ボランティアを活用

した取組など、創意ある教育課程の編成と魅力ある教育活動の実践を進めている。 

 また、研究委託の具体的な内容として、「教科等研究」「学力向上」「学校図書館」

「関わり合い」「言語活動の充実」「防災教育」「支援教育」等の取組が各学校で積極

的に進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

       国   語         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、森崎小学校を会場に、「読むこと」にお

いて、ファンタジー作品を題材に、『読んで考えたこ

とを発表する』という単元を貫く言語活動を位置付

け、３年生の授業提案を行った。 

２日目は、「話すこと・聞くこと」「教えてわたし

のたからもの」(桜小学校２年生)と、学びをつなぐ

研究員会（平成23年度～25年度）から「発達の段階

に応じた子どもの学びをつなぐ教育～ 国語科の

実践事例を通して ～」を提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、不入斗中学校を会場に「話すこと・

聞くこと」領域の学習過程における「話し合うこ

と」について、「話合い」における生徒の思考を

大切にした授業提案を行った。 

２日目は、国語研究会「読むこと」部会から、「文

章の解釈を中心に据えた授業展開の研究」と、学び

をつなぐ研究員会（平成23年度～25年度）から「発

達の段階に応じた子どもの学びをつなぐ教育～ 
国語科の実践事例を通して ～」の提案を行った。 

 

◎夏季研修講座 

７月28日に、京都女子大学教授井上一郎氏に、「確

かな『国語の力』を付けるということとは」を講演

テーマに、国語科で育てる学力について多くの示唆

をいただいた。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマ「国語を適切に表現する力・正確に理

解する力の育成～単元を貫く言語活動を通して～」

をもとに実践研究をした。 

「研究部」「研修部」の組織をもとに、授業研究会、

夏のワークショップ、書写の実技研修などを実施し、

学校文集の編集・書写作品展の運営に協力した。ま

た、課業時間外に自主的学習の場「国語塾」を運営

し、教員のニーズに答えた実践的な学習会を行った。 

 

◎中学校国語研究会 

研究テーマ「『生きて働く言葉の力』を育む国語科

教育の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話

すこと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」）、伝

統的な言語文化研究部の組織的な活動の中で研究授

業や提案発表に取り組んだ。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営に協力

した。更に、小中学校の研究会合同で、年度末研究

発表会をもち、現在求められる力・実践研究につい

て学習会を行い、東京女子大学教授・田中洋一氏の

講演会を開いた。 

 

       社   会        

〔小学校〕 

平成26年度研究テーマは、前年度に引き続き、「社

会との関わりを実感し、自分自身を考えていく社会

科学習」である。社会的事象と自分の生活との関わ

りに気付き、社会的な見方・考え方を広げ、将来に

わたって自分と人、さらに社会とのよりよい関わり

について考えられるようにすることねらい研究を行

った。 

教育課程研究会の１日目は、大楠小学校の宮崎法

隆教諭（３年）、黒木将太教諭（４年）、小松岳彦教

諭（５年）、長田卓也教諭（６年）がそれぞれ授業提

案を行い、主に、地域教材、問題解決的学習をテー

マに協議会が行われた。 



 

- 36 - 

教育課程研究会の２日目は、池上小学校の高司智

也教諭から、「江戸時代の文化」（６年）について交

通に注目した実践提案が行われ、長浦小学校の佐々

木優教諭からは「日本の工業」（５年）について問題

解決的な単元構成についての実践提案が行われた。 

夏季研修は、７月30日に国士舘大学の北俊夫先生

に「社会科授業の新しい課題」というテーマで実践

的な社会科の授業づくりについて講演していただい

た。 

〔中学校〕 

平成26年度研究テーマは、『思考力・判断力・表

現力を育てる授業の研究～知識・技能を活用する学

習活動の工夫』である。習得した知識や様々な資料

を活用して思考を深めるための手立てについて研究

を行った。 

教育課程研究会の１日目は、神明中学校の直島和

也教諭による歴史的分野「中世の日本」（２年）の授

業提案を基に、既習知識や様々な資料を活用して思

考を深める手立てについて協議を行った。 

教育課程研究会の２日目は、公郷中学校の相澤文

哉教諭による地理的分野「日本の諸地域（中部地方）」

の文書提案を基に、動態地誌的手法や「関わり合い」

についてグループ協議を行った。 

また、２日目では小・中学校ともに、学びをつな

ぐ研究員会の研究員から「発達の段階に応じた子ど

もの学びをつなぐ教育」についての提案を行い参加

者で共有した。 

 

        算数・数学        

◎研究テーマ 

〔小学校〕 
『学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして』 
○「よみとる」「あらわす」といった表現力の育 
 成 
○「よさ（価値）」の高め合い 
○活用していく態度の育成 
・基礎・基本の確かな定着 
・算数的活動を通して、自らが課題を持ち、数学

的な見方・考え方を育てる 
・目標の明確化とそれに応じた指導と評価 
・効果的な少人数指導の実践と検証 
・確かな学力の定着の検証 

〔中学校〕 
「学び合いを通して、数学的な見方や考え方の育成」 
 ～学びあう喜びを感じとれる授業の創造～ 
 ＜育成したい力＞ 

○「楽しさ」：数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の

学習してきたことを振り返ろうとする態度を育

成 

○「気づき」：自ら課題を見つけ、その課題を解決

しようと粘り強く取り組む態度 

○「深める」：学び合いの中で、はぐくまれた数学

的な見方や考え方を深めようとする態度 
○「活用」：数学的な見方や考え方を活用して問

題解決していこうとする態度 

○「伝達」：数学的な方法によって、伝えようと

する態度 

 

◎教育課程研究会 

 小学校は走水小学校より「数学的な考え方を育む

授業づくり｣、中学校は、大楠中学校より「学び合い

を通して、数学的な見方や考え方の育成」、小学校・

中学校共に学びをつなぐ研究員会より｢発達の段階

に応じた子どもの学びをつなぐ教育～算数科・数学

科を通して｣の文書提案を基に研究協議を行った。 
 
◎夏季研修講座 

 弘前大学教授 中野博之先生の講演会を実施した。 

 

       理  科       

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「問題解決の活動を通して、科学的な見方や考え

方を育成する学習指導の工夫・改善」をテーマに、

１日目は粟田小学校の庭田教諭と星教諭による授業

提案、２日目は小原台小学校の松浦教諭による文書

提案が行われた。 
１日目は、６年生の２クラスで進度をずらし、物

質の質的変化に疑問をもたせ、児童が見出した学習

問題を解決する学習活動を提案した。２日目は、磁

化された釘についての学習問題を、学級全体で捉え

させる工夫を行うとともに、習得した知識を一般化

させる学習指導を提案した。協議では学習問題を解

決する活動を通して、科学的な見方や考え方を育成

する指導について話し合った。 
〔中学校〕 

「響き合い深め合う 学びを拓く授業の創造」を

研究テーマに、１日目は馬堀中学校の澤田教諭と佐

藤教諭による授業提案、２日目は浦賀中学校の山下

教諭による文書提案が行われた。 
１日目は、導入の工夫と実験結果から、生徒に疑

問をもたせ、学習課題を科学的に探究する授業展開

を提案した。２日目は、電流と磁界の関係について、

生徒が問題を見出し解決する学習展開について提案

した。生徒が、目的意識をもち学習に取り組む過程

を通して、科学的な見方や考え方が身に付く学習活

動の在り方について協議した。 
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◎小学校理科研究会 

中・高学年ブロック別に、複数回の研究授業が実

施された。教員向けの研修会や広報の発行、「よこす

か子ども科学賞」の入賞者による発表会と表彰式な

ど、児童に自然科学への興味関心を高める活動が行

われた。 
 

◎中学校理科研究会神中理横須賀大会が坂本中学

校を会場に、４学級の授業公開及び文書提案を行っ

た。自然現象や事象から、生徒の問題意識を引き出

し、学び合いをもとに課題を解決する学習展開を提

案した。 
 

◎学びをつなぐ研究員会 

 小中学校の理科学習の学びを、実践を通して系統

的に示した研究成果を市内教員に提案した。 
 

       生 活 科        

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「気付く・楽しむ・はたらきかける 

子どもを育てる生活科」 

【１日目】 

豊島小学校第２学年による単元名「生きものと 

ともだち」の授業公開が行われた。 

この単元は、内容（７）を中心として構成し、身

近にいる生き物に親しみをもち、探したり飼ったり

する活動を通して、それらの育つ場所・変化や成長

の様子に関心をもつとともに、それらは生命をもっ

ていることに気付き、大切にする態度の育成を目指

した。授業では、児童一人一人がヤゴを飼育するた

めの巣作りをする活動が行われ、ヤゴにとって住み

やすい環境を考えることができるようにしてくこと

を目指した。 

 今回、児童が活動する授業となったことから、児

童の行動や発言・表情から児童の考えを理解するこ

とができるよう、参観者一人に付き1名の児童を観

察するようにし、児童の様子を基にしたグループ協

議を行った。グループ協議では、児童の表情や行動、

様子から、「児童がどんなことを学んだか」という視

点で活発に行われた。 

ヤゴのお家を作るときに、ヤゴの住んでいた場所

に似るように心がけていた児童と、自分の家と同化

して作成していた児童がいた。この視点で児童が今

後話し合いを行うことで、ヤゴの育つ場所について

考えることになるだろうという話題が出された。児

童の反応から、その思いや考えをつかむことは大切

であり、教師一人一人が力を付けていく必要がある

ことが共通理解された。 

命ある生き物には必ず死が訪れるものであり、ど

んなに良い育て方をしても、死んでしまうことがあ

る。悲しさや辛さは、児童の成長に必要な体験であ

り、生命の尊さ学んでいくことになる。１・２年だ

けでなく継続的に関わることで、生命を大切にしよ

うとする態度がみにつくことから、こうした単元を

設定し、学習を積み重ねていくことがとても大切な

ことであることが分かった。 

専門的な知識をもった支援者と連携し、学習を進

めていくことは、有効であった。 

 

【２日目】 

 ２本の提案がなされた。 

 一つ目の提案は、鶴久保小学校第２学年の「思考

力・判断力・表現力の育成を目指した言語活動の充

実～「体験」と「言葉」のサイクルを大切にした単

元構成～２年 みんなで守ろう みんなの安全」で

ある。 

 体験と言葉のサイクルを大切にした単元構成にし、

体験活動では、次のようなものを設定した。 

（１）町に貼ってあるストップマークを探す。 

（２）ストップマークを貼ったPTAに出会う。 

（３）気付いた安全のルールを実行する。 

これらの体験活動により、児童は大人の思いを知

り、その後の生活に活かされた。 

言語活動の工夫では、教師がコーディネーターと

なり、児童に話し合いの視点を明確にさせたことで、

児童の話し合いが焦点化することが出来た。 

協議では、安全学習における生活科と社会科との

違いを意識することの大切さが話し合われた。 

 二つ目の提案は、学びをつなぐ研究委員による「発

達の段階に応じた子どもの学びをつなぐ教育～生活

科・幼稚園教育を通して～」である。 

 提案は、主に次の３点についてであった。 

（１）就学前教育を意識した教育                   

（２）幼児と交流する活動 

（３）スタートカリキュラム  

 これらの手立てを行うことにより、１年生だけで

なく、就学前の幼児にとっても成長することができ

るとともに、小１プロブレムの解消するもとを目指

した。 
結論及び今後の課題としては、学びの連続性を意

識することで、幼児教育と小学校教育との子ども観

を統一することにつながり、子どものよりよい成長

を目指すことができることが挙げられた。 

しかし、この取組は学校として組織的に取り組む

ことが必要となるため、学校内での共通理解が課題

となっている。 
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        音  楽        

◎教科テーマ 

〔小学校〕 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子」 

―音楽を形づくっている要素を感受し、 

音楽の世界を広げる― 

〔中学校〕 

「幅広い音楽活動を通して、 

生涯にわたって音楽を愛好する心情を育てる」 

―３年間を見通した指導と評価の工夫・改善― 

 

◎教育課程研究会 

〔１日目〕 

〔小学校〕 

「音楽をきいてうごいてみよう」 （野比東小学校） 

「思考力・判断力・表現力の育成」を目指して低

学年の鑑賞の授業における「思考力・判断力・表現

力の育成」についての提案がされた。楽曲の特徴を

感受し、聴き取った曲の気分を動きで表現した児童

に、「どうしてその動きになったのか？」を問い、言

語活動を通して感じ取った曲の特徴について深め合

う学習展開であった。また、１年生の発達段階を考

え、共通事項の強弱と速度に観点を絞って授業が構

成された。 

〔中学校〕 

「構成を理解して鑑賞しよう」 （大津中学校） 

楽曲を鑑賞し構成の理解を深めることで、その良

さを感じとることをねらいとした授業実践であった。

楽曲を聴いて音楽を形づくっている要素と曲想との

関わりを考え、解釈したり価値などを考えたりし、

それを言葉で説明したり根拠を持って批判したりす

る力を身につけさせることをねらいとして、音楽を

聴き個人で考えた後、すぐワークシートにまとめ、

班での話し合いを通して自分の考えを言葉で伝え、

情報交換することで音楽の要素や要素同士の関連に

気づき、さらに深く音楽を理解できるようにしてい

くという流れで行った。 
 

〔２日目〕 

〔小学校〕 

「表現と鑑賞を相互に関連させた指導の工夫」         

（大津小学校） 

鑑賞と表現の活動を相互に関連させて、児童の鑑

賞の能力と表現する力を高めることのできる音楽の

授業を目指して設定された。 

鑑賞して学んだ「音楽を特徴づけている要素や仕

組み」をもとに、音楽の面白さに気付いたり、表現

の工夫に生かしたりすることができると考え、音楽

を形づくっている要素を「音楽のもと」として学習

し、鑑賞で聴くポイントを明確にすることで楽曲の

良さを味わい、「音楽のもと」を意識して楽曲に合っ

た工夫をすることで、表現を楽しむという提案がさ

れた。 

〔中学校〕 

「鑑賞の能力を高めるために、思考力・判断力・表

現力を育成し言語活動を充実させた授業の工夫」            

（大津中学校） 

鑑賞する際「音楽を特徴づけている要素に気付く」

「自分の気付いた特徴を他の生徒と共有する」「音で

確認しながら、多くの特徴に気付く」この３点を繰

り返すことが、思考力・判断力・表現力を育成する

ために大切だと考え、授業ではテーマに迫る手立て

を明確にした。その成果は紹介文に表れ、構成を分

けて聞くことでより深く聴き取ることができた。課

題は、書いたものを読み上げるだけになるなど、言

語活用の充実と言えない状況も見られたことが挙げ

られた。 

「意欲を高め、思考力を深める授業と評価～我が国

の伝統音楽と創作の工夫～」（長沢中学校） 

「【B鑑賞】と【A表現】の関わりをさらに深め、

我が国の伝統音楽への興味を高める」というテーマ

で提案された。研究の流れは、「長唄『勧進帳』の鑑

賞」「三味線による器楽表現」「地域民謡『北下浦音

頭』の歌唱と和楽器を使用した創作活動」「長唄『勧

進帳』の鑑賞能力の深化を図る」であり、年間を通

して、伝統音楽に関する題材に関わりを持たせる活

動により、思考力の深まりが見られたという提案と

なった。 

 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱部会、器楽部会、音楽づくり部会、鑑賞部会

で、研修研究をすすめた。また、本年度は、打楽器、

リコーダー、ボディーパーカッションの指導法、合

唱指導法についての研修会も開催した。 

 

◎中学校音楽教育研究会 

器楽部会中心に授業研究会が実施された。また、

創作について研修会も実施された。８月17日に「子

どものための音楽会」、８月23日に「中学校音楽研

究会音楽会」、10月12日に「スクールバンドフェス

ティバル」が行われた。県連合音楽会には、鷹取中

学校・野比中学校が参加した。 

 

       図画工作・美術      
◎研究テーマ 

テーマ「豊かな心を育てる造形教育―子どもによ

りそい、おもいをかたちに―～であう・あじわう・

つくりだす～」に基づき研究を進めた。 



 

- 39 - 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 
第１日目は、渡辺 晶子教諭・五島 永幸教諭（武

山小学校）がそれぞれ「横須賀美術館版アートカー

ド」を用いて鑑賞の授業を行った。いずれも児童た

ちが感じたことを自分なりの思いを持って味わいな

がら、児童同士の交流する中で鑑賞の能力を高める

工夫のある授業提案を行った。２日目は、学びをつ

なぐ研究会から黒澤 正道教諭（北下浦小学校）・迫

田 麻衣教諭（根岸小学校）が、「横須賀美術館版ア

ートカード」を用いて学びの系統性を意識した鑑賞

の授業と、鑑賞と表現のつながりを意識した授業の

組み立てについて、文書提案を行った。 
〔中学校美術〕 
１日目は、神沢 規子教諭（浦賀中学校）がガムテ

ープと新聞紙を用いた抽象立体を題材とし、思考力

の深まる表現の課程を重視した授業提案を行った。

中学校１年生の初期の題材設定と言うことで、小学

校での造形遊び的な要素を意識した内容であった。

２日目は堀田 沙織教諭（長井中学校）が「お茶を飲

むための器制作」を題材に、実際に使用することを

踏まえ、使う立場を意識し、思いを込めて器を制作

する実践報告を文書提案にて行った。また「小中の

学びをつなぐ研究員会」からは、清水 清美教諭（神

明中学校）・伴野 孝輔教諭（野比中学校）により発

達の段階に応じた題材設定のあり方が、表現の活動

と鑑賞の活動のつながりを意識しながら組み立てて

いくことの重要性が文書にて提案された。 
 

◎夏季研修講座 

本年度、全小中学校に 10 セットずつ配布された

『横須賀美術館版アートカード』の制作に携わった

学芸員の方や先生方を講師とし、実際に使用したり、

参加者がグループに分かれて効果的な活用方法を考

える等の実技研修を行った。 

 

      体育・保健体育       
 学習指導要領の趣旨を理解し、運動領域、体育分

野の要点であるア）指導内容の体系化、イ）指導内

容の明確化、ウ）体つくり運動の充実、エ）運動の

取り上げ方の弾力化、オ）知識に関する領域の改善、

保健領域、保健分野の改訂の要点を踏まえ、指導計

画・指導方法・評価の工夫・改善についての研究・

実践を行った。 
 

◎市教育課程研究会 

〔小学校〕 
授業提案が３年生「ゲーム」（ゴール型ゲームハン

ドボール、逸見小学校）における技能や思考の高ま

りを感じ、意欲的に学習に取り組む児童の育成を図

った学習の工夫について、文書提案は５年生「保健

領域」（心の健康、大矢部小学校）における連携を意

識した保健学習の工夫について提案され、協議を深

めた。 
〔中学校〕 
授業提案が２年生「陸上競技」（走り高跳び、久里

浜中学校）における思考力・判断力・表現力の育成

を目指した学習指導の工夫について、文書提案は３

年生「球技」ネット型（ソフトテニス 鴨居中学校）

では、視聴覚機器の活用による思考力・判断力の向

上を目指した指導の工夫について提案され、協議を

深めた。 
 

◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が実

践研究を行った。また、県児童体力つくり研究発表

大会では、永山順一教諭（野比東小学校）が提案を

行った。 
 

◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続１年目の実践研究発表会を行

った。関東ブロック千葉県大会（柏市）には中体連

と共に組織的に参加した。 
 

◎市体力つくり実践研究発表会 

２年継続研究の２年目の明浜小学校「自己を見つ

める能力を育てる～新体力テストの活用実践～」、久

里浜中学校「中学生における運動体力と健康体力の

研究～生活習慣と体力テストから～」の実践報告を

行った。また、横須賀市児童生徒健康・体力向上推

進委員会担当部会から、横須賀市の体力の現状につ

いて、各校で活用できる資料について説明した。 
 

      家庭、技術・家庭       

◎教育課程研究会 

〔小学校家庭科〕 

研究テーマ 
「心豊かな生活を進んで創り出す子どもをめざし

て～なりたい自分・できる自分・生かす自分」  
〔１日目〕 
 浦郷小学校において５年生の「できる仕事から始

めよう～ゆでる調理をしよう」の授業を行った。 

「ゆでる」調理の導入で関心・意欲を高めるため

に、ゆでる野菜がどのように変化するのかを予想さ

せる。そして実践を通して気付いたことや改善した

いことなどを主体的に考えさせるために、2回の実

習に取り組む授業の1時間目の提案を行った。協議

においては、グループでの話し合い活動を取り入れ、
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自分の気付きを伝えたり、友達の考えを聞いたりす

ることで、生活に生かそうとする意欲を持って学習

に取り組むことができるとの意見が出された。また

意欲的に取り組ませるための手立てとして、野菜の

実物やカードが有効であることなど話し合われた。 

〔２日目〕 
「まかせてね 今日の食事」 

小学校の食分野に関する最後の題材にあたる「一

食分の献立作成」について、今までに学習してきた

食物の栄養面や食生活全般に関わる知識・技能を活

用して取り組ませた大楠小学校６年の実践が提案さ

れた。 

一人一人の思いを大切にし、全員が違う献立を実

習で作成し、地域ボランティアに試食いただいた際

のアドバイスも参考にしながら改善を行った。特に

「朝食作り」の授業後すぐにおこなった「一食分の

献立」の授業だったため、児童の意欲も高く、実習

もスムーズだったことは今後年間指導計画を立てる

際の参考にもなる提案であった。 

また学びをつなぐ研究員会の報告もなされ、小中学

校９年間の家庭科、技術・家庭科の学びのつながり

を意識して指導にあたることの意味と実践報告を提

案いただいた。 
〔中学校技術・家庭科〕 
研究テーマ 

「学んだ知識や技術を主体的に活用し、豊かな生活を創

造する生徒の育成」 
〔１日目〕 
長沢中学校より、技術・家庭分野の提案がされた。

技術分野は２年の『エネルギー変換に関する技術』

で「機器を安全に使用しよう」を、家庭分野は２年

の『食生活と自立』で「食生活についての課題と実

践～バランスのよいおべんとう」の授業を行った。

技術分野ではＰＰや実物投影機を活用し、わかりや

すい説明をすると共に、一人一人が実際にコードを

切断することを体験させることで、より実感を伴っ

て理解することを目指すことは大切であるという意

見が出された。また家庭分野では付箋を使ってグル

ープごとに各自が考えた献立の改善の手立てを教え

合うことで、一人一人の学びが広がることを目指す

ことは有効であるという意見が出された。 

〔２日目〕 
 技術分野は鷹取中学校と浦賀中学校から、家庭分

野は浦賀中学校から文書提案がされた。 

技術分野は共に『材料と加工に関する技術』につ

いての内容で、鷹取中学校からは各作業工程におけ

る「ワークシート」を準備し、各グループで活用し、

話し合い、学び合いながら知識を習得し、それを技

能に展開させていく授業展開の提案がされた。また

浦賀中学校からは製作品の計画段階で各グループの

中で発表し、互いにアドバイスをすることで、より

よいものに改善させ「工夫し創造する能力」を高め

ることを目指す授業展開の提案がされた。家庭分野

は３年『家族・家庭と子どもの成長』１年『食生活

の自立』の学習の中で『身近な消費生活と環境』と

の関連を図り、課題解決能力を育成していく授業の

提案がされた。 

また学びをつなぐ研究員会の報告もなされ、小中学

校９年間の家庭科、技術・家庭科の学びのつながり

を意識して指導にあたることの意味と実践報告を提

案いただいた。 
 

       外 国 語        

◎教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学習

指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに掲げ、１

日目は授業提案、２日目は文書提案が行われた。 

 両日とも、英語科における「思考力・判断力・表

現力の育成の在り方」について、提案および協議を

通して、認識を深めることができた。 
 
〔１日目 提案者〕 

嘉山  透（不入斗中学） 
〔１日目 提案テーマ〕 
◆思考力・判断力・表現力等の育成のための授業改善 
◆言語活動充の充実のための効果的な活用場面の

設定 

◆４技能の統合的な指導の工夫とその課題 

〔２日目 提案者〕 
笠原 愛子（岩 戸中学校） 
吉村 和也（大 津中学校） 
楯木 佑子（北下浦中学校） 

〔２日目 提案テーマ〕 
◆基礎基本の定着を図る指導と４技能の統合的な指

導の工夫 

◆「CAN-DOリストの理解と作成の手順について 

◆９年間の学びの系統性・連続性を意識した小学校外

国語活動と中学校外国語科の指導について 

 

◎中学校英語研究会 

 前年度改定されたが、事務局を中心となり、組織

的に研究が進められた。各研究部がそれぞれの研究

内容の趣旨を踏まえた研究や活動を行った。 
 また、教育課程研究会への協力も意欲的で研究協

議も充実したものとなった。 
授業研究部は、久里浜中学校における「外国人英

語教員活用研究発表」と併せて、研究会主催の授業

提案および協議を行った。授業におけるネイティ

ブ・スピーカーの活用や言語活動の展開について活

発な発言があり、今後の授業づくりに多くのヒント
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を与えた。 
 教育課程研究部は、教育課程研究会２日目におい

て、CAN –DOリスト作成のねらいや手順を示し、そ

の後の各校の作成を意識づけるものとなった。 
 

◎外国人英語教員活用研究 

本年度は、常葉中学校（２年目）、公郷中学校（２

年目）、神明中学校（２年目）、岩戸中学校（２年目）、

久里浜中学校（１年目）の５校に外国人英語教員

（FLT）が配置され、ネイティブ・スピーカーの効果

的な活用に係る研究を行った。 
また、各学校による活用研究に係る公開授業が行

われ、研究協議を通して、ネイティブ・スピーカー

の効果的な活用について理解を深めることができた。 
＜公開授業提案者＞ 
常葉中学校 チン キン ミン 岩佐 正美 
公郷中学校 ケネス ギベンズ 近藤 瑞穂 
神明中学校 フローリメル ワタナベ 長沢美保子 
岩戸中学校 マイケル カーター 塩瀬 京子 
久里浜中学校  クリスチャン ロスコ 古屋 悦子 

 

      幼稚園教育課程        
 平成26年８月18日（月）に、幼稚園教育課程研

究会を実施した。研究会は、文書による提案と、提

案に基づいての協議、指導助言としての講演の構成

で行った。 

【文書提案】 

テーマを「発達の段階に応じた子どもの学びをつ

なぐ教育～幼稚園教育・生活科を通して～」とし、

提案は前年度までの３年間の研究を行った「学びを

つなぐ研究員」の横須賀市立諏訪幼稚園梶山千弘教

諭、横須賀市立大楠幼稚園原田真紀教諭、横須賀市

立公郷小学校目時幸子教諭、横須賀市立大塚台小学

校林田夏恵教諭、横須賀市立大楠小学校佐藤あやか

教諭によって行われた。 

 小学校教育とのつながりを意識することで、幼稚

園教育がより一層向上していくだろうと考え、研究

を行った。 

手立てとして次の三つに取り組んだ。 

（１）小学校の教育を意識して教育を行う 

（２）児童と交流する活動を行う 

（３）接続期のカリキュラムを行う 

 これらの手立てを行うことで、教育の質を高める

ことができた。また、交流することで、憧れや期待

感を持つ姿がみられ、さらに保護者の小学校生活の

不安も軽減できた。 

 課題は、小学校教育を意識しすぎて早期教育にな

らないようにすることや、小学校との交流において、

体制づくりや時間の設定が必要だった。 

【研究協議】 

接続期のカリキュラムや、交流の設定について話

題となった。 
 

【講演】 

「幼稚園と小学校の学びをつなぐ」と題し、東京

成徳大学和田信行特任教授による講演を行った。こ

の中で、具体的な活動や体験を重視した生活科は、

幼稚園教育とつながる部分は多く、幼稚園や保育所

の遊びをどう小学校で活かすかがポイントであると

いう助言をいただいた。 
 

      高等学校教育課程      
平成26年度の研究テーマは、前年度に引き続き、

「学習指導要領の内容を踏まえた教育課程の編成と

教育活動の工夫・改善～思考力・判断力・表現力の

育成～」である。さらに全日制、定時制ともに部会

テーマを設定して研究に取り組んだ。 

〔全日制〕 

「基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力の

向上を目指して」をテーマとして公開授業を行った。

川村栄一総括教諭による「理科（化学）」の授業では、

過去の実験結果や授業資料を活用し、13種類の金属

が混ざった廃液から多くの金属イオンを回収する方

法と結果を類推させる活動を通して、思考力・想像

力・表現力の向上を目指した。 

田邊恵教諭による「商業（マーケティング）」の授

業では、デジタルカメラという身近な物について、

消費者の意思決定に関する基礎知識の上に、顧客心

理と購買行動に働きかけるマーケティングについて

考えることで思考力・判断力・表現力の向上を目指

した。 
〔定時制〕 

 「個に応じた指導方法や指導体制の工夫～思考

力・判断力・表現力を育む授業づくり」をテーマと

して、一ノ瀬広章教諭による「国語（国語表現）」

の授業では、意思決定や合意形成のための会議の方

法とルールを理解し、話し合う活動を通して、目的

に応じた話し合いの方法を身に付けることをねらっ

た。協議の中では、ことばの力を身につけさせて日

常生活に生かすというねらいの達成について、また、

生徒の実態に合った指導計画の作成や、生徒が主体

的に考えたり活動する場面をいかに工夫するかな

ど、個に応じた指導方法や協議を行った。 

全体会では、スーパーバイザーとして来校された

教育実践「響の会」会長の角田明先生による講演会

が行われ、授業づくりの基礎基本や高校教育におけ

る授業研究の観点など多岐にわたって有意義なお話

をただいた。 
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教 科 外  

 

教育の大きな変革期に対応し、さまざまな教育課題を解決するため、各研究会は、

研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行ってきている。こう

して得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重要なものとなってい

る。 

 

 
       小学校道徳         

本年度は副題である「児童一人一人のよさをさ

らに伸ばし、よりよく生きようとする心を豊かに

する道徳教育の指導の工夫・改善」を意識した指

導案を定例会で低中高それぞれに提案してもらい、

資料の読み、展開等の研究を行った。次年度は定

例会だけでなく、平成30年度より「特別な教科道

徳」の施行に合わせ研究会としての授業公開をし

ていく予定である。 

 教育課程研究会１日目は鶴久保小学校で授業公

開研究協議、２日目は長浦小学校と公郷小学校が

文書提案を、道徳教育連携推進講座では桜小学校

が授業公開を行った。 

 
       中学校道徳        

 研究テーマを「心に響く授業づくり－読み物資

料の効果的な活用と工夫－」（３年計画の３年

目）とし、市の重点２を意識して研究に取り組ん

だ。研究推進校による授業公開（鴨居中学校・大

矢部中学校）と文書提案（坂本中学校・北下浦中

学校）が行われ、道徳的価値をいかに生徒に自覚

させるかを視点に指導方法の工夫等を中心に発

表がなされた。また今年度は、「発達の段階に応

じた子どもの学びをつなぐ教育～道徳教育を通

して～」をテーマに「学びをつなぐ研究員会」か

ら、２年間にわたる研究成果が発表された。今後

学習指導要領の改訂に伴い「特別の教科 道徳」

（仮称）として位置づけられ、道徳教育の改善・

充実を図ることが提言された今、道徳教育の果た

す役割が大きいことを再認識し、活動の充実を図

りたい。 
 
      小学校特別活動       

 教育課程の大きなねらいの一つは「生きる力」

の育成である。よりよい人間関係を築こうとする

自主的・実践的な態度を育てる特別活動は、この

「生きる力」を育むのに有効である。前年度より

取り組んでいる研究テーマ「豊かな人間関係をは

ぐくむ特別活動～望ましい集団活動を通して～」

に迫るために研究を進めている。教育課程研究会

１日目では３年生の学級会での実践を基に、より

良い集団決定の在り方について研究協議を行っ

た。２日目には、児童会スローガンを活用した集

団活動の提案があり、望ましい集団活動のために

は、児童の発想を生かしていく教師の共通理解と

組織的な指導が必要であることの再確認を行っ

た。また、小・中の学びをつなぐ研究員会より義

務教育９年間を見通した目標の重要さについても

提案があり、今後の指導の充実につなげた。 

 
      中学校特別活動       

本研究会は学活研・生指研・進路研の各研究部

が「生徒が互いに認め合い高めあう関係を築く特

別活動をめざして」を共通研究テーマに掲げ、研

究を進めている。本年度の教育課程研究会では、

１日目に北下浦中が田中博之教授考案の学級力ア

ンケートを活用した「学級活動」の授業提案を行

った。２日目は追浜中が目的意識をもたせる「生

徒会活動」を、不入斗中が将来を見つめさせる「進

路学活」を、また小中の学びをつなぐ研究員会か

ら生徒の学びや育ちの経緯を指導者が知ることの

重要性を協議した。全ての提案に、本市指導の重

点２を達成するための視点で協議がなされたこと

は非常に意味のあるものだった。次年度も「認め

合い高めあう関係を築く力を育てる」ことを重点

課題として捉え研究を積み上げたい。 

 

    小学校総合的な学習の時間     

 本年度、研究テーマを「生きる力を育てる総合

的な学習～自分なりに考え行動し、ふりかえるこ
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とのできる子の育成を目指して～」とした。 

子ども達にとって何度もかかわれる身近な地域

に材を求め、試行錯誤しながらも学ぶことへの意

欲が持続する探究活動を展開するにはどのように

したらよいか研究を進めることにした。 

 ８月には久里浜の地域を歩き、学習活動を進め

る材をもとに単元づくりの研修を、そして１月に

は富士見小学校（吉田健人教諭）での授業研究会

に向けた学習会や当日の研究協議において、研究

テーマ実現に向け、総合的な学習の時間の授業の

在り方について研究を深めた。この他、関東地区

生活科・総合的な学習教育研究協議会において評

価に関する提案を行った。 

 
    中学校総合的な学習の時間     

研究会では、総合的な学習の時間の趣旨を実現

するために、問題解決的な活動が発展的に繰り返

される探究的な活動と他者と協同して課題を解決

していく協同的な学習が実践されることを目標に

研究を進めた。特に探究的な学習に焦点をあて、

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理分析 ④まと

め・表現 という探究的活動の基本を各学校で組み

立てられるよう、夏季に研究会主催で“小中の学

びを繋ぐ総合的な学習の時間の在り方”をテーマ

に教員向け研修会を実施した。この研修会が小中

一貫教育にも加担できたなら大きな成果といえ

る。次年度は、本年度の各校実践状況を調査し、

成果と課題点を学校ごとに明確にし、市教育委員

会と研究会が具体的な指導・助言を行い、市立中

学校総合的な学習の時間のさらなる向上を図って

いきたい。 

 
      児童生徒指導研究会      

 本研究会では「発達障害に対する学習・生活面

における支援のあり方～小中高のつなぎを生か

す～」をテーマに、不登校・問題行動の適切な対

応を、小・中・高の連携を図りながら、支援のあ

り方を中心に研究している。 

 本年度、総合高校での定例研修会では、横須賀

市民病院・臨床心理士の馬渕先生のご協力によ

り、実践例を含めた具体的なアドバイスを頂い

た。また８月は、特別支援教育総合研究所の笠森

先生に支援教育のあり方についてお話し頂いた。 

 この他、ユニバーサルデザインをテーマとした

研修等も行ったが、本会の研究内容が先生方に正

しく認識されていない為、来年度より児童生徒支

援教育研究会と名称を変更し、関係の先生方の参

加を呼びかけてゆくこととした。 

 
       特別支援教育       

 「社会的自立をめざした指導内容・方法の研究」

を共通テーマに、小学校部、中学校部、特別支援

学校部、通級指導部がそれぞれサブテーマを設定

して研究に取り組んだ。 

 教育課程研究会での研究授業提案と文書提案、

小中合同授業研究会の実施、表現運動ダンス発表

会への参加、宿泊学習会や交流会の実施、講師を

招いての研修会、施設見学会、ふれあい作品展へ

の参加等、本年度も年間を通じて活動し研究を深

めた。 

 また、特別支援学級担任で組織されている小学

校部と中学校部については、各部会や中学校区ご

とのグループによる研究会を定期的に開催し、情

報交換にとどまらず熱心に研究協議を行った。小

中間の交流、特別支援学校との交流など、次年度

も積極的に行っていきたい。 

 
        情報教育        

本年度も、「情報の主体的活用をめざした学習

活動」をテーマに、視聴覚教育・新聞教育・統計

教育の各研究部がそれぞれ中心になって活動を行

っている。情報機器の学習会をはじめ、学校・学

級新聞展、研究会会報の発行、統計グラフ指導者

講習会、コンクール入賞作品集作成など各研究部

の活動も充実し、意欲的に行った。 

一緒の活動では、１月に「子どもたちを取り巻

くインターネット事情とその課題」と題して、NPO

情報セキュリティフォーラムの植田氏の研修会

（講演）を行った。スマホの取り扱いなど、喫緊

の課題でもあり、大変好評な研修会だった。 
また、２月の授業研究は、城北小学校５年生が

社会科「くらしを支える情報」で新聞記者の話を

聞き調べたことを中心に授業公開を実施する予定

だ。情報教育研究会の詳しい活動内容については、

紀要「私たちの情報教育」をご覧いただきたい。 
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       学校図書館        

『自ら学ぶ力と豊かな心を育む学校図書館づく

り』を研究テーマに、本年度も活動の二本柱であ

る研究活動と事業活動に取り組んだ。夏の全国学

校図書館協議会山梨大会では、川端眞弓総括教諭 

（北下浦小）が、提案発表を行った。また、市内

でも邊見祥子総括教諭（荻野小）・志水里江教諭

（野比小）がそれぞれ研究授業を行い、充実した

研修となった。年明け早々には、臼井淑子総括教

諭（田戸小）が『学校図書館における新聞活用』

についての実践的な研修を行った。市主催による

読書感想画展も例年通り開催し、盛況であった。

これにより、読書感想画は、市内各小学校に極め

て浸透しており、今年度の県審査会においても、

例年に勝る多数の入賞を得ている。研究会の構成

員が若返り、学校図書館への追い風を大切にして

いこうと意欲的な雰囲気となっていている。 

 

        学校保健        

学校保健研究会は、健康安全部会と養護教諭部

会がともに「生きる力」を育む研究活動に取り組

んだ。 
健康安全部会は「組織的・計画的な学校保健・

安全教育の進め方」をテーマに、各部会で安全教

育・防災教育についての実践に取り組み、年度末

に１部会及び５部会が研究発表を行った。授業研

究会は大津中学校で開催し、１年保健の授業を担

任と養護教諭による TTの形で行った。思春期にお

ける生徒の心身の発達と心の健康について、 
研究協議では熱心な意見が交わされた。 
養護教諭部会では、「児童生徒の心身の育成を

目指して」のテーマのもと、部会研究をすすめ、

研究協議会において有意義な討議や情報交換が行

われた。また、「ビジョントレーニング」、「ネ

ット依存」の講演会を実施し、専門的知識を深め

た。今後の健康教育に役立てていきたい。 

 

   国際教育・小学校外国語活動    

本研究会は、「国際性豊かな児童・生徒の育成

―ちがいを知り認め学び合う子ども・英語を通じ

て積極的にコミュニケーションを図ろうとする子

ども」をテーマに研究を進めた。 

６月の教育課程研究会では、長浦小学校の佐藤

宏教諭による公開授業から、担任の思いを大事に

しながら「外国語を通して伝え合う力を育てる」

ことについて、８月は、大矢部小学校の池谷祥郎

教諭の提案による「外国語活動を楽しみ、コミュ

ニケーションを図ろうとする子どもの育成」、神

明小学校の武石太一郎教諭による「進んで自己表

現をしようとする子どもをめざして」をテーマに

実践報告に基づいて協議を深めた。 

 また、授業研究部では、２月に大津小学校の菅

原真里海教諭とALT（Ms. Rose Miranda）による２

学年で絵本を題材にした授業公開を実施した。そ

の他、調査研修部は、12月に神奈川県立国際言語

文化アカデミアの梅田玲子氏を講師として招き、

支援教育の観点から、外国籍児童生徒への支援の

在り方を学ぶ研修会を実施した。 

 さらに本年度は、低学年の外国語活動の在り方

について、本研究会として、学級経営の視点でコ

ミュニケーションの質に迫った神明小学校の青木

葉子総括教諭の実践報告をまとめ、授業研究部長

の大塚台小学校の宮田昭浩教諭とともに、横浜で

開催された全国小学校英語活動実践研究大会で提

案発表を行い、研修を深めた。 
 
        食教育         

食教育研究会の研究主題は「食育を通して豊か

な心と体を育てる」である。まず、各学校が食に

関する指導の全体計画を見直し、食育の視点を加

えた授業が行えるよう、学校における食育を組織

的・計画的に進めて、好ましい人間関係の育成を

はかるため給食指導の工夫を呼びかけた。また、

本年度は、豊島小学校の１年の学級活動の時間「き

ゅうしょく大好き」の授業をもとにして、食事の

重要性、食事の喜び、楽しさを理解し、食べるこ

とへの関心意欲を高めた。また、平成 27年度版「給

食時間マニュアル」を作成した。このマニュアル

が学級担任の指導書の役割を果たし、今後も各学

校において、給食を生きた教材とし、児童に望ま

しい食習慣と実践力を身につけてほしい。 

 

        学校事務        

事務研究会では、昨年までの次世代の事務職員

へ継承していくことに重きを置いた研究から、本

年度は「継承と変革～明日を創る学校事務～」と
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し、経験年数の浅い事務職員が自ら、創造的な研

究をすすめる１年目とした。 

 会員へのアンケート集約から見えてきた現状の

課題を、系統性のある５つの柱として設定した。 

各部会は、それぞれの部会の特性を考慮し選定さ

れたサブテーマに沿って、３年間の研究をスター

トさせた。 

 １部会 サポートアイテム等に関すること 

 ２部会 事務職員のワークスタイル等 

 ３部会 研究・研修に関する制度等 

 ４部会 配置人数と相互援助等 

 ５部会 世代間の課題等 

 

       小学校校長会       

本年度は「TEAM48：未来を創る子ども達のため

に」をスローガンに掲げ、研究の成果や提言を積

極的に市教委や教育関連機関などに発信した。 

 また、活動の重点として、部会校長会の充実、

長期休業中の授業日数増における実践と検証、学

力向上に向けての具体的実践、通信簿における評

価規準の検討、県校長会・市教委との積極的連携

に取組み、それぞれの活動を通して学校の諸課題

の解決に努め、新たな教育課題についての情報を

共有し論議を深めた。 

研究所と連携して実施した研修会では、危機管

理・学力向上・授業改善・人材育成・インクルー

シブ教育など、それぞれの専門家からの貴重な話

を伺い、学校経営や組織マネジメントを学ぶよい

機会となった。 
 
       中学校校長会       

 教育をとりまく様々な課題が山積する中、中学

校教育の課題解決に向け、より具体的、実践的な

研究、研修を進めてきた。対策委員会として行財

政、教育経営、進路指導、教育課程、生徒指導の

五つの対策委員会が中心となり、①25年度卒業生

の進路状況分析、②教育環境の条件整備について、

③インクルーシブ教育について、④学力向上につ

いて、⑤各学校の教育目標について、⑥進路指導

上の課題など多岐にわたり研鑽を深めてきた。 

 さらに道徳の教科化、防災教育、小中一貫教育、

不登校対策、いじめ対策、不祥事防止、メンタル

ヘルス、人材育成と課題は尽きない。次年度は課

題解決に向け保護者や地域はもちろんの事、行政

との密接な協力体制、各学校間の連携を今年度以

上に深め、研究を進めていきたい。 

 

       小学校教頭会       

 前年度に引き続き、『豊かな人間性と創造性を

はぐくむ学校をめざして～教頭力の向上 H26～』

という研究テーマを設定し取り組んだ。一人一人

の教頭の多様な経験を生かし、互いに研鑽し、学

び、高め合うことによって、教頭職の専門性を発

揮し、横須賀市の教育の発展や課題の解決に寄与

するよう努めた。平成 27年 1月 23日(金)、藤沢

市民会館に於いて、「神奈川県公立小学校教頭会

研究大会」藤沢大会が開催され、市教頭会より提

案を行った。提言に基づき活発な意見交流が繰り

広げられ、有意義な話し合いがなされた。今後も、

部会教頭会をはじめ、定例会・研修会・教頭会メ

ーリングリスト等を通して、情報交換を密にし、

悩みや困り感を共有し、様々な問題を乗り越えて

いく「組織＝TEAM48」でありたい。さらに、校長

会や横管組・市教委を始め、関係諸機関と連携を

図りながら、意欲的に取り組んでいきたい。 

 
       中学校教頭会       

役員会と５つの対策委員会が年間計画に基づ

き企画運営し、それぞれのテーマに沿って研修・

研究にあたった。その成果を定例の教頭会におい

て共有し、教頭としての資質・力量を高めること

に努めた。 

さらに小学校教頭会との合同研修会や横浜国

大高木教授による三市一町教頭会の国大研修会

などを行い、情報を各学校に持ち帰り、円滑な学

校運営やその改善に寄与した。 

 県教頭会においては、県公立中学校教頭会研究

大会川崎大会において研究の成果を発表した。 

また、来年度は同研究大会が横須賀・三浦・逗

葉地区で開催されるため、準備委員会を設置し、

市教育委員会の全面的なバックアップのもと、会

場予約・予算計画等の準備を行った。 
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特 別 支 援 教 育  

 

１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部２学級、小学部４学

級、中学部１学級、高等部１学級となり、合わせ

て８学級となった。 

市立養護学校は、小学部単一学級０学級・重複

学級 11学級・訪問教育０学級、中学部単一学級０

学級・重複学級４学級・訪問教育０学級となり、

合わせて 16学級となった。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級     43校 44学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 46校 57学級 

  肢体不自由特別支援学級    11校 11学級 

  視覚障害特別支援学級      1校  1学級 

  病虚弱特別支援学級       3校  3学級 

（３）中学校の状況 

知的障害特別支援学級     23校 25学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 22校 25学級 

  肢体不自由特別支援学級     3校 3学級 

  視覚障害特別支援学級      1校 1学級 

  病虚弱特別支援学級       1校 1学級 

（４）第２回児童生徒ふれあい作品展 

日時 12月５日（金）～12月９日（火） 

場所 横須賀市文化会館 

来場者総数 1,567 人 

（５）支援教育コーディネーター 

支援教育コーディネーターの研修と情報交換

のために「支援教育コーディネーター連絡会」

全体会を５回、地域別ブロック会を２回の合計７

回開催した。年間を通してアセスメントについて

の研修を積み重ね、支援教育コーディネーター一

人一人のスキルアップを図った。 

２ 就学教育支援委員会の活動 

「就学教育相談会」および「通級相談会」を開

催し、園児・児童・生徒の学校での支援内容や進

路についての審議を行った。 

（１）就学教育相談会    18回 ：316人 

（２）通級相談会       4回 ： 50人 

３ 支援教育夏季研修 

＜校外研修＞  （指定 17日 選択８日） 
回 日 時 内 容 講 師 

１ ８月30日 「支援教育コーディ

ネーター概論」 
支援教育課指導主事 

２ ８月18日 「難しい保護者の対

応」 

大草心理臨床・ 

教育相談室主宰 

大草 正信 

３ ８月19日 
「通常学級における

ユニバーサルデザイ

ンについて」 

植草学園短期大学  

教授 佐藤 愼二 

人  権  教  育  

 

 人権は、人が人であることに基づいて、生まれな

がらにして当然に有する権利である。 

平成 12 年の「人権教育及び人権啓発の推進に関

する法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・

啓発に関する基本計画」が閣議決定され、さらに、

平成 16 年６月には人権教育の指導方法等に関する

調査研究会議より「人権教育の指導方法等の在り方

について」の第一次とりまとめ、平成 18年１月に第

二次とりまとめが、そして平成 20年３月に第三次と

りまとめが出され、今まで以上に人権尊重の精神を貫

いた実効力のある教育が求められている。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自

由であり、平等であるという人類普遍の原理を実現

するために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性に

ついての自覚を深め、人と人との間に存在する実践

力を育成するところにある。人格の完成を目指す教

育が、人権問題の解決に大きな役割を果すものであ

ることを深く認識し、人権教育のさらなる推進に努

めているところである。 

今年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした

研修講座３回と、２年を１つの期間とした人権教育

指導者養成講座を開催した。 

◆人権教育担当者研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月20日 
「人権感覚の育成と

人権を尊重する指導

のあり方」 

教育指導課 

人権教育担当 

指導主事 

２ 
７月24 

～31日 
※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

1講座を選択 

３ 12月２日 
「人権感覚の育成と

人権を尊重する指導

のあり方」 

横浜国立大学 

教授 犬塚 文雄 

◆人権教育指導者養成講座（９期１年目） 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月９日 「人権が尊重される

授業の視点」 

教育指導課  

人権教育担当 

指導主事 

２ 11月11日 
「人権が尊重される

授業の視点」を踏ま

えた指導案作り① 

教育指導課  

人権教育担当 

指導主事 

３ ２月18日 
「人権が尊重される

授業の視点」を踏ま

えた指導案作り② 

船越小学校 

渡辺 真也 
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 移 管 事 業 の 推 移  

 

【読書活動推進事業】     教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 本年度は、６名の非常勤職員は小学校９校、中

学校３校に１年間週に 1.5日ずつ勤務した。臨時

職員６名は、１カ月に３校ごと学校に派遣し、約

12 回の訪問の中で学校図書館の整備を行った。

（１）非常勤職員派遣校の取組 

・授業に活用するための資料の収集、魅力的な

コーナーづくり 

・学校図書館を活用した授業の支援 

・書棚や閲覧机の配置替えなどの環境整備 

・児童が図書を積極的に利用できるような配架

や表示の工夫 

・図書館ボランティアと連携し、図書館活性化

へのサポート 

（２）臨時職員の取組 

・分類別蔵書数の確認 

・分類表、表示板の作成 

・本の配架、配置がえの支援 

・魅力的な本のコーナーづくり 

・本のラベル貼りや修理 

・新着図書や廃棄など、効果的な本の整理方法 

 

２ 司書教諭研修講座 

本年度発令された司書教諭を中心に、司書教諭

以外の希望も募って実施した。 

回 日時 内容 講師 

1 7月28日 
学校図書館の活用で

授業が変わる 

京都女子大学 

教授 井上 一郎 

 

３ 読書活動の推進  

４月 23 日｢子ども読書の日｣に関する取組とし

て、「本を楽しもう展」を開催した。この催しは、

読書活動の推進のために、前年度の読書感想画コ

ンクールへの応募作品を、地域のコミュニティセ

ンターに展示するものである。北下浦コミュニテ

ィセンター、西コミュニティセンター、南図書館

の３会場に、会場近隣の児童生徒の読書感想画を

展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想

文コンクール」「読書感想画コンクール」を開催 

した。読書感想文コンクールの入賞作品を掲載し

た読書感想文集 57号を発行した。 

 

 

 

 

 

４ 学校図書館ボランティア養成 

学校図書館ボランティアの養成については、臨

時職員が各学校の図書館整備を行う際に、共に活

動を行う中で、本の整備方法についての知識や技

能を伝え資質の向上を図った。 

 

 

【外国語活動】       教育指導課 

１ 外国語活動研修講座の開催 

外国語活動の指導に必要な知識・技能を身に付

ける選択研修として、平成 22年度から開講してい

る。『ハッピータイム』に関わるワークショップ

や授業づくりに関わる研修講座を全３回開催し

た。 

 

２ 横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイム』

の部分訂正・提示 

 これまでに各学校で周知・活用が進んでいる横

須賀市標準カリキュラム『ハッピータイム』を部

分訂正し、イントラネットを通じて、各学校に提

示した。外国語活動の教材である『Hi, friends!』

の内容を踏まえるとともに、横須賀市独自の活動

内容を踏まえたものとなっている。 

 

３ YOKOSUKA English World 2015の開催 

 ALT や FLT に加えて本年度はサリバンズスクール

の児童も参加し、日頃に外国語活動の成果を発揮

する機会となるとともに、横須賀の子ども達と米

海軍基地内の子ども達の交流を深める機会にもな

った。 

 

４ 外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図れるよう外国語活動アドバイザーの派遣

を行った。模擬授業の実施や授業内容に関わるワ

ークショップなどを通じて、外国語活動の指導に

必要な知識や技能等の向上を図った。 
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【学校支援員派遣事業】    支援教育課 

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善支

援員派遣事業』を引き継いだ、平成 23年度からの実

施事業である。学校支援員４名で、市立全小中学を

担当する。 

１ 目的 

 各学校の状況把握及び教員の指導力向上を支援

することにより、学校の円滑な運営を図る。 

 

２ 業務内容 

・希望調査票をもとに、担当校を訪問し、授業

参観及び相談業務を通して、各学校の状況把

握に努める。 

・学校からの要請に基づいて、支援が必要な学

級の正常化を図るための活動を行う。 

・必要に応じて、巡回相談に関わる。 

・就学相談の業務を行う。 

 

３ 支援の状況 

（1）学校訪問回数（平成 27年２月 10日現在） 

  ①小学校 ··················· 559回 

  ②中学校 ··················· 408回 

   

（2）支援内容（平成 27年２月 10日現在） 

  ①授  業 ·················· 857件 

  ②学級経営 ··················· 0件 

  ③教職員対応 ················ 74件 

  ④児童生徒指導 ·············· 32件 

  ⑤保護者対応 ················· 2件 

  ⑥その他 ···················· 35件 

 

４ 事業実績 

・希望調査票をもとに、学校の状況把握が的確

に行われた。その情報をもとに、支援教育課

を中心とした早期支援を行うことができた。 

・学校長からの要請に基づいて、学年・学級に

短期集中的に関わることで、学年・学級が落

ち着きを取り戻すことができた。 

・研修機会が限られている臨時的任用職員・非

常勤講師への相談・指導が効果的に行われ、

授業力の向上や円滑な学級経営をもたらし

た。 

・緊急支援で中学校に２名の支援員が数回対応

した。 

 

 

 

 

【研究員会】        教育研究所 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を

把握し、学力の向上にむけ、現在の教育課題の解

決と学校教育の一層の充実に貢献すること、調査

研究の成果を学校に還元することを重視し、横須

賀市の学校教育の改善や発展に役立てることであ

る。本年度は、新たに７研究員会〔①学力向上、

②よこすかの子ども調査、③授業におけるユニバ

ーサルデザイン、④学校組織マネジメント、⑤児

童生徒指導の課題、⑥ICTを活用した授業づくり、

⑦理科教育コンテンツ〕において、研究員 42名と

担当指導主事 13名が、各研究員会における研究テ

ーマを掲げ、調査研究に取り組んだ。 

 

１ 学力向上 

（１）目的 

横須賀市の学力にかかわる課題を明確にし

て、課題を解決する方策を考え、実践し、その

効果を明らかにする。 
（２）具体的な取組 
①横須賀市学力状況調査（国語）の結果分析 

  横須賀市学力状況調査の国語の問題と結果を

照らし合わせて、各学年の分析を行った。 

②横須賀市学力状況調査（社会）の結果分析 

横須賀市学力状況調査の社会の問題と結果を

照らし合わせて、各学年の分析を行った。 

③２教科の課題の共通点の模索 

 ２教科の課題の共通点を探り、授業改善の視

点を模索した。 

 

２ 学校組織マネジメント 

人材育成を視点においた総括教諭の役割について

～効果的な人材育成の取組とその実践～ 

 

 本研究員会は、学校組織が活性化するために、

総括教諭がどのような役割を果たす必要があるか

というねらいのもと立ちあがった。本年度は、上

記テーマのように校内での人材育成に視点を置

き、総括教諭が校内の人材育成にどのように関わ

っていけるかということについて、研究を進めた。

（１）若手教員のニーズの把握 

  教職１年、５年経験者研修対象者にどのよう

なことを学びたいと考えているか等についての

アンケート調査を実施し、若手教員の意識、ニ

ーズを把握した。 

（２）ニーズの分析と総括教諭の役割について 

  アンケート調査を分析し、若手のニーズに対

して、総括教諭として校内でどのように関わる

ことができるか、また、人材育成を進めるにあ
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たって、どのような体制が必要となるかについ

て検討を行った。 

（３）自校での実践準備 

  これまでの研究をもとに次年度の自校での人

材育成の実践について、計画した。 

 

３ 児童指導 

本研究員会では、横須賀市内の児童生徒指導に

おける課題について研究を行った。課題に対する

具体策を検証し、解決の方向を示すことをねらい

として、今年度より取り組みを始めた。 

 横須賀市内の児童生徒指導の課題としては、非

行の低年齢化、携帯・インターネットのトラブル

の増加、理不尽な訴えをする保護者対応、発達に

課題のある児童生徒の理解と対応、教師の児童生

徒指導の経験不足等があげられる。 

本年度は、児童指導の指針である「よこすか子

どもスタンダード」の５項目について研究員会で

考察をした。そして各学校の具体的な取り組みに

ついてまとめ、児童指導担当教員連絡会にて発信

した。 

次年度も引き続き「よこすか子どもスタンダー

ド」に基づいた指導の充実を図るとともに、児童

生徒指導に係る喫緊の課題について、研究を重ね

ていく。 

 

４ よこすか子ども調査 

平成 20年度に行われた「よこすか子ども調査」

等における先行研究に基づき、横須賀の子どもの

実態を把握するために必要な視点・内容・手段を

小学校教諭・中学校教諭・養護教諭６名の研究員

で検討した。 

各学校で平成 25年度に実施された学力状況調査

質問紙調査の結果や横須賀市教育委員会総務課実

施の横須賀市教育アンケート結果を、平成 20年度

実施の「よこすか子ども調査」の結果と比較・分

析・考察している。 

２年次にむけて研究を継続し、横須賀の児童実

態に応じた学校教育の在り方について研究を進

め、分析結果・考察をリーフレット等で各学校に

発信する予定である。 

 

５ ユニバーサルデザイン 

「誰もが学ぶ喜びや楽しさを感じられる授業を

追求する」をテーマに、小学校２名、中学校３名

のメンバーで活動した。 

 １年目の本年度は研究員自身の意識と授業力の

向上に重きを置き、参考文献による学習、研修会

の参加、先行研究者の授業参観及び協議等に取り

組んだ。これによりユニバーサルデザインを意識

した授業が、子どもたち一人一人にとっていかに

有効であるかを実感することができた。 

さらに後半は研究員自身が日々の授業の中でユ

ニバーサルデザインを意識しながら実践を積み重

ね、それをＡ４一枚の報告書にまとめて共有する

取り組みを続けた。報告書は「児童生徒の実態と

その背景」「課題を解決する具体的な手立て」を

記述し、具体的な手立てについては写真等も使っ

て、できるだけ分かりやすく記述した。 

次年度も研究員が自ら実践を重ねなるスタイル

を継続して、その成果を「校内研修に活用しても

らうハンドブック」という形でまとめていきたい。 

 

６ 理科コンテンツ 

理科教育における指導力向上を図るため、各学

校の授業で活用できる教育コンテンツ作成および

児童生徒の学習の深まりについて研究に取り組ん

だ。 

研究１年目は、地学分野を中心に小中学校のカリ

キュラムのつながり、中学校の学習を深めるための

小学校での授業のあり方について検討を行った。そ

して、小学校で体験的な学習を充実させることの重

要性を確認し、中学校の導入で生かせる映像教材の

作成に取り組んだ。 
研究２年目は、授業記録を実践事例集としてまと

め、更に、地域の教育資源を生かした副読本づくり

に取り組む予定である。 
 

７ ICT活用 

各学校に現在配備されている ICT機器を活用し

た授業について検証・研究を進めた。「分かる授

業の実現を目指して～今ある ICT機器を活用して

～」をテーマに ICT活用事例集の分析や研究員に

よる授業研究などを通して、授業のねらいの達成

に向けての効果的な ICTの活用について調査研究

を進めた。 

 研究の成果の中間発表として、授業での ICT活

用についての実践例の映像資料を作製する予定で

ある。 
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８ 研究員一覧表 

＜学力向上研究員会＞ 

石渡 知世（衣笠小） 坂本加代子（馬堀小） 

佐々木崇浩（走水小） 府中 高助（明浜小） 

石井 美乃（常葉中） 小日向 真（神明中） 

渡邊実佐紀（武山中） 山田伊久男（大楠中） 

＜よこすかの子ども調査研究員会＞ 

井原 雅美（岩戸小） 小川 一郎（久里浜小） 

小松 岳彦（大楠小） 尾形  恵（不入斗中） 

碇谷 直人（公郷中） 松崎  望（鴨居中） 

＜授業におけるユニバーサルデザイン研究員会＞ 

狩野 陽士（公郷小） 小野寺真由美（明浜小） 

大橋 貴弘（鴨居中） 大塚 世範（大津中） 

加藤万里絵（北下浦中）  

＜学校組織マネジメント研究員会＞ 
桐生すみ子（逸見小） 新倉 利幸（大塚台小） 
石原 香織（岩戸小） 矢野 雄一（衣笠中） 
井出都志子（池上中） 丸山 俊幸（神明中） 

＜児童生徒指導の課題研究員会＞ 
綱本 秀行（浦郷小） 金子  務（衣笠小） 
谷中 暢樹（馬堀小） 小杉 実花（高坂小） 
中川 珠子（富士見小）  

＜ICT を活用した授業づくり研究員会＞ 
千葉 道世（桜小） 淺見  浩（公郷小） 

橘恒  仁（城北小） 松原 健明（大津中） 
東谷  洵（岩戸中） 篠田  穣（武山中） 

＜理科教育コンテンツ研究員会＞ 
柴田 美子（大塚台小） 堀井  真（明浜小） 
村澤 千晴（野比東小） 山下 恵美（浦賀中） 
柴崎 大輔（岩戸中） 平野 智幸（馬堀中） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育賞】        教育研究所 

１ 学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24年度から

実施されている。学校教育の発展振興をはかる

ために設けられたもので、本年度で 65回目を迎

えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信す

るために、研究論文を条件とする研究部門と、

実践報告的研究または企画提案を条件とする実

践・企画部門を設定した。 

なお、本事業は平成 25年度、総務課教育政策

担当から教育研究所に移管したものである。 

 

２ 今年度の応募状況 

実践・企画部門に１点の応募があった。 

 

３ 審査 

校長会代表及び指導主事で構成する審査準備

委員会（第一次審査会）を開き、原案を作成し

た。また、教育長が審査委員長を務める審査委

員会(第二次審査会)で更に審査を行い、次の賞

が決定した。 

【実践・企画部門】 

◆教育振興賞 

横須賀市立大楠小学校 校長 黒岩 弘明 

対話型鑑賞を通して豊かな心と造形力を育む 

～横須賀美術館アートカードの作成と活用～ 

◆研究概要と審査員のコメント 

この実践報告は、横須賀美術館と連携し、豊

かな心と造形力の育成を図るために作成した

「横須賀美術館アートカード」を教材として用

いた実践の記録である。地域や他機関との連携、

言語活動の充実という視点によく対応した教材

を開発し、それを活かして実践したという点が

高く評価された。 

 

４学校教育賞授与式 

平成 27年２月３日(火)、教育長室において授

与式を行った。受賞した横須賀市立大楠小学校 

黒岩校長に、教育長より賞状及び副賞が手渡さ

れた。 
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 平成26年度 ｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、これまでの｢学校

教育課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」として発行している。本年度は前年 

度の取り組みを継続しながら、年間２回の特集号を組み、テーマに沿った紙面を作成した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 
 

(37号) 

特集 年度始めに 

・挑戦し続ける教師集団として…（学校教育部 小田部部長）     ・学級開き（教育政策担当） 

・指導の目標と重点（教育政策担当・教育指導課）          ・家庭学習啓発リーフレット（教育指導課） 

５月 
 

(38号) 

・ガラケーの奥義（支援教育課 三浦課長）              ・子どもたちの人間関係を育む取組（教育政策担当） 

・学校評価について（教育政策担当）                 ・学校事故への対応（学校保健課） 

・安全に関する留意事項（スポーツ課）                ・情報セキュリティー（教育研究所） 

・不祥事・事故防止について（教職員課） 

６月 
 

(39号) 

・恩を知り 恩に報いる（教職員課 金子主査指導主事）    ・何気ないコミュニケーションから始まる支援（田戸小学校 平泉実穂） 

・支援教育コーディネーターとの連携（支援教育課 山枡奈津子） 

・平成 26年度教育課程研究会（教育指導課）         ・平成 26年度研究員会始動（教育研究所） 

・今年も研修テーマは《アセスメント》子どもの困り感を瞬時に察するセンスを磨きましょう！（支援教育課） 

７月 
 

(40号) 

・ちょっとしたことがうれしい（教育研究所 武田主査指導主事）          ・家庭学習カレンダ-の定着とこれから（不入斗中学校 小濱研二） 

・学力向上につながる家庭学習のあり方（北下浦小学校 渡邉悦子）        ・サイエンスサマー2014（教育研究所） 

・横須賀総合高等学校（教育政策担当）                     ・支援教育課の学校サポート（支援教育課） 

８月 
 

(41号) 

・失敗すること（教育指導課 丸瀨課長）                 ・毎日のかかわりの中で（追浜中学校 山森佐知子） 

・児童に寄り添う食教育をめざして（久里浜小学校 積田綾子）      ・横須賀市の人材育成の取組について（教育政策担当） 

・ご存知ですか？『横須賀市いじめ等の対策に関する条例』が７月１日に公布、施行されました（支援教育課） 

・教職員のメンタルヘルス（心の健康）の現状と対策（教職員課） 

９月 
 

(42号) 

・ごみ拾いとごみ捨て（支援教育課 諸田指導主事）              ・安心して生活できる学級づくり（船越小学校 原口恵里） 

・学校行事でクラスは変わる（神明中学校 山口忠士）             ・今年度の横須賀市教育課程研究会を振り返って（教育指導課） 

・平成26年度初任者研修講座 学び続ける教師 高め合う教師集団を目指して（教育研究所） 

・ユニバーサルデザイン化された授業とは？＝「良い授業」「質の高い授業」のことです（支援教育課） 

10月 
 

(43号) 

特集 研究協議のあり方 

・自らを磨く（教育研究所 高橋主査指導主事）                  ・教師の魅力再確認（田浦小学校 太田智弘） 

・社会体験研修を自分のキャリアにいかす（長沢中学校 桑原大地）         ・人をつなぐ 技を磨く 願いを高め合う 授業研究（教育研究所） 

・保護者対応から保護者支援へ（支援教育課） 

11月 
 

(44号) 

・食育＝知育・徳育・体育の基礎（学校保健課 山崎指導主事）       ・広がる心 深まる心（大塚台小学校 森本美穂） 

・安心して自分の考えが言える時間に（不入斗中学校 水出眞由美） 

・いつも そばに 一冊の本を（教育指導課）               ・横須賀市児童生徒新体力テストの結果（スポーツ課） 

・学校における食物アレルギー対応について（学校保健課） 

12月 
 

(45号) 

・夢中になること（スポーツ課 三橋課長）                 ・「大切な一員」というメッセージ（支援教育課 金子亜希子） 

・外国につながりのある子どもたちの未来を開く（支援教育課 平塚淑江） 

・推進校における取組から見えてきた小中一貫教育（教育政策担当）    ・相談教室について（支援教育課） 

・活用を広げましょう！Ｔｅ－Ｃｏｍｐ＠ｓｓ（教育研究所） 

１月 
 

(46号) 

・“Ｅｘｃｕｓｅ ｍｅ．”が伝えたいこと（教育指導課 後藤指導主事） 

・人間の善さを授業で学ばせ それを生活の中で拡充させる教育の展開（武山小学校 金子匡智子） 

・総合的な学習の時間を活用した学力の向上（北下浦中学校 掛波久美子）   ・学校研究委託を振り返る（教育指導課） 

・学校改善に向けた学校評価の取組を（教育政策担当）            ・いじめの未然防止に向けた取組（支援教育課） 

２月 
 

(47号) 

・９年間で子どもを育てるということ（教育政策担当 中川指導主事）       ・自己を見つめる能力を育てる（明浜小学校 津崎永幸） 

・生徒の能力を引き出す（久里浜中学校 荒井峻）                 ・運動部活動モデル校の実践（大楠中学校 中島志） 

・「学力向上」と「よりよい関係づくり」を振り返る（教育指導課）        ・小中連携から小中一貫教育へ（教育政策担当） 

・各種支援シート（支援教育課） 

３月 
 

(48号) 

・何のために学ぶのか（教育研究所 市川所長）                              ・教職５年経験者研修を終えて（大津小学校 垂見珠恵） 

・初任者研修を終えて（浦賀中学校 小菅安奈）                              ・「人間性豊かな子どもを育てる」（教育指導課）    

・支援教育の目指すもの（支援教育課）                                  ・平成26年度 学校教育賞（教育研究所） 

・平成26年度 長期研修 児童の書く能力を育成する指導の在り方（教育研究所） 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙Ａ３二つ折 ４面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 教育総務部総務課教育政策担当 



 

- 52 - 

指 定 研 究 概 要  

本市教育委員会の指定研究は、本市における教育課題に対し、子どもたちの学力保

障とともに具体的・実践的に課題解決を図る委託研究である。本年度の指定研究は、フロ

ンティア研究委託（小学校６校、中学校８校、高校１校、幼稚園１園）、チャレン

ジ研究委託（Ａ-小学校 20 校、中学校５校、幼稚園１園／Ｂ-小学校 20 校、中学校

10 校、特別支援学校２校）である。その他、体力つくり２校（小・中学校）、運動

部活動モデル校１校（中学校）、外国人英語教員活用研究拠点校５校（中学校）、

小中一貫教育推進校４中学校区ブロック（小学校６校、中学校４校）、県委託の人

権教育１校、国立教育政策研究所教育課程研究指定校１校（２教科）である。 

 

 

 

        支援教育        

「わかって」「できる」喜びを味あわせる学習活

動を通じ学力の向上を図る 

～支援教育を基盤にした生徒理解を通して～ 

                   衣笠中学校 

「わかる授業」の構築をめざし、ユニバーサルデ

ザインの考えを取り入れたことにより、生徒一人

一人が「学びにくさ」を解消し、「わかることの

楽しさ」を実感した。しかし自分の考えを持ち、

他の生徒の考えを取り入れ「深め」「広げる」こ

とができず、自分の考えを発信することができな

い生徒が多かった点が課題として残った。 

 この点を踏まえ「教師の授業力の向上」を図り、

「生徒の活動」を生かした授業・「生徒自身がわ

かった」という充実感がもてる授業「生徒が考え

・創る」授業をめざし、本年度の研究がスタート

した。「知らない」「出来ない」など一人では解

決出来なかったことを仲間と共に支え合いながら

学び、解決していく中で、コミュニケーション能

力を養い、真の学力向上を図ることを目指した。

教師全員が指導主事の指導を受け、指導案を作成

し実施する授業研究により、「授業の質の向上」

「生徒のわかってできる喜び」を醸しだすととも

に学校全体が落ちついた雰囲気となっていった。 

この成果を次年度につなぎ横須賀市全体に発信

できる成果を目指していきたい。 

 

 

         支援教育          

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた 

授業づくり 

                  大矢部中学校 

前年度からユニバーサルデザインの視点を持っ

た学習環境の整備と授業づくりを研究主題として

取り組みを行っている。本年度は、授業づくりに

視点を当て、生徒が学習をしやすいような授業で

の配慮を行っている。更に、年度途中と年度末に

生徒アンケートをとり、これらの取り組みが有効

かどうかの分析を行っている。後期からは大学の

主任教授を迎え、具体的な発問、指示の出し方に

ついての講義を受け、日々の学校生活の中で実践

している。 

 ４年間の研究も折り返しとなるので、次年度か

らはユニバーサルデザインの視点を柱とし、発問、

指示の工夫や、教材、教具、活動方法を研究し、

生徒の主体的な学習を手助けするような授業をつ

くっていきたい。 

 

 

         学力向上          

学び合い 高め合う授業づくり 

～ 課題意識をもって、自分の考えや思いを書く

活動を通して ～ 

岩戸小学校 

 本年度から３年間「学び合い 高め合う授業づ

くり～課題意識を持って、自分の考えや思いを書

く活動を通して～」をテーマとして学力向上を目

指している。 
今年度は日々の授業改や学力を支える学級集

団づくりを中心に研究を進めてきた。 
 授業改善では、国語科の授業を通して、「本時

目標の明確化」「導入の工夫」「ていねいな授業

展開」を手立てとして実践に取り組んだ。授業研

究が一つ終わる毎に、日々の自分の授業を振り返

り、改善しようという意識が一人ひとりの教師に

高まってきた。 
 また、掲示物の工夫、生活習慣の見直し、朝学

習の設定、家庭学習の在り方、読書の習慣づけ等

について、グループで企画検討し学校全体で総合

的に学力向上に努めている
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         学力向上         

確かな学力を身につけさせるために 

～ 総合的な学習の時間を通して ～ 

               北下浦中学校 

フロンティア研究を通して子どもを育てる～総

合的な学習の時間を活用した学力の向上～ 

北下浦中学校のフロンティア研究は２年目を迎え

た。これまで取り組んできた「キャリア教育」と

「小中一貫教育」の研究を中心に「学力向上」に

向けた教育活動として整理し、生徒の３年間を見

据えた学習プログラムを「総合的な学習の時間」

の探究的な学習の中で作り上げ、最終的に各教科

における学力向上に結びつける。 

全教員で「総合的な学習の時間」と「学力向上」

の繋がりについて研修し、「総合的な学習の時間」

で身につけさせたい力や学力に対する認識を共有

させることから始め、教師は探究的な学習を意識

するようになった。 

また、生徒のアンケート調査からは「みついそ

（本校での総合の名称）」の時間を「必要」と考

える生徒が増え、地域や日常を素材とした「みつ

いそ」の学習の中で、常に課題を意識させ、課題

解決に向け仲間と協働して考える中で、自己の役

割や成長が実感できていると感じている。 

この研究により他学年との学習活動の交流や、

学び方を学ぶ活動も新しく取り入れ、PDCAのサイ

クルを意識しながら、生徒が学びと生活の関連が

できるようになることで、学習への主体性が引き

出させることを進めていきたい。 

 

 

          学力向上         

「自学自習」の精神の確立 

～生徒の主体的学びと、進路実現を目指す学習 

指導・キャリア支援の研究と手立て～ 

            横須賀総合高等学校 

 本校では、生徒の学力向上を目指して、学習機

会、学習環境を整備し、進学希望者への啓発・支

援などの施策を実行した。さらに、大学進学希望

者への講演会、サテライト授業、櫻倶楽部（４年

制大学一般受験者対象）の活動（文・理の各ゼミ、

勉強合宿等）にも取り組んだ。 

 一方、教師側は、研修や教育課程研究会の授業

研究を通して、授業の工夫改善や評価・評定の適

正化を図る手立てを講じ、公開授業などの取り組

みにより、授業力の向上を図っている。 

 懸案となっていた研究推進組織の改善と再編

では、「プロジェクトチーム」の人員を増加し、

業務の分担と責任の明確化を図り、分野ごとにチ

ームを編成する方向で検討している。 

 施策の継続と共に、その成果を客観的に評価す

るデータ収集して分析・確認をし、新たなプラン

を打ち出すことが課題となっている。 

 

 

      教科等（小学校社会科）      

自ら学び、考え、感動する子 

～ 深めよう「なぜ」、広げよう「なるほど」 ～ 

                高坂小学校 

 研究２年目を迎え、前年度の反省を踏まえて、

主題とサブテーマは同じだが、思考力・表現力の

育成や系統性を重視して、ブロックテーマを大き

く手直しし、３～６年が社会科、１～２年が道徳

の研究に取り組んできた。具体的には、９月 22

日に６年社会・10月 27日に４年社会・12月４日

に１年道徳と、３回の公開授業研究会が中心にな

っている。この中で、授業の質的向上のために「学

習スタンダード」の必要性が指摘された。現在、

試案検討に取り組み始めたところである。４年計

画の研究で、３年目に新たなハードルを設定する

ことは、虻蜂取らずになるとの危惧もあるが、本

市が抱える重要課題である学力向上に最も資す

る可能性がある試みと確信して、更に研究を深め

ていきたい。 

 

 

       教科等（小学校理科）      

豊かな学びを創り出す のびっ子の育ち 

～ 子どもの思いに寄り添った主体的な問題解決 

を目指す授業づくり ～ 

               野比小学校 

 横須賀市教育委員会研究委託「フロンティア」

を平成 25年度から３年計画で受け、２年目となる

今年度は、問題解決の過程の「問題を持つ場面」

に焦点を当て、授業提案を行ってきた。10月 31

日には中間発表会を行い、多くの参観者から来年

度に向けてのご示唆をいただいた。今年度の成果

は、研究組織に研修部・授業部・環境部を置き、

どの教師もいずれかの部に所属したことで、全て

の子どもと教職員が関わることができる校内研究

となったこと、子どもに問題を持たせるための具

体的な手立てが見えてきたことである。課題は、

子どもたちに思考を伴いながら考えを共有させる

手立て、ユニバーサルデザインを意識した授業づ

くりである。今後も来年度に向けて、校内研究の

充実に努めたい。 
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       教科等（中学校）        

『個を理解し、個にせまり、個を生かす』 

～ どの生徒も意欲的に参加できる授業 ～ 

（教科のねらいを明確にした指導方法の研究） 

               池上中学校 
 本校では、長年の研究テーマ『個を理解し、個

にせまり、個を生かす』をより深めるために、教

科のねらいを明確にした指導法の研究を推進して

いる。 

 本年度も年度始めに、各教科毎に教科テーマを

設定し、身に付けさせたい力を明確にする授業研

究を進めた。 

また，授業研究では、指導主事を招いての事前

検討会や教科グループの研究討議のために時間割

の中に教科会を取り入れ、実施した。 

 次年度は３年計画の２年目として、本年度の成

果と課題を踏まえ、教科会の質の向上と更に教科

に特化した研究を進めていくために、発問の工夫

や課題提示の仕方、教材の工夫についての研修・

研究を深めていく。 

 

 

        教科等（幼稚園）       

人とのかかわりを大切にした保育の充実 

～ 特に小学校教育との充実した連携の 

あり方を中心に ～ 

               諏訪幼稚園 
本園は今年度が委託研究の２年目ということ

で、11月 21日の中間発表をめざして研究を進め

てきた。幸いにも元文科省視学官の文教大学教授、

嶋野道弘先生の知遇を得て、今年度よりスーパー

バイザーとしてご指導を頂くことができ、研究を

一段と深めることができた。 
発表当日は神奈川県公立幼稚園協会教諭研修会

を兼ねていたため、県内各地から参加があり、公

開保育では併設の諏訪小学校との交流や活動後の

園児の振り返り等を多くの先生方に参観していた

だいた。本園提案後には指導講評を兼ねた嶋野先

生の講演があり、幼小連携の目的は、単なる滑ら

かな接続を目指すだけではなく、「幼小の交流・

連携を通して互いの教育課程の充実にあること」

や、「幼小の互恵的な学びやその見とりについて

の理論と方法」を、現場主義の先生ならではの深

く広い経験を通した的確なご指導をいただき、参

会の幼小の先生方とともに、研究の成果を共有す

ることができた。 
来年度は最終の３年次となるが、これまでの経

過を整理・再構築して、本園の研究が横須賀にお

ける幼小連携のスタンダードとなる様、研究をま

とめると共に、広く発信したいと思う。              

        学校図書館          

                長浦小学校 

 研究も２年目に入り、一歩ずつの進歩がようや

く見え始めているところである。『学校図書館の

活用』の具体的な姿、つまりは教科学習等でどの

ように使っていったら良いのかというイメージが

何とか掴め出した大きなきっかけは、やはり年度

後半に実施した３回の授業研究会であった。    

『本のよさを知り、活用する子の育成』の主テー

マの下に、学校全体で取り組む読書活動と、各学

年クラス毎に授業等で取り組む学習活動とのバラ

ンスを取りながら、次年度以降の研究活動に臨み

たい。職員の組織も、三部（環境整備・広報・書

籍）での活動も加わり、縦糸と横糸とを絡ませな

がらの今後の充実発展が期待される。これらの研

究が、本校で特に伸ばしたい「伝える力」「表現

する力」の育成へと繋がればと考える。 

 

 

         関わり合い         

さまざまな人々や自然との関わりの中で学び、 

豊かな心を求めていこうとする子どもを育てる 

武山小学校 

本校では、よりよい人間関係を築くということ 
は、心が育ってこそ成り立つものではないか、そ 
のためには、子どもたちの心を耕し、心を育てる 
ために、道徳の時間を要としていくことが大事で 
ある、と考えた。 
そこで、フロンティア研究２年目の本年度は、 

淑徳大学名誉教授 新宮弘識先生をスーパーバイ 
ザーとしてお招きし、道徳授業の在り方（行為と

心について考え、人間の善さを知る）について教

師が学び、生活の中で拡充させるための授業の工

夫をするようになった。その実践の様子を中間発

表として実施し、いろいろな方々からご意見・ご

助言をいただくことができた。 
フロンティア研究３年目となる次年度は、重点 

２についての研究を更に進めたいと考えている。 
そして、本発表を行う予定である。 
 

 

         関わり合い         

支援教育を基盤にした学校教育デザインの 

ユニバーサル化 

～ 安心して登校できる集団づくりを図る ～ 

公郷中学校 

平成 21年からの研究「授業のユニバーサルデザ

イン化」を土台に、本市指導の重点２「認め合い

高め合う関係を築く力を育てる」を研究基盤とし

て上記テーマによる学校教育デザインのユニバー
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サル化を図り、４年計画の２年目が終わった。   

 具体的には、教科・道徳・特活・総合的な学習

の時間、学校教育全般の諸活動にグループワーク

や人間関係づくりを取入れ、様々な人との関わり

合いにより確かな学力・豊かな心・健やかな体を

育むための方法を研究した。本年度は 12回の研

修会で、特総研総括研究員笹森洋樹先生・横浜国

大教授犬塚文雄先生・早稲田大学教授小林宏己先

生よりインクルーシブな教育システム・集団づく

り・授業力向上の視点から指導を仰ぎ、学級経営

・支援教育・道徳・教科指導の実践を基に研究を

進めた。今後は重点２の成果が重点１「学力を向

上させる」に繋がるように、小中一貫教育も意識

し、横断的かつ効果的な実践研究を重ねていく。 
 

 

        言語活動の充実        

「学び合う楽しさを味わう子どもを目指して」 

～ 言語活動を通して、お互いが高め合う授業 ～

大塚台小学校 

本校では、「算数科」における「言語活動」を

充実させ、主題の追究を目指すこととした。 

 本年度は、①問いの工夫、②教師のつなぎ言葉、

③話し方・聞き方の指導、④ノート指導を手立て

の重点として取り組み、学年・専門部を中心とし

た授業研究を行った。１人１回の研究授業を行い、

学年の中で見合いながら進められたことは、授業

の改善に大いに役立ったといえる。ただ、まだ本

校における言語活動の具体的な取り組みが定まっ

ていない点や、学力向上につながる学び合いとな

っているかについては今後の課題である。 

 次年度は、11月に中間発表会を予定している。

どのような言語活動が、学び合いを深め、児童が

お互いに高め合えるか、授業研究を通して追究し

ていきたい。 

 

 

       言語活動の充実         

理解する力・考える力・伝える力を高める 

ための授業の工夫 

～ 言語活動の充実を意識して ～ 

馬堀中学校 

 「言語活動の充実」をテーマに活用学習に取り

組み、グループ学習の充実を図った。活用学習に

ついては、早稲田大学教職大学院 田中博之教授

に講演をいただいた。学級力を高めることが学力

向上につながること、活用学習はユニバーサルデ

ザインであるなどを学ぶことができた。定期テス

トではＢ問題（活用型問題）を実施した。 

 本年度は２年目として中間発表を行い、校内研

究授業も５教科で３回行った。グループ学習は４

人を基本にメンバー構成を考え、活動内容を工夫

することができた。 

 本年度の実践を生かし、活用学習、言語活動の

充実を図るポイントを明確にした年間単元計画の

作成に取り組んでいくが、教科のねらいや目指す

生徒像を見失うことなく研究を進めていきたい。 

 

 

         防災教育          

地域と連携して歩む防災教育 

武山中学校 

研究委託３年計画の２年目として、総合的な学

習の時間、道徳、教科、校外行事、地域と連携を

図った防災訓練（学校主催と行政主催）等で防災

学習を視点に置いた取り組みを教育課程に位置

づけて実施した。 

 11 月の中間発表では地域からのゲストティー

チャーによる防災意識を高めることを目的にし

た授業を公開し、さらに一年半進めてきた研究の

成果と課題を研究冊子にまとめ発表した。 

 成果は、生徒の防災意識の確かな高まりが実感

できていることが第一に挙げられる。今後の課題

は地域と連携した防災教育を授業として行う上

でどの領域、教科に位置づけて実施することが教

育効果として臨めるのかを研究するとともに、複

数の教科でも防災を視点に置いた授業を実施し、

その中で学力向上も図れるように教師力の向上

を目指すことである。 

 今後も市教委やスーパーバイザーのご示唆、指

導をいただきながら研究のまとめをしていきた

い。 
 

 

        ICT活用推進         

一人一人の学びの保障 

「最後まで夢中になって取り組む授業づくりと 

安心して学べる学級づくり」 

～ 聴いて、考えて、つなげて ～ ICTと 

小集団を活用した学び合いの研究 

岩戸中学校 

本年度より、一人年２回の授業公開を行い授業

づくりを柱とした研修計画を立てた。スーパーバ

イザーには「学びの共同体」顧問馬場英顕先生を

毎回お招きし、年間 16回の研修を実施。４月の初

めの「生活」「学習」ハンドブックによる研修か

らスタートをきった。 

年２回公開授業をすることで前期と後期の授業

計画の組み方が「学び」を一人一人に保障する上

大きな効果がでるとして、日常の授業改善を大き
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な目標に実施した。成果はすぐに表れなることは

期待していないが、職員の授業づくりに対しての

意識はかなり高まった。効果として、「視聴覚に

訴える授業づくりの必然性や講義一辺倒の授業か

らの脱却」の意識の高まり職員に浸透してきた。  

また、小グループの活用を行い、４人班での学習

により「活動的で協同的な学習スタイル」が定着

してきたことが評価できる点であげられる。 

しかし、課題としては、「ICT機器の準備や管

理の問題、操作等のスキルの問題」また、「課題 

設定の難しさ・個々の生徒をつなげる教師の職人

芸的指導力」が問題となった。引き続き研修は同

じ狙いで取り組んでいきたい。 

 

 

         体力つくり         
                明浜小学校 
本年度も「自己をみつめる能力を育てる～新体

力テストの活用実践～」という研究主題のもと、

神奈川県立保健福祉大学の鈴木志保子教授の協力

を得て研究を進めてきた。前年度の研究から、「児

童の体力の低下が深刻な状況にあること」や「児

童は運動不足であるという認識をあまりもってい

ない」などの課題が明らかになってきた。 

そこで、研究２年目となる本年度は、これらの

課題解決のために、３つの実践を行うことにした。 

１つ目は、新体力テストの後にレーダーグラフな

どを用いてふりかえりをしっかり行うこと。２つ

目は、児童がテストで全力を出せるよう、計測の

際に「目標カード」を提示したこと。３つ目は、

準備運動として、体力向上に効果的とされる肩甲

骨やつま先の運動を行ったことである。その結果、

記録が向上した他、男女には体力の向上の仕方に

違いがあることや、記録の低い児童の方が記録の

向上率が大きいことなどが分かった。 

今後も、これまでの研究の成果を生かし実践を

続けるとともに、児童の生活習慣の改善にも手立

てを講じていきたい。                    

 

 

         体力つくり         
               久里浜中学校 
「体力つくり研究」２年目も、神奈川県立保健

福祉大学の鈴木志保子教授にご協力をいただき研

究を行った。本年度は前年度の研究結果から、男

女の特性に応じた保健体育の授業を展開し、女子

の運動量を確保した。さらにサーキットトレーニ

ングを取り入れた準備運動で、敏捷性・瞬発力の

強化を図り、体力テストを５月と 10月に実施し

た。５月の体力テスト結果は、多くの項目で全国

平均を下回ったため、体力テストの実施方法を見

直し、２回目の実施では、全国平均値を意識でき

るように生徒の意欲を高める手立てを講じた。そ

の結果、多くの項目で全国平均を上回ることがで

きた。また本年度も抽出生徒の身体活動量と食事

調査、全校生徒を対象とした生活習慣アンケート

を実施した。調査結果から、男子は体格（身長・

体重）と体力に相関が見られ、女子は身体活動量

に相関があることが分かった。今後さらに男女の

特性に応じた運動と、食事や睡眠など生活習慣対

策を行い、より一層体力の向上を図っていきたい。 

 

 

       運動部活動モデル校       

大楠中学校 

 ２年継続の研究委託の２年目。実践の柱を、１．

メンタルトレーニング、２．動きづくり、３．職

員の人材育成とし、研究を推進した。メンタルト

レーニングは、生徒の活動がより自主的になるき

っかけとなった。また、部活動だけでなく、日常

の生活までポジティブシンキングが大切であると

いう意識が広がり、生徒だけでなく、教職員も明

るく前向きに活動していくことの大切さを再認識

した。動きづくりは、体幹トレーニングを中心と

して、体の正しい動かし方を意識させた。即効性

のある取組ではないが、続けることで効果も出て

きた。人材育成は、教員同士でお互いの部活指導

を見学し合い意見交換を行った。研究委託終了後

も、これまで行ってきた実践を生かして、継続し

た指導を行い、学校教育全体に生かしていくこと

を確認した。 

 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                常葉中学校 
今年度の課題をもとに、来年度の外国人英語教

員活用（FLT）の具体的内容（役割）を次のように

改善していきたい。 
（１）本校英語科教諭と連携し、英語科教育の向

上（生徒の学力向上）のために授業改善を図っ

ていく推進役 
・全国学力・学習状況調査及び市学習状況調査

の結果を踏まえ授業の質の向上に努める。特

に「聴く力、話す力、書く力、表現する力」

をより向上させていく 
・支援が必要な個々の生徒のニーズを踏まえ授

業のユニバーサルデザイン化と国際コミュニ

ケ－ション能力向上および国際教育の充実を

図っていく 
（２）横須賀市の目指す国際教育の推進に向けて
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のコーディネーター役 
・国際コミュニケ－ション能力の向上および国

際教育の充実を図る 
・日本語以外の母語での「聴く力、話す力、書

く力、表現する力」をより向上させたい 
・日々の生活の中で日本の生活様式に加えて、

日本語以外の母語の国の生活習慣を体験する

ことにより、グローバルな視野に立った世界

思考を持てるようにする 
（３）外国に繋がりがある生徒への学習支援の推

進役 
・発達に障がいがある生徒や困り感を持った生

徒への支援と同等に日本語が母国語ではない

生徒への支援教育の充実を図っていく（タガ

ログ語・中国語も含む） 
（４）小学校英語教育の充実に対応できる中学校

英語教育の推進役 
・今後、英語教育の充実が図られて中学校に進

学して来る生徒の英語教育の先駆的な取り組

みを積極的に推進し、個々の能力 
・ニーズに応じた柔軟な授業の展開と学力の向

上を図っていく（小中一貫として）以上の内

容について推進していく。 
 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                公郷中学校 
 外国人英語教員活用研究２年目となり、前年度

以上に様々な教育活動に取り組むことができた。

FLT 主体の授業では４技能をバランスよく取り

入れ構成した。本年度重点を置いたのは、自分自

身のことを英語で表現し、コミュニケーション活

動を行った結果を、会話した相手を主語にして書

く活動である。聞いたことを思い出しながら、考

えて書く活動がとても効果的であった。分かりや

すく簡単な英語を使った説明を心がけることで、

ユニバーサルデザインの視点に立った授業を

FLT と共につくることができたことが大きな成

果である。また、授業だけでなく、部活動指導や

学年行事など、教科指導以外においても、生徒と

様々な場面で関わりを持つことが、日々の授業で

のコミュニケーションにも生きている。 
 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                神明中学校 
FLT が着任して２年目となる本校では、本年度

は『コミュニケーション能力の育成を図る学習指

導の工夫』というテーマに取り組んできた。生徒

が英語の授業を楽しみにするような場面の設定、

思わず吹き出してしまうようなワークシート、そ

して確かな英語力、この２年間で FLTは様々なも

のを神明中に残してくれた。中でも生徒たちの心

の中に一番大きく残っているのは FLTと英語で話

したい！FLT の話している英語を聞き取りたい！

FLT の作ったワークシートやストーリーを理解し

たい！既習の表現を使って英語を書いてみたい！

というコミュニケーションの核となる気持ちであ

る。生徒たちが FLTとともに生き生きと英語を学

習している一コマ一コマを私たちは忘れずに次年

度からも『コミュニケーション能力の育成』にこ

だわった授業を心がけていきたい。 

 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                岩戸中学校 
本校は外国人英語教員の拠点校２年目として

FLT と共に授業や教育活動を行った。英語は全学

年全クラスで TT授業を行った。FLTにおいては各

クラス週２時間の授業で指導を行っている。また、

FLT は１学年に所属し、日常のあらゆる場面で職

員と協力しながら学級指導、昼食指導、清掃指導 
委員会指導、部活指導にあたっている。様々な場

面でのコミュニケーションを自然にとれているこ

とが生徒にとって大きなメリットである。 

 そして授業においては、思考を促すワークシー

トを常に作成し、写真やイラスト、生徒が興味を

もっている人物やキャラクターなどを用い「関心

・意欲」を高める工夫がなされている。そのワー

クシートを活用し、問題や課題を読み取る力、ま

た、シートには書いていない情報を聞き取る力な

どが養えたことも効果があった。 

 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
               久里浜中学 
２巡目の外国人英語教員の拠点校として今年新

たに FLTを迎え、新たな取り組みを行うことがで

きた。その１つは FLT独自の作成による「１分間

トーク」である。ネイティブの感覚を盛り込んだ

挨拶に始まり、教科書のプログラム毎の新しい表

現を盛り込んだ Q&Aで、復習用、導入用としても

活用できる。２つ目は、以前に比べて FLTの指導

内容が多岐に渡ったこと。特に、ライティングの

活動では、書く内容に悩んで書けずにいた生徒も

FLT が準備した資料を参考に、悩むことなく取り

組むことができた。以上のように、FLT の存在は

生徒の学習意欲を高めるのに大いに役立ってい

る。今後 JTEとの工夫次第で指導内容を広げ、生

徒の学習意欲が高まることが大いに期待される。 
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小 中 一 貫 教 育 指 定 研 究 概 要 

   

平成 23 年度から平成 25 年度の３年間、小中一貫教育の構築に向け、４つの中学校

ブロック(６小学校、４中学校)を「研究委託校」として指定いたしました。平成 26 年

度は、この４つの中学校ブロックを「小中一貫教育推進校」として指定し、各ブロッ

クにおける取組を広く発信していただきました。 

 
 
 

 
 

       常葉中学校ブロック       
（諏訪小学校、田戸小学校、常葉中学校） 

 
『児童生徒が自ら思考・表現し、わかる・できる授業

を創る～学びの系統性・連続性を意識して～ 』 

上記研究テーマのもといままで積み上げてきた

取組の成果が形となって表れた一年間であった。 

【授業交流】まず第１に「合同研究会」として、

諏訪小学校、田戸小学校、常葉中学校で年３回の

公開授業を行い、全員で参観し充実した研究会を

行うことができた。特に第２回は、合同で指導案

検討を行ったため、授業後の研究討議も当日の学

習活動にとどまらず、単元観や指導観に関する内

容も話題となり、さらに深まった討議ができたと

考えている。 

【生徒会活動の交流】①中学生が「田戸フェステ

ィバル」に参加、②２校の小学生が中学校の体育

祭（大縄跳び）に参加、③中学校の部活動体験を

開催、④小学生が中学校を訪問し、授業及び部活

動を見学、⑤卒業前に両小学生が合流し、「常葉

小学校」と題して中学校の校舎で体験授業を受け

る等様々な交流を行ってきた。 

教職員はもちろん、児童生徒もお互いに行き来

することが普通になり、様々な場面で交流の機会

を意識するようになった。 

【生活指導検討部会】昨年度から「生活指導検討

部会」をたちあげた。社会に出て通用する児童生

徒を目指して、３つの項目（①相手に伝わるあい

さつ、②時間を見通した行動、③TPO にあった言

葉使い）を設定し、受け持っている子どもの発達

の段階に応じた指導を行うこととした。今年度は

まだ、各校での目標設定と共通理解で終わったが、

児童生徒による具体的な活動の情報交換ができ、

小中連携はもとより、小小連携としての効果があ

ったように感じる。 

【最後に･･･】小中一貫教育の推進研究が、小学校

中学校という校種を越え、児童生徒を地域で育て

ていくという視点で、より子どもたちにとってよ

い学びになるよう研究を続けていきたい。 

       岩戸中学校ブロック       
（岩戸小学校、岩戸中学校） 

 
『学び合う集団の育成を通して、確かな学力を培

う授業づくり』 
３年間の小中一貫教育研究指定を終え、今年度

から小中一貫教育推進校として出発した。過去３

年間の研究の成果として、小中一貫をふまえた授

業研究への意識の高まり、児童生徒指導での９年

間の見通しを小中全体で共有できたこと等が確

認された。 
三年間の取り組みから、精選すべきこと、さら

に充実発展させることは何かを検討し上記のよ

うなブロックとしての研究テーマを設定した。 
今年度、小学校も中学校も最も重視しているの

は授業づくりである。小学校では『学び合い高め

合う授業づくり』、中学校では『生徒一人ひとり

の学びを保障する授業づくり』を目指し授業研究

に力を入れている。 
小中一貫教育が義務教育９年間を一体と捉え、 

発達の段階に応じて子どもの学びをつなぐ教育

だとするならば、小学校、中学校それぞれで学ぶ

べき知識・理解、身に付けなければならない社会

性や人間性をきちんと指導し、９年間の子どもの

姿を具体的にイメージしながら指導していくこ

とが重要であると考えている。そのために小学

校、中学校ともが日々の授業を大事にしながら、

互いの教員が授業研究に参加し、９年間の学びの

系統性・連続性を意識しながら研修を深め確かな

学力を身に付けるために相互理解を図ってきた。 

 また、児童生徒指導においては、様々な課題を

抱えている児童や生徒の情報交換を密にしなが

ら指導しているところである。 
 今後とも互いに情報を共有しながら豊かな学

びを目指して小中一貫教育を推進していきたい。 
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       北下浦中学校ブロック      
（北下浦小学校、津久井小学校、北下浦中学校） 

 

『確かな学力と豊かな心をはぐくむ 
小中一貫教育のあり方をさぐる』 
 

北下浦中学校ブロックでの小中一貫教育の研究

は、３年間の研究委託を終え、本年度は小中一貫

教育推進校として、前年度の取組を継承し、研究

を進めてきた。 

本年度の小中一貫教育は、前年度に引き続き、

２つの柱を立てて進めることとなった。一つは、

各校で１回ずつ、年３回の授業参観を行う「教科

グループ」、もう一方は①生活指導・きまり②総

合・生活科③読書活動④家庭学習⑤学習規律・学

習環境の５つのグループに分け、授業以外の面で

も小中一貫の視点をもち、学力向上につなげてい

く「学力向上グループ」である。 

教科グループでは、授業者が指導略案に準ずる

「授業参観のポイント」を作成し、参観者は小中

９年間のつながりの視点から授業を参観し、協議

を行った。 

学力向上グループの取組みは、前年度の申し送

りを受け、実施・検討していくこととなった。ま

ず読書活動については、北下浦中学校で朝読書の

取組を開始した。すでに２つの小学校で行われて

いた朝読書によって身に付いた読書習慣が中学校

に受継がれるとともに、子ども達の心の落ち着き

にもつながり、成果を上げている。また、「学習

規律・きまりグループ」では、前年度に作成した

「生活のしおり」の内容の見直し、「家庭学習グ

ループ」では、家庭学習習慣の定着を図るために

「自主学習カード」を作成するなど、３校の職員

が手を取り合って研究を進めることができた。 

次年度は、教科グループに重点をおくこととし、

学力向上グループは今後も情報共有を続けていく

こととなった。 

 平成 28 年度から全市で小中一貫教育を進めて

いくこととなる。北下浦中ブロックでも、研究委

託校・推進校として歩んできた４年間の取組の継

続・検証・発展の年として、また、授業力向上・

授業改善を方針の柱に据え、小中一貫教育の新た

な一歩を踏み出すことができるよう立案している

ところである。 

 

 

 

 

 

 

       長井中学校ブロック       
（長井小学校、長井中学校） 

 

≪共通研究テーマ≫ 

『よく聴いて 考えて 表現する  

長井っ子の育成』 

Ⅰ 研究内容 

これまで研究を進める中で、長井小・中の児童

生徒の実態として①人の話を聴くこと、②自分な

りの考えを持つこと、③互いに自分の考えを出し

合いよりよい考えを作り上げることに課題がある

ことが分かってきた。 

そこで、これらの実態や課題を改善していくた

めには、これまでの研究で積み上げてきた、教職

員の小中一貫教育に関する考え方の共通理解やシ

ステム的な環境づくりに加え、授業等学校生活全

体の中で、「聴くこと」「考えること」「表現す

ること」の必要性や重要性そして良さを、児童生

徒自身が実感できるような教育活動を、意図的に

取り組むことが大切であると考え、上記のように

小・中共通研究テーマを設定し、全教科を通して

一貫教育に向けた研究に取り組んだ。 

 研究の柱としては、以下の３つであるが、今年 

度は、全 10回の小中合同研修会のうち、５回を授 

業研究会とし、そのうちの４回は広く市内に公開 

しながら、特に①を中心に協議を深めた。 

①児童生徒が興味を示して話を聴く授業づくり 

②児童生徒が考えを深め、自分の思いを表現でき

る手立て 

③生活指導と連携しながら授業を通して、児童生

徒のより良い人間関係づくり 

Ⅱ 成果と課題 

小・中の教職員が定期的・計画的に一緒のテー

ブルに向かい協議することは、「９年間で、長井

の子どもを育てる(長井小中は一つの学校)｣とい

う思いが一層醸成され、研究の積み重ねを、教職

員自身が実感してきている。 

一方、課題としては、その９年間の発達段階を

考慮し、系統的に、連続的に授業を組み立てるこ

とが大切と分かっているものの、実際の児童生徒

一人一人の実態が様々な状況にあり、成果は経年

変化を捉える必要があり、ある程度の期間を要す

ること、更にもう一つの課題が、全教科を通した

研究の中で、汎用性を持たせながら成果として捉

えるための手だての工夫である。 
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教 育 行 事  

 

◎作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次の通りであった。 

《作詞の部》 小 134 点  中 77 点  計 211 点 

《作曲の部》 小 199 点  中 40 点  計 239 点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の相澤直人氏に依

頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と小

学校３点、中学校２点の準入選作品を選んでいた

だいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 57

集として発行。 

なお、入選作品は、平成 27年８月 23日に開催

する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

◎子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 17 日（日）に開

催された。今年は中学校 17校の吹奏楽部員による

合同バンドが４月から５ヶ月間の合同練習を経

て、「合唱と吹奏楽のための組曲“横須賀”」を

はじめ、「メモリアルマーチ『わが街は…』」「名

誉が勝る時」など、すばらしい演奏を披露した。

合唱の部には 11 校 89 名の中学生の他、20 校 30

名の小学生も加わり、練習の成果を披露した。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（５年生音楽） 

〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 
６月 15日：１回公演 ６月 16日：２回公演 

今回で第 19回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮は山形交響楽団音楽

監督、東京交響楽団正指揮者、いずみシンフォニ

エッタ大阪常任指揮者、ドイツ・ヴュルテンベル

ク・フィルハーモニー管弦楽団の首席客演指揮者

として活躍中の飯森範親氏であった。この会では、

鑑賞するだけでなく、「横須賀市歌」の全員合唱、

「さんぽ」の全員合奏という小学生が神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団と一緒に演奏するプログラ

ムもあり、心温まる演奏会となった。また、各楽

器の紹介のコーナーや飯森氏から子ども達へメッ

セージを伝える場面もあり、演奏はもとより様々

な面で子ども達を魅了した。 
 

◎小学校芸術鑑賞会（６年生） 

〔小学６年生美術館鑑賞会〕 

図画・工作科指導における豊かな情操を養う

鑑賞教育充実のために横須賀美術館での美術 

作品の鑑賞会を５月～２月の間に実施。美術館の

スタッフにも協力いただき、本物の作品に出会い、

美術に親しむためのよいきっかけとなった。 

 

 

 

 

◎児童生徒書写作品展 

文化会館展示室を会場として実施し、小学校・

中学校・ろう学校・養護学校・横須賀総合高等学

校（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は

書道作品）、約 952点を展示した。会期は、１月

23 日～27 日、2859 名の来場者があり、保護者・

家族・市民から高い関心が寄せられた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。展示作品を通して、児

童生徒の書写の能力を把握するとともに、教師の

指導を振返る機会とすることができた。また、小

学校から中学校への書写のつながりや、高等学校

の芸術科書道への発展に至る様子を見ることがで

きた。 

 

◎小・中学校 学校文集 

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 83号を発行した。 

（小学校）「書くことを通して、国語を適切に

表現する力を育て、言語感覚を養う」というね

らいのもと、学年別にテーマを設定した。 

小学校では、特に、現行の学習指導要領で求め

られている「書くこと」の指導を通して生まれた

作品を掲載した。国語研究会協力のもと、各学年

２名の審査員を中心に、応募作品約 537点の中か

ら、83作品を入選作品とし、発行した。 

（中学校）文章表現力を育てるための一つとして、

日常の国語科学習を通して生まれた作品を中心に

掲載した。創作俳句や短歌、随筆、小説、意見文、

批評文など文種は多岐にわたり、掲載作品 138点

に、審査員による評を加えて発行した。 
 

◎読書感想文・画募集 

 読書感想文コンクールは、本年度で 60回目を迎

え、例年通り各学校種に応じ、自由・課題の２つ

の部門で募集した。小学校 4236 点、中学校 874

点の合計 5110点の応募があり、審査会には学校代

表 345点が出品された。 

 横須賀地区第１次・第２次審査会で「優秀」「優

良」に選ばれた作品（小学校 39 点、中学校 11点）

を掲載した「読書感想文集 58号」を刊行し、市内

各学校に配布した。市内学校８名の教員が、書評

の執筆をし、編集に携わった。 

 読書感想画コンクールについては、小学校 48

校、中学校 7校から応募があった。小学校では教

育課程の一部として取り組んでいる学校が多く、
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中学校では部活動等、課外活動において取り組ん

でいる。 

今後も、各学校で読書活動の意義を再認識し、

様々な機会を通して読書指導の機会を増やし、児

童生徒の読書への関心を高めていきたい。 

横須賀地区審査会での入賞作品 634 点は、「第

25 回読書感想画展」に展示した。平成 27 年１月

６日から 13日までの８日間、横須賀市文化会館市

民第１ギャラリーを会場に、指定図書やこれまで

の読書感想文集、昨年度の県のコンクール入賞作

品も合わせて展示し、読書への関心を高める工夫

を行った。 

期間中は、入選者の家族を始め、一般市民が多

数訪れ、2950名が来場した。 

 

◎児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第 67 回展は、１月 10 日～１月 26 日、横須賀

美術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育

―子どもによりそい、おもいをかたちに～であう

・あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・小

・中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品約

2,600 点を展示した。会期中の美術館の観覧者数

は市民、保護者と子ども合わせて約 14,000人。 

会期中の 1 月 21 日には、研究発表会および講

演会を開催した。発表者及び発表内容は、大楠小

学校 黒岩 弘明校長「対話型鑑賞を通して豊かな

心と造形力を育む～横須賀美術館アートカードの

作成と活用」、野比中学校 伴野 孝輔教諭「Ｂ

eautiful Ｆling Ｏbject～造形遊び的感覚を取り

入れた表現活動」であった。鑑賞の活動と表現の

活動の双方に於いて、自己の価値意識を創造して

いくということを意識した実践の報告だった。講

演会講師は大津幼稚園で講師をしている画家の中

川 久先生。演題は「感じる力・考える力・洞察す

る力」。子どもの作品から見えてくるその子の思

いをどうとらえ、寄り添うかについて、具体的な

例を示していただきながらご講演をいただいた。 

 

◎中学校リーダースキャンプ 

平成 26年度リーダースキャンプは８月 22日～

23日の期間、横須賀総合高校を会場として実施さ

れ、横須賀市の中学校生徒会事務局役員および各

委員会のリーダーたち、約 220 名が参加した。提

案や意見交換を通して、学校行事の企画、立案、

運営や学校生活にまつわる諸問題の解決や広報や

合唱活動など、自治的活動の在り方を主体的に学

んだ。 

分科会での話し合いを充実させるとともに、２

日目の午後に創造性ある活動の発表を行った。３

日目の閉会式では、各分散会より報告をし、参加

者全体で共有をした。２日間を通してリーダーと

しての資質の育成、指導力向上に資する活動とな

った。この成果を各学校の生徒会活動に生かすこ

とが大変重要である。 

 

◎中学生主張大会 

   隔年で市主催になる「中学生主張大会」が、10

月４日（土）の午前に、横須賀市立横須賀総合高

等学校 SEAホールにて行われた。約 250人の聴衆

を前に、各校の代表生徒 23名が堂々と自分の想い

を主張した。 

 主張内容としては、生徒自らが体験したことに

基づく主張や現在の社会問題に対する中学生らし

い主張が多く見られた。参加者は、様々な人の考

えを聞くことによって、自分の視野を広げたり、

考えを深めたりするきっかけとなった。次年度は

研究会主催による「中学生主張の会」となる。 

 

◎中学校演劇発表会 

 第 31 回横須賀市中学校演劇発表会が市内６校

の参加で実施された。 

 日頃の練習の成果が十分に発揮された発表で、

どの学校の発表も完成度の高いものになった。演

技力ばかりでなく、その舞台効果や舞台美術につ

いてもレベルの高いもので、各校のチームワーク

の良さが感じられた。 

 最優秀賞には、大津中学校の「いつか僕をさが

して」が選ばれた。シリアスなテーマのストーリ

ーで、表現力が問われる難しい作品であった。登

場人物の思いを共感することで、その心情を見事

に表現した発表となり、観客席の誰もが劇中へ引

き込まれていった。 

 同校は、第 52回神奈川県中学校演劇発表会に横

須賀地区の代表として出場した。 

 

◎第 63回中学校総合体育大会 

４月 19 日（土）、24 校の代表生徒 2,437 人が

整然と参加し、「夢を追い 君の努力が 花開く」

のスローガンのもと、横須賀市総合体育会館で総

合開会式を行った。模範演技は、三浦学苑高等学

校卓球部を招き、華麗な技術を披露した。延べ

7,600人が、その後 13種目にわたり技能を競い合

い、交流を深めた。 

 

◎第 39回小学校児童相撲大会 

 ５月 10日（土）に市内小学校 43校の５、６年

生 609名（男子 327名、女子 282名）の参加のも

と、横須賀市総合体育会館で室内土俵を使用し開

催した。 

短パンの上に「簡易まわし」をつけ、多くの声



 

- 62 - 

援に包まれながら、男女別団体戦と学年階級別個

人戦を実施した。 

 男子団体戦は富士見小学校、女子団体戦は野比

東小学校が優勝した。 

 

◎中学校スポーツ技術講習会 

市中体連との共催で、前期・後期の２回、前期

は卓球、後期はソフトテニスを横須賀アリーナで

開催した。 

前期は６月 28 日（土）、横須賀卓球スクール

から田中由起子氏を講師としてお招きし、市内中

学校の指導者と各校の代表生徒 143 人が技術指導

と講習を受けた。 

後期は 11月 29 日（土）、講師のミズノ株式会

社小林幸司氏から、市内中学校の指導者と各校の

代表生徒 88人が技術指導を受けた。 

２回共に、学ぶ姿勢や態度の大切さ、技術向上

に必要な基本動作や総合的に体力を高める練習法

など多くのことをご教授いただいた。 

 

◎第 32 回表現運動・ダンス発表会 

 小中連携により開催されている発表会は、11月

15日（土）、横須賀市総合体育会館で、中学校３

校、小学校３校、特別支援学級（７校）合わせて

７作品を延べ 360人の参加のもと開催した。児童

生徒は日ごろの練習の成果を全身で表現してい

た。また、講師の長津芳先生（元国分寺市立第七

小学校校長）から、指導・講評をしていただいた。 

  

 

◎第 46回小学校児童陸上記録大会 

 市内全小学校計 46 校の５・６年生の代表選手

957名の参加のもと、11月２日（日）に公認 400m

トラックの不入斗公園陸上競技場で開催した。

（男女５種目 16競技） 

 トラック全体を取り囲む多くの観衆の中、楽し

く競技をすると共に交流を深めた。 

 

◎市内中学校駅伝競走大会 

 第 65 回市中学校男子駅伝競走大会及び第 31回

市中学校女子駅伝競走大会を 10月 18日（土）国

道 16号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～

大津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,500人を

超える観衆が集まり、熱い声援を受けながら一本

のタスキを繋いだ。全市立中学校 23校に横須賀学

院中学校を加えた男女各 24 校から 407 名（男子

216名、女子 191名）の参加があった。 

男子は大津中学校が優勝を果たし、浦賀中学校

・鴨居中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は池上中学校が優勝を果たし，大津中学

校、久里浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞し

た。 

 

◎第 48回小学校児童ボール運動大会 

12月３日（水）に市内小学校８部会各会場にお

いて、６年生全員、3,521 人がバスケットボール

とサッカーを行い、日頃の体育学習の成果を確か

め合うとともに、交流を深めた。 
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国 県・市 教育研究所 

4. 1   経済協力開発機構（OECD）、2012年「生

徒の学習到達度調査」（PISA）の問題解

決能力分野の結果を公表。日本は 44カ

国・地域中 3位に。 

4. 4   政府、教育委員長と教育長を一体化

した新「教育長」の設置など教育委員

会制度の見直しのための地方教育行政

法の改正案を閣議決定。教育行政にお

ける首長の権限強化に批判も。 

     文科省、15年度から使用の小学校教

科書などの検定結果を発表。社会科で

は初めて全教科書が竹島、尖閣諸島を

日本固有の領土と明記。中韓両国は強

く反発。 

4. 7   沖縄県竹富町教委、採択地区協議会

の決定と異なる中学校公民教科書を中

学生らに配布。地方自治法による文科

省の是正要求を事実上拒否。 

4. 9   採択地区内での同一教科書使用を義

務付けた改正教科書無償措置法が参院

本会議で与党などの賛成多数で可決・

成立。 

4.12   埼玉県立高校入学式で新入生の担任

教員が自分の子どもの入学式を理由に

欠席したことがインターネットで話題

に。全国的に賛否両論巻き起こる。 

4.16   沖縄県教育長、八重山教科書採択地

区を再編する意向を表明。実質的に竹

富町の離脱を容認。 

4.17   武雄市長、学習塾と連携した「官民

一体型教育」を 15年度から小学校の授

業に導入すると発表。学校教育の在り

方めぐり賛否両論が。 

4.22   文科省、14年度全国学力・学習状況

調査を全国一斉に実施。今春から学校

別成績の公開が可能に。 

     大阪市教委、市立学校 458校のうち

101校で校内人事を教員間の選挙など

で決める独自の人事規定があったとす

る中間報告を発表。 

4.30   文科省、学校保健安全法施行規則を

改正。16年度から学校の健康診断のう

ち座高測定と寄生虫卵検査を廃止。 

 

5.19   スマホの普及で交流サイトによる子

どもの性犯罪被害が増加、警察庁調査

で判明。 

5.20   中教審（中央教育審議会）スポーツ・

青少年分科会に「学校安全部会」が発

足。防災教育の学習指導要領への盛り

込みなど検討。 

5.21   沖縄県教委、八重山地区教科書採択

問題をめぐり、異なる教科書を使用し

ている竹富町を採択地区協議会から分

離することを正式決定。 

5.22   全国高校体育連盟、運動部活動にお

ける「体罰根絶全国共通ルール」制定。

体罰を行った指導者は 1年間の出場停

止に。 

5.23   文科相、地方自治法による是正要求

を無視した竹富町に対して、違法確認

訴訟を提起しない考えを表明。八重山

地区教科書採択問題は事実上終結へ。 

5.28   日本精神神経学会、精神疾患の病名

 4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 教育総務部長渡辺大雄 上下水道局へ出向 

 後任に総務部人事課長大川原日出夫教育総務部長へ 

 教育指導課長渡辺文 長井小学校校長へ 

 後任に武山中学校長より丸瀨正 教育指導課長へ就任 

 スポーツ課長伊藤学 大楠中学校長へ 

 後任に衣笠中学校教頭より三橋政義 スポーツ課長へ就任 

 生涯学習課長原田修二 横須賀市へ出向 

 後任に土木部道路管理課長野間俊行 生涯学習課長へ 

 総務課指導主事河野和代 総務課主査指導主事へ 

 教職員課指導主事河合健治 教職員課主査指導主事へ 

 横須賀市立追浜小学校教頭金子美夕貴 教職員課主査指導主事へ 

 教職員課指導主事八矢信宏 神奈川県教育委員会へ 

 横須賀市立追浜中学校教諭 平石拓 教職員課指導主事へ 

 教育指導課主査指導主事岩田嘉純 横浜国大附属鎌倉小学校へ 

 後任に教育指導課指導主事川上誠教育指導課主査指導主事就任 

 横須賀市立神明中学校教諭後藤博宣 教育指導課指導主事へ 

 支援教育課主査指導主事井上泉 横須賀市立衣笠小学校教頭へ 

 横須賀市立大矢部中学校総括教諭諸田英久 支援教育課指導主へ 

 

 4. 1 辞令交付 

 4. 2 学級編制説明会 

 4. 4 学年始休業終了 

 4. 7 始業式 入学式(小・中・ろう・養) 

 4. 8 入園式（諏訪、大楠） 

   入学式（高） 

   学力向上推進研究会（小） 

4. 9 学校保健事務説明会 

   中学校体育連盟総会・専門部会 

教科用図書事務担当者会① 

4.10 生徒指導担当者研修講座① 

4.11 学校体育指導員委嘱式 

     学校体育・保健体育科担当者会 

   給食開始 

4.14 学力向上推進研究会（中） 

4.15 学校開放奨励説明会 

4.16 教科総会 給食事務説明会 

4.17 横須賀市学習状況調査（17日～25日） 

   児童生徒指導担当者研修講座① 

   学校予算事務説明会 

4.19 第 63回横須賀市中学校総合体育大会・総合開

会式 

4.22 全国学力・学習状況調査 

   就学奨励事務担当者説明会 

   総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

   本を楽しもう展〔西・北下浦コミュニティーセ

ンター〕（4/29まで）〔南図書館〕（4/27まで） 

4.23 学校保健会理事会① 

   教科外総会 

4.24 教職員人事評価システム評価者研修会（新任教

頭①） 

   学校図書館 CD派遣校連絡会 

4.25 教職員人事評価システム評価者研修会（新任校

長） 

   支援教育 CD連絡会① 

   小学校就学旅行説明会 

   全県指導主事会議 

4.28 教職員人事評価システム評価者研修会（新任教

頭②） 

4.30 小学校音楽科担当者会 

 4. 1  横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所主査指導主事増田喜明 横須賀市立高坂小学校教頭へ 

 教育研究所指導主事田島信幸 横須賀市立公郷中学校総括教諭へ 

 教育研究所指導主事高橋直樹 教育研究所主査指導主事へ 

 教育研究所指導主事重田太 教育研究所主査指導主事へ 

 横須賀市立船越小学校総括教諭小泉姿子 教育研究所指導主事へ 

 教育研究所主任濱田広治 学校管理課へ 

 後任に教職員課より島内さおり着任 

 非常勤職員赤池由記子退任 後任に中橋あき子着任 

 臨時職員河合陽子退任 後任に大西香織着任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 2 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

初任者研修校内指導教員研修講座① 

4.18 新任教頭研修講座①（校務情報化等） 

4.22 初任者研修講座① 

4.25 教職 20年経験者研修講座① 

   養護教諭 2･15･25年経験者研修講座① 

   パワーアップ研修講座① 

   教育研究所オープンデイ 

4.26 スキルアップ研修講座① 

4.30 教職 1年経験者研修講座①-1（養護教諭含

む） 

   教職 10年経験者研修講座①（養護教諭含

む） 
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変更を決定。学習障害は「学習症」、注

意欠如･多動性障害は「注意欠如･多動

症」などに変更 

     公立学校の学級編成基準策定などの

権限を道府県から政令指定都市に移す

地方分権改革一括法が参院本会議で賛

成多数で可決・成立。 

 

6.10   大阪市教委、悪質な問題行動を繰り

返す児童生徒を在籍校から隔離して指

導する「個別指導教室」（仮称）の設置

を正式表明。全国的に賛否両論が。 

     全国で初めて県費負担教員人事権を

委譲された大阪府の「豊能地区教職員

人事協議会」（池田市など 3市 2町）、

初の教員採用試験の志願状況を発表。

志願倍率は 9.0倍と高率。 

6.12   東京都教委、国旗国歌法をめぐる記

述で実教出版の高校日本史教科書は

「適切でない」との見解を都立高校な

どに通知。前年度に続き 2回目。 

6.13   教育行政への首長権限の強化などを

図る改正地方教育行政法が参院本会議

で賛成多数により可決・成立。戦後教

育行政の大転換に賛否両論渦巻く。 

     文科省、初の性同一障害調査の結果

を発表。性同一障害とみられる児童生

徒は全国で 606人に。 

6.17   大分県教委、全国学力･学習状況調査

（全国学力テスト）の学校別結果の公

表基準を決定。2年連続で全国平均を上

回った学校名を公表。 

6.20   「学校司書」（学校図書館担当職員）

の配置を努力義務とした改正学校図書

館法が参院本会議で全会一致で可決・

成立。 

     アレルギー疾患への対策指針策定を

国に義務付けるアレルギー疾患対策基

本法が参院本会議で全会一致で可決・

成立。 

6.21   ユネスコの世界遺産委員会、「富岡製

糸場と絹産業遺産群」（群馬県）の世界

文化遺産への登録を正式決定。 

6.25   経済協力開発機構（OECD）、「国際教

員指導環境調査」（TALIS）の結果を公

表。日本の中学教員の平均勤務時間は

週 53.9時間で、参加国・地域（平均週

38.3時間）で最長に。 

6.27   文科相、投票で主任を決めるなど不

適切な校内人事について全国実態調査

を実施する意向を表明。 

 

7. 3   政府の教育再生実行会議、「小中一貫

教育学校」（仮称）の制度化や幼児教育

の段階的無償化など学制改革をテーマ

とした第 5次提言を首相に提出 

7. 9   ベネッセコーポレーション（本社･岡

山市）の、通信講座の顧客情報など最

大 2070万件が外部に漏えいしたと発

表。学校現場にも大きな波紋が。 

7.15   18歳未満の子どもの相対的貧困率は

16.3％で過去最悪更新。厚生労働省の

国民生活基礎調査。 

7.22   文科省、「土曜授業推進事業」で 155

校を指定。 

7.25   本年度は全国の公立小中高校の

   学校図書館担当者会①（司書教諭含む） 

   修学前教育と小学校教育の連携研修講座（幼稚

園教諭・保育所保育士対象） 

 

 

5. 2 国際教室担当者会① 

5. 7 総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

5. 8 生徒指導担当者研修講座② 

5. 9 小学校国語担当者会 

   防災教育担当者会 

   外国人英語教員拠点校連絡会① 

5.10 第 39回小学校児童相撲大会 

   中学校演劇発表会実技研修会① 

   中学校修学旅行（～6月 9日） 

5.11 中学校演劇発表会実技研修会① 

5.14 市立学校食育担当者会 

5.16 学校プール運営・管理説明会 

5.20 人権教育担当者研修講座① 

5.21 学校保健会定期総会 

   特別支援学級新担任者研修講座① 

5.22 第 97回神奈川県公立小学校校長会総会・研究

大会横須賀大会 

5.23 外国語活動研修講座① 

   横須賀市 PTA協議会定期総会 

5.26 新任総括教諭（中）研修講座①（県センター） 

5.28 支援教育 CD連絡会② 

   中学校保健体育科実技講習会 

 

 

 

 

 

 

 

6. 2 新任総括教諭（小）研修講座①（県センター） 

6. 4 心肺蘇生法実技研修講座 

   支援教育研修講座① 

6. 5 生徒指導担当者研修講座③ 

6. 6 小学校体育科実技講習会 

6.10 作詞審査会 

   特別支援学級担当者会① 

6.11 教科用図書事務担当者会② 

   年間献立作成 

6.13 小（教科）・中（教科外）学校教育課程研究会

一日目① 

6.18 小（教科外）・中（教科）学校教育課程研究会

一日目① 

6.19 教科書事務システム PC研修会① 

6.20 教科書事務システム PC研修会② 

6.24 横須賀総合高校（定時制）修学旅行（～27日） 

6.25 特別支援学級新担任者研修講座② 

   新任総括教諭研修講座② 

   学校安全研修講座 

   教科書事務システム PC研修会③ 

6.26 学校市教委合同防災訓練 

   教科書事務システム PC研修会④ 

6.27 修学前教育と小学校教育の連携研修講座 

   教科書事務システム PC研修会⑤ 

6.28 ハートフルフォーラム 

6.29 中学校スポーツ技術講習会 

6.30 小学校 5年生芸術鑑賞会 

 

7. 1 小学校 5年生芸術鑑賞会 

7. 2 養護教諭研修 

   学校図書館担当者会② 

   横須賀市学習状況調査結果分析に関わる説明会 

 

 

 

 

 

5. 1 情報セキュリティ月間 

5. 2 臨時的任用職員･非常勤講師研修会①-1 

5. 7 教職 5年経験者研修講座①-1（養護教諭 

含む） 

5. 8 関東教育研究所連盟総会・研究発表会 

（静岡） 

5. 9 関東教育研究所連盟総会・研究発表会 

（静岡） 

5.13 初任者研修講座② 

5.14 教職 1年経験者研修講座①-2 

   ICT担当者連絡会① 

   教育研究所運営委員会① 

   非常勤講師等対象研修会 

5.16 臨時的任用職員･非常勤講師研修会①-2 

   パワーアップ研修講座② 

   よこすか教師塾①（入塾式） 

   教育研究所オープンデイ 

   神奈川県教育研究所連盟総会（県総合教育

センター） 

5.17 スキルアップ研修講座② 

5.20 初任者研修講座⑰-1（情報） 

5.21 教職 5年経験者研修講座①-2 

   非常勤講師等対象研修会 

5.27 学校情報化推進部会①-1 

5.28 学校情報化推進部会①-2 

   非常勤講師等対象研修会 

5.30 よこすか教師塾② 

 

 

6. 3 初任者研修講座③ 

6. 4 初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

6. 5 全国教育研究所連盟総会・研究発表会 

（石川） 

6. 6 よこすか教師塾③ 

6.10 初任者研修講座⑰-2（情報） 

6.13 教科用図書展示会（～26日） 

6.17 初任者研修講座⑰-3（情報） 

6.24 初任者研修講座⑰-4（情報） 

6.27 パワーアップ研修講座③④ 

   よこすか教師塾④ 

教育研究所オープンデイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 4 管理職研修講座①-1（幼小特 学校長） 

   よこすか教師塾⑤ 

7. 7 管理職研修講座①-2（中高 学校長） 

7. 8 初任者研修講座④ 
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16.3％に当たる 5573校が土曜授業を実

施。文科省調査。 

7.27   長崎県警、佐世保市の高 1女子生徒

（15）を殺害したとして、殺人容疑で

同級生の女子生徒（15）を逮捕。同級

生間での殺人が社会に衝撃。 

7.29   文科相、「小中一貫教育学校」の制度

化に向けた具体策などを中教審に諮

問。年内に答申、来年の通常国会への

学校教育法改正案提出を目指す。 

 

8. 4   全国の児童相談所が 2013年度に対応

した児童虐待数は 7万 3765件で 23年

連続過去最多を更新。厚労省まとめ。 

8. 7   文科省、14年度「学校基本調査」（速

報）を公表。今春の過年度卒業者を含

む大学進学率は 51.5％で過去最高に。

また、小中学校の児童生徒数は過去最

低を更新。 

8.22   愛知県知事、国家戦略特区を活用し

て 16年度開校の県立愛知総合工科高校

に公設民営方式の専攻科（2年生）の設

置構想を発表。 

     東京都教委の調査委員会、都立高校

入試の採点ミス問題を受けてマークシ

ート方式の一部導入を提言。都は来春

にも試行、高校入試での採用は全国初。 

8.25   文科省、14年度「全国学力・学習状

況調査」（全国学力テスト）の結果を公

表。活用力を試す B問題に課題が残る

一方、都道府県間の学力格差解消が進

む。 

     大手予備校の代々木ゼミナール（本

部･東京都渋谷区）、27校中 20校の閉鎖

を発表。有名予備校の衰退に教育関係

者が驚愕。 

8.26   文科省、東日本大震災で被災して転

校した小中高校生・幼稚園児は 2万

1775人（5月 1日時点）に上ると発表。 

8.29   政府、「子どもの貧困対策に関する大

綱」を閣議決定。スクールソーシャル

ワーカーの配置推進などが柱。 

     政府、「児童虐待防止対策に関する副

大臣等会議」を設置。所在不明の 18歳

未満の子どもは全国で約 2900人に。（5

月 1日時点） 

 

9. 4   静岡県知事、県教委の同意を得ない

まま今春の全国学力・学習状況調査（全

国学力テスト）で小学校国語 Aの成績

が全国平均を上回った学校の校長名な

どを公表。 

9. 5   文科相、静岡県知事による全国学力

テスト上位校の校長名公表を「極めて

遺憾」と批判。学テ実施要項違反の自

治体にはテスト結果提供を制限するな

どの再発防止策を検討すると表明。 

9. 9   経済協力開発機構（OECD）、「図表で

みる教育 2014」を公表。国内総生産

（GDP）に占める日本の教育への公財政

支出の割合 3.6%、比較可能な加盟国中

で 5年連続最下位に。 

9.17   政府の教育再生実行会議、「教育革

新」「全員参加型社会･地域創生」「教育

財源の確保」の３テーマで分科会を設

置することを決定。来年 1月から順次

7. 3 よい歯の図画ポスター・標語審査会 

7. 9 学校保健会理事会② 

   臨時的任用職員･非常勤講師研修会② 

   支援教育研修講座 

   人権教育指導者養成講座① 

7.10 生徒指導担当者研修講座④・児童指導担当者研

修講座③ 

7.16 就学時検診診断事務説明会 

7.21 海の日、夏季休業開始 

7.22 給食終了 

   授業日数増加に関する施行日（23日まで） 

7.24 学校水泳指導法研修講座① 

7.25 学校保健夏季研修講座 

   学校水泳指導法研修講座② 

7.26 第 31回横須賀市中学校演劇発表会一日目 

7.27 第 31回横須賀市中学校演劇発表会二日目 

7.28 小学校体育科研修講座① 

   総合的な学習の時間研修講座 

   司書教諭研修講座（読書指導研修講座） 

   国語科研修講座 

7.29 小学校体育科研修講座② 

   外国語活動研修講座、外国語科研修講座① 

   家庭科研修講座 

7.30 学校保健夏季研修講座 

   支援教育研修講座③ 

   生活科研修講座 

   道徳研修講座 

   社会科研修講座 

 

8．1 中学校教育課程研究会二日目 

8．4 小学校教育課程研究会二日目 

   中学校全国・関東大会出場選手激励会 

8. 6 小学校修学旅行下検分（～8.７） 

8. 7 外国語科研修講座② 

8. 8 児童生徒体力つくり推進研修講座 

   防災教育研修講座 

   図画工作科／美術科研修講座 

   音楽科研修講座 

   技術科研修講座 

8.11 算数科／数学科研修講座 

8.16 第 11回中学生創造アイディアロボットコンテ

スト 

8.17 第 27回子どものための音楽会 

8.18 支援教育研修講座④ 

   体育科／保健体育科研修講座 

   幼稚園教育課程研究会 

   特別活動研修講座 

8.19 支援教育研修講座⑤ 

   全県小学校教育課程研究会 

8.20 応急手当普及員研修講座①② 

   支援教育 CD連絡会④ 

8.21 応急手当普及員研修講座③④ 

   児童指導担当者研修講座③ 

8.22 応急手当普及員研修講座⑤⑥ 

   中学校連合生徒会役員宿泊研修会（～23日） 

   全県中学校教育課程研究会 

8.24 第 63回横須賀市中学校総合体育大会・水泳競

技 

8.27 授業日数増加に関する試行期間（～29日） 

8.29 夏季休業終了 

 

 

 

9. 1 給食開始 

9. 3 中学校美術科担当者会 

9. 4 読書感想文募集締め切り 

7. 9 県教育研究所連盟指導主事研修講座 

（県総合教育センター） 

7.24 夏季大学① 

7.25 教育課題研修講座① 

   小学校・中学校理科教材研究講座①② 

7.28 初任者研修講座⑤⑥ 

   パワーアップ研修講座⑤ 

   よこすか教師塾⑥ 

   教育研究所オープンデイ 

7.29 夏季大学② 

   ICT活用実践研修講座① 

   教職 10年経験者研修講座② 

   理科基礎技術研修講座 

7.30 小学校・中学校理科教材研究講座③④ 

7.31 理科基礎技術研修講座 

   夏季大学③ 

   教育課題研修講座② 

   ICT活用実践研修講座②③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 5 校務情報化研修講座②-1 

   理科研修講座 

   教育課題研修講座③ 

   学校づくり研修講座① 

8. 6 校務情報化研修講座②-2 

   理科基礎技術研修講座 

   学校づくり研修講座② 

   コミュニケーション研修講座① 

8. 7 校務情報化研修講座②-3 

   教育課題研修講座④ 

   科学教養講座 

8. 8 小学校・中学校理科教材研究講座⑤⑥ 

   教育研究所オープンディ 

   パワーアップ研修講座⑥ 

   よこすか教師塾⑦ 

8.11 理科基礎技術研修講座 

   学校づくり研修講座③ 

   コミュニケーション研修講座② 

8.12 理科基礎技術研修講座 

   学校づくり研修講座④ 

8.13 学校づくり研修講座⑤ 

8.18 学校づくり研修講座⑥ 

   Yknet全面停止（1日） 

8.19 教職 10年経験者研修講座③④ 

   初任者研修拠点校指導教員研修③ 

   初任者研修校内指導教員研修② 

   学校づくり研修講座⑦ 

8.20 教職 5年経験者研修講座②③ 

   コミュニケーション研修講座③④ 

   パワーアップ研修講座⑦ 

8.21 初任者研修講座⑦⑧ 

8.22 初任者研修講座⑨⑩ 

8.25 ICT活用実践研修講座④⑤ 

 

9. 3 臨時的任用職員･非常勤講師研修会③ 

9. 6 スキルアップ研修講座③ 

9.19 初任者研修拠点校指導教員研修講座④ 
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提言をまとめる予定。 

9.18   今年上半期（1～6月）に交流サイト

を利用して性犯罪などの被害に遭った

子どもは 698人で調査開始以来最悪に。

警察庁まとめ。 

9.19   文科省、小中一貫教育の初の実態調

査の結果を公表。小中一貫の導入は

1130件、参加公立小中学校は 3421校（5

月時点）に上り、うち 87％が「成果が

認められる」と評価 

9.26   文科省の英語教育の在り方に関する

有識者会議、「アジアトップクラスの英

語力育成」を目標に掲げた報告書をま

とめる。小 5からの英語の正式な教科

化提言。 

9.30   中央教育審議会総会、道徳を小中学

校で「特別な教科」とする答申案を審

議。近く答申へ。 

 

10.2   内閣府、「持続可能な開発のための教

育」（ESD）に関する世論調査の結果を

公表。ESDについて 79.1%が「知らない」

と回答。 

10.7   ノーベル物理学賞に青色発光ダイオ

ード（LED）を開発した赤崎勇名城大学

教授、天野浩名古屋大学教授、中村修

二米カリフォルニア大学教授の 3人が

決定。 

     文科省の「実践的な職業教育を行う

新たな高等教育機関の制度化に関する

有識者会議」が初会合。高等教育分野

の学制改革に向け議論始まる。 

10.9   鹿児島県教委、15年度から県内の全

ての公立小中学校で土曜授業を月に 1

回行うよう市町村に要請する方針を表

明。 

10.21  中教審（中央教育審議会）、道徳を「特

別な教科」とするよう求めた「道徳に

係る教育課程の改善等について」を文

科相に答申。検定教科書を使った道徳

の授業が 18年度にも開始へ。 

10.27  財政制度等審議会、11年度制度化し

た小 1の「35人学級」を「40人学級」

に戻すよう文科省に求める方針を提

示。文科省は強く反発。 

10.31  中教審（中央教育審議会）の小中一

貫教育特別部会、「小中一貫教育学校（仮

称）の創設などの答申案を公表。年内に

も答申へ。 

    政府、「公設民営学校」の制度化など

を含む国家戦略特区法改正案を閣議決

定。 

 

11.6  中教審（中央教育審議会）の教員養成

部会、「これからの学校教育を担う教員

の在り方について（報告）」を公表。「小

中一貫教育学校」（仮称）は、小学校教

員免許状と中学校教員免許状の併有で

対応。 

     文科相と静岡県知事、全国学力・学

習状況調査（全国学力テスト）における

市町村教委の了承なしでの学校別成績

公表の是非をめぐり意見交換。実施要領

の明確化で決着するも両者の溝は埋ま

らず。 

11.7   中教審（中央教育審議会）初等中等

   生徒指導担当者研修講座⑤ 

9.10 読書感想文第 1次審査会 

   小学校図画工作科担当者会 

9.17 読書感想文第 2次審査会 

9.18 小学生創意くふう展搬入 

9.20 小学生創意くふう展（～21日まで） 

9.24 作曲審査会 

   特別支援学級新担任者研修講座⑤ 

   小学校創意くふう展搬出 

9.29 小学校修学旅行（～10月 10日まで） 

 

10. 1 支援教育研修講座⑥ 

10. 4 中学生主張大会 

    県不登校児童生徒のための進路情報説明会・

相談会 

10.10 前期終業式 

    給食終了 

10.12 スクールバンドフェスティバル 

10.14～15 秋季休業 

    授業日数増加に関する試行日 

10.16 後期始業式 

    給食開始 

    生徒指導担当者研修講座⑥ 

10.18 第 65回横須賀市中学校男子駅伝競走大会 

    第 31回横須賀市中学校女子駅伝競走大会 

10.19 駅伝大会予備日 

10.22 中学校教育課程研究会総則部会二日目 

    特別支援学級担当者会② 

    学校図書館 CD派遣校連絡会① 

10.23 全県指導主事会議 

10.29 小学校教育課程研究会総則部会二日目 

    特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

10.31 外国語活動研修講座③ 

    野比小学校研究発表会（中間） 

 

11. 1 第 46回小学校児童陸上記録大会 

11. 2 小学校児童陸上記録大会予備日 

11. 5 支援教育研修講座⑦ 

    人権教育指導者養成講座② 

    道徳教育連携・推進講座①（大矢部中学校） 

11. 7 公郷中学校研究発表会（中間） 

11.12 児童指導担当者研修講座④ 

11.13 生徒指導担当者研修講座⑦ 

    第 55回関東甲信越地区公立学校教頭会研究

大会東京大会（～14日） 

11.15 第 32回表現運動・ダンス発表会 

11.18 読書感想画募集締切 

    高等学校教育課程研究会 

11.19 創造ものづくりフェア全国・関東大会生徒激

励会 

    支援教育 CD連絡会⑤ 

    道徳教育連携・推進講座②（桜小学校） 

    諏訪幼稚園研究発表会（中間） 

11.24 横須賀 English World 

11.26 小・中学校教育課程研究会運営委員会 

11.28 読書感想画審査会 

    就学通知書発送 

11.29 中学校スポーツ技術講習会 

 

12. 2 人権教育担当者研修講座 

12. 3 第 48回小学校児童ボール運動大会 

12. 5 児童生徒ふれあい作品展（～9） 

    小学校児童ボール運動大会予備日 

12.10 支援教育研修講座⑧ 

    学校選択制申込締切 

12.11 生徒指導担当者研修講座⑧ 

   教育研究所オープンディ 

   パワーアップ研修講座⑧ 

   よこすか教師塾⑧ 

9.25 管理職研修講座②-1 

9.25～26 全国教育研究所連盟教育研究発表大

会北海道大会 

 

 

 

 

 

10. 1 情報セキュリティ月間 

10. 7 非常勤講師等対象研修会 

10.14 非常勤講師等対象研修会 

10.17 県教育研究所連盟教育研究発表大会 

 (相模原大会) 

    教育研究所オープンディ 

    パワーアップ研修講座⑨ 

    よこすか教師塾⑨ 

10.21 初任者研修講座⑪-1（提案授業） 

    非常勤講師等対象研修会 

10.22 学校情報化推進部会②-1 

    管理職研修講座②-2 

10.24 関東教育研究所連盟研究発表大会千葉大

会 

10.25 スキルアップ研修講座④ 

10.28 初任者研修講座⑪-2・⑬-1（特別支援研

修） 

    臨時的任用職員･非常勤講師研修会④ 

10.29 学校情報化推進部会②-2 

 

 

 

 

 

11. 4 初任者研修講座⑪-3・⑬-2（特別支援研

修） 

11.11 初任者研修講座⑬-3（特別支援研修） 

11.14 教育研究所オープンディ 

    パワーアップ研修講座⑩ 

    よこすか教師塾⑩ 

11.18 初任者研究講座⑫-1（提案授業） 

11.25 初任者研修講座⑫-2 

11.26 臨時的任用職員･非常勤講師研修会⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 2 初任者研修講座⑫-3 

    新任校長研修講座 

12. 9 初任者研修講座⑭ 

12.12 教育研究所オープンディ 

    パワーアップ研修講座⑪ 

    よこすか教師塾⑪ 
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教育分科会、高校 2年から大学への「飛

び入学」に条件付きで高校卒業資格を認

めるとの答申案をまとめる。 

11.20  文科相、学習指導要領の全面改定を

中教審に諮問。「アクティブラーニング」

（能動的学習）の導入など知識偏重から

主体性重視への教育内容の転換も打ち

出す。小学校高学年での英語の教科化な

ど英語教育の充実、高校での日本史必修

や新科目「公共」創設なども課題に。 

11.26  （日本時間 27日未明）ユネスコ、「和

紙 日本の手漉和紙技術」を無形文化財

に登録 

11.29  文科省、14年度「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」（全国体力テスト）

の結果を公表。運動が「得意」「やや得

意」と答える児童の割合が過去最高に。 

 

12.1   新潟県三条市教委、「和食に牛乳は合

わない」と完全米飯給食を実施する全市

立小中学校で牛乳なし給食の試行開始。 

12.2   文科省の「英語力評価及び入学者選

抜における英語の資格・検定試験の活用

促進に関する連絡協議会」が初会合。大

学入試での TOEFLなど英語能力試験の活

用方策を探る。 

12.3   鹿児島県教委、公立小中学校の土曜

授業は月 1回、第 2土曜日とするとの指

針を市町村教委に通知。 

12.9   今年から条件付きで認められた全国

学力・学習状況調査（全国学力テスト）

の学校別結果公表は 5県と 114市町村

（政令市含む）にとどまる。文科省調査

で判明。 

12.12  15年 3月高校卒業予定者の就職内定

率は 71.1%（10月末時点）で 5年連続上

昇。文科省調査。 

12.22  中教審（中央教育審議会）、大学入試

センター試験に代わる「大学入学希望者

学力評価テスト（仮称）」などを柱とす

る「新しい時代にふさわしい高大接続の

実現に向けた高等学校教育、大学教育、

大学入学者選抜の一体的改革について」

を文科相に答申。「1点刻み」の入試から

総合的評価の入試への大転換を目指し

て、20年春に導入の方針。 

    中教審（中央教育審議会）小中一貫教

育の制度化や「小中一貫教育学校（仮称）

の創設などを盛り込んだ「子どもの発達

や学習者の意欲・能力等に応じた柔軟か

つ効果的な教育システムの構築につい

て」を文科相に答申。 

 

1. 9  京都市教委の検討会議、小学校給食に

月一回「和食の日」（仮称）を設けるよ

う提案。 

1.13  政府の社会保障制度改革推進本部、待

機児童解消を目指す「子ども・子育て支

援新制度」を予定通り 15年度から開始

することを決定。 

1.16  文科相、大学入試改革などの日程を明

示した「高大接続改革実行プラン」を発

表。「大学入学希望者学力評価テスト（仮

称）」は 20年度、「高等学校基礎学力テ

スト（仮称）」は 19年度に実施へ。 

1.23  大学入試センター、センター試験の理

12.25 給食終了 

    冬季休業開始 

    授業日数増加に関する試行日 

 

1. 5  読書感想画展搬入 

1. 6  読書感想画展（～13日） 

1. 7  冬季休業終了 

    授業日数増加に関する試行日 

1. 9  児童生徒造形作品展搬入 

1.10  児童生徒造形作品展（～26日） 

1.13  給食開始 

    読書感想画展搬出 

1.14  支援教育研修講座⑨ 

1.15  生徒指導担当者研修講座⑨ 

    児童生徒書写作品展搬入 

1.16  第 34回横須賀市体力作り実践研究発表会 

    児童生徒書写作品展（～20日） 

1.20  児童生徒書写作品展搬出 

1.21  支援教育 CD連絡会⑥ 

    造形教育研究発表会・講演会 

1.23  第 47回神奈川県公立小学校教頭会研究大会

藤沢大会 

    全県指導主事会議・全県学力向上シンポジウ

ム 

1.24  中学校演劇発表会実技研修会② 

1.27  総括教諭等学校運営推進者連絡会③ 

児童生徒造形作品展搬出 

 

2. 3  スクールカウンセラー連絡協議会② 

2. 4  学校保健大会 

    国際教室担当者会② 

    高校（全日制）修学旅行（～8日） 

2. 6  学校保健研究会健康安全部会研究発表会 

2.12  生徒指導担当者研修講座⑩ 

2.13  食教育研究会研究発表会 

2.15  市政記念日（108周年） 

2.18  学校保健研究会養護教諭部会研究発表会 

    特別支援学級新担任者研修⑧ 

    人権教育指導者養成講座③ 

    児童指導担当者研修講座⑤ 

2.19  第 98回神奈川県公立小学校校長会研究大会

横須賀大会 

2.24  外国人英語教員拠点校連絡協議会② 

2.25  総括教諭等学校運営推進者連絡会④ 

    市立学校食育担当者会 

    支援教育研修講座⑩ 

2.27  外国語活動研修講座④ 

 

 

3. 2  高校卒業式 

3.12  生徒指導担当者研修講座⑪ 

3.13  中学校卒業式 

3.14  ろう学校（幼）卒業式 

3.17  給食終了 

    大楠幼稚園卒園式 

3.18  諏訪幼稚園卒園式 

    養護学校（小中）卒業式 

3.19  小学校卒業式（5～8部会） 

3.20  小学校卒業式（1～4部会） 

3.25  修了式 

3.26  学年末休業開始 

3.31  退職辞令交付 

    学年末休業終了 

 

 

 

 

 

 

1. 5  教職 1年経験者研修⑥ 

    教職 5年経験者研修⑥ 

    教職 10年経験者研修⑥ 

    教職 20年経験者研修④ 

1.13  初任者研修講座⑮ 

1.17  スキルアップ研修講座⑤ 

1.21  教育研究所運営委員会② 

    県教育研究所連盟研究協議会 人材育成

部会（三浦） 

1.23  教育研究所オープンディ 

    パワーアップ研修講座⑫ 

    よこすか教師塾⑫ 

1.27  総括教諭等学校運営推進者連絡会③ 

1.28  県教育研究所連盟研究協議会 調査部会

（鎌倉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 1  情報セキュリティ月間 

2. 4  ICT担当者連絡会② 

2. 7  スキルアップ研修講座⑥ 

2. 9  県教育研究所連盟研究協議会 教育課題

部会（大和） 

2.13  県教育研究所連盟研究協議会 相談部会

（伊勢原） 

    教育研究所オープンディ 

    パワーアップ研修講座⑬ 

    よこすか教師塾⑬ 

2.17  初任者研修講座⑯ 

    校務情報化研修講座③-1 

2.18  校務情報化研修講座③-2 

2.24  初任者研修拠点校指導教員研修講座⑥ 

    校務情報化研修講座③-3 

    学校情報化推進部会③-1 

2.25  校務情報化研修講座③-4 

    学校情報化推進部会③-2 

 

 

 

3. 6  教育研究所オープンディ 

    よこすか教師塾⑭（卒塾式） 

3.23  長期研修員研究発表会 
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科の選択科目間平均点に最大 20点を超

える差が出たため得点調整の実施を決

定。得点調整は 17年ぶり 2度目。 

1.27  文科省、59年ぶりに改訂した「公立小

中学校の適正規模・適正配置等に関する

手引き」を教委などに通知。学校統廃合

の推進に賛否両論渦巻く。 

1.30  文科省の「フリースクール等に関する

検討会議」が初会合。フリースクールへ

の支援の在り方を検討へ。 

    13年度に体罰で懲戒処分などをうけ

た公立学校教職員は 3953人で過去最高

を更新。文科省の 13年度「公立学校教

職員の人事行政状況調査」で判明。 

 

2. 1  政府、過激派組織「イスラム国」とみ

られる勢力に日本人ジャーナリストの

後藤健二さん（47）が殺害されたことを

受け、在外公館に日本人の安全対策強化

を指示 

2. 2  文科省、日本人殺害を受けて海外の日

本人学校などに児童生徒の安全確保を

講じるよう通知 

2．4  文科省、道徳を「特別な教科」とする

小中学校学習指導要領の一部改正案（全

面実施は小が 18年度、中が 19年度）を

公表。 

2．6  日教組、山梨県で第 64次教研集会を

開催。いじめや学校統廃合問題などを論

議（～8日） 

2. 9  米国の歴史学者 19人、従軍慰安婦問

題で米国の高校世界史教科書の記述変

更を出版社に求めた日本政府の対応を

学問への介入と批判する声明を発表。 

2.10  文科省の「不登校に関する調査協力者

会議」が初会合。6年ぶりの不登校増加

を受け対策などを検討へ。 

2.12  国立教育政策研究所が「小学校学習指

導要領実施状況調査」の結果を発表。旧

指導要領に比べて現行指導要領では学

力、学習意欲に向上がみられることが判

明。 

2.13  東京都教委、16年度から全都立高校に

道徳教育とキャリア教育を一体化させ

た新教科「人間と社会」（仮称）を導入

すると発表。 

2.16  今春高校卒業予定者の就職内定率は 5

年連続の上昇で 88.8%（12月末現在）と

バブル期波の水準に。文科省調査 

2.20  川崎市川崎区の河川敷で同区中学 1年

の上村遼太君（13歳）が刺殺体で見つか

る。事件の残虐性で社会に衝撃走る（27

日に神奈川県警が顔見知りの無職少年 3

人を逮捕） 

2.26  14年に校内暴力で補導された小学生

は 77人で、00年の統計開始以来最多で。

警察庁のまとめで判明。 

2.27  文科省、川崎市の中 1殺害事件を受け

て、学校や市教委の対応などを検証する

対策会議を設置。 

    文科省、20年の東京五輪に向けて開催

意義を学ぶ「五輪教育」を検討する有識

者会議が初会合。 

 

3. 4  政府の教育再生実行会議、生涯学習の

観点から大学教育を見直すよう求めた
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第 6次提言を首相に提出 

    文部科学省、過激派組織「イスラム国」

に殺害された日本人の遺体とみられる

画像を授業で見せる事例が相次いだた

め、約 40年ぶりに適切な補助教材の選

択・使用を都道府県教委などに通知。 

3. 5  自民など与野党 6党、衆院解散で廃案

になった選挙権年齢を「18歳以上」に引

き下げる公職選挙法改正案を衆院に提

出。今国会で成立の見通し。 

3.12  千葉県などの教職員 2000人以上に過

去の教え子への対応に絡み、金銭を要求

する脅迫状が郵送されていたことが明

らかに。文科省は詐欺として注意喚起を

通知。 

3.13  全国の小中高校で 7日以上連絡が取れ

ない児童生徒が 400人も。川崎市中 1男

子殺害事件を受けた文科省の緊急調査

で判明。 

3.17  政府、小中一貫の「義務教育学校」を

創設する学校教育法改正案を閣議決定。 

3.24  文科省、小中学生の情報活用能力調査

の結果を発表。ネット検索で必要な情報

を探す力に課題が。 

3.26  文科省、川崎市中 1男子殺害事件を受

けて学校と警察の連携状況緊急調査の

結果を発表。小中高校の 96％が「学校警

察連絡協議会」を設置しているものの、

開催回数などに課題。 

3.27  文科省、小中学校の道徳を「特別な教

科」とする学習指導要領の一部改訂を告

示。小は 18年度、中は 19年度から本格

実施へ。 

    小中学校の「通級指導」対象者は 14

年度 8万 3750人で過去最高に。文科省

調査で判明。 

3.31  文科省、川崎市中 1男子殺害事件を受

けて児童生徒の安全の確保の指針を都

道府県教委などに通知。3日連続欠席な

ら安全確認を。 
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